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極秘新婚～独占欲強めの御曹司と突然夫婦になりました～










姉の身代わり




　ええと……これはいったい、どういう状況なんだっけ？

　正面の鏡に映るのは、純白のウエディングドレスをまとった、自分の姿。

　決して色白とはいえない肌を、ファンデーションで無理やりワントーン明るくし、つけまつ毛を装着したバッチリメイクを施されている。

　そこにいるのは、紛れもなく今から結婚式を挙げる、幸せな花嫁のはず……。

　いや、ちょっと待って。私、恋愛すら真剣にしたことないのに。どうして、結婚することになっちゃったんだっけ？




＊　＊　＊




　一日前。

「亜あ子こ、起きてっ。亜子！」

　セットしておいたアラームが鳴るより早く、部屋のドアを叩たたく音で目が覚めた。寝ぼけつつ携帯を見ると、まだ五時半だ。

「何よ……」

　のそりと起き上がり、パジャマのままドアを開けると、真っ青になった母が立っていた。小刻みに体を震わせている。

「どうしたの？」

「真ま子こが、真子がいないの」

「真子が？」

　驚いた私は母の横をすり抜け、すぐ隣の部屋のドアをノックもせずに開ける。だが、中はもぬけの殻。

「トイレじゃない？」

「違うわよ。私、捜したもの。変な時間に起きちゃって、なんだか胸騒ぎがして……。部屋を覗のぞいたら、真子がいなくなっていたの」

　五十歳を過ぎているのに、いまだにどこか少女らしさを残した母は、今にも泣きそうな声で私に訴えてくる。

　胸騒ぎを感じた母がまず向かったのが、姉の真子の部屋だったらしい。それだけで姉が私より大事にされていることがわかる。

「まさかあ。家出でもしたって言うの？　やけに早く起きちゃって、コンビニにでも行ったんじゃない？」

　私は双子の姉・真子の部屋に無断で入る。

　部屋の中は綺き麗れいに整理されていた。ドレッサーの隅に、小さな紙が裏返しにして置かれている。

「……メモ？」

　指で紙をつまみ上げた私は絶句した。

　可か愛わいいパンダのメモ紙には、こう書かれていた。

【家を出ます。結婚はできません。捜さないでください。パパ、ママ、ごめんなさい。真子】

　これ、もしかしなくても家出の書き置き!?

　メモを覗き込んだ母が、ふうっと息を吐いて倒れ込む。

「ちょ、お母さん、しっかりして！　お父さん、お父さーん！」

　ショックを受けて気を失った母の頬を叩きながら大声を出すと、寝間着姿の父がのそのそと現れた。

「なんの騒ぎだ」

　父は寝不足気味な顔をしていたが、放心した母を見て、完全に目を覚ましたようだ。

「これ、これ……。真子が家出しちゃった」

「なんだと!?」

　メモをひったくると、目を白黒させる。

　母を隅に寝かせておき、真子の部屋をふたりで捜索する。

　そして十分後、真子の財布と通帳、携帯、少しの衣類、化粧品、スーツケースがなくなっていることがわかった。

「家出……っぽいね……」

　残されたメモ。綺麗に片付いている部屋。夜中か早朝か定かではないが、静かに出ていった姉。いくらかけても繋つながらない携帯。

「これって、本人の意志による失踪と考えるのが妥当じゃないかな」

　私が呟つぶやくと、意識を取り戻して幾分落ち着いてきた母が、再び狼ろう狽ばいしだす。

「警察に行って捜索願を出さなきゃ」

「本人の意志による失踪だと、警察は何もしないかも。真子、二十六歳だし」

　一緒にオロオロする私と母に、青くなった父が呟く。

「どうしたらいいんだ。明日は結婚式だぞ……」

　そう、明日の日曜日は真子の結婚式当日。

　当然、招待状は発送済み。式場もドレスも司会者も押さえてある。

　真子の相手は、とある巨大グループ企業の二歳上の御曹司。父が社長を務めるうちの会社の取引先で、絶対に頭が上がらない相手のご子息だ。

　小さい頃から家族ぐるみのお付き合いがあったので、私もよく知っている。幼なじみと言っても過言ではない。

「うちの都合で結婚式がキャンセルになったら……」

　今にも嘔おう吐としそうな顔で、父が少なくなってきた頭髪を撫なでた。

「裕ゆうちゃんに連絡してみよう。もしかしたら、裕ちゃんのところにいるかもしれない。ただのドッキリかも」

　裕ちゃんこと星ほし野の裕ゆう典すけは、真子のフィアンセ。彼は実家ではなく、新居として買ったマンションにひと足先に引っ越している。

　真子の失踪が、お茶目ないたずらである……という一いち縷るの望みを残し、裕ちゃんに電話をかけた。

『もしもし』

　低い声が聞こえる。

「おはよう、裕ちゃん。亜子だよ。朝早くにごめんね。突然だけど、真子ってそっちに行ってる？」

　単刀直入に切り出す私を、両親がはらはらした面持ちで見守っている。

　下へ手たにごまかしたって仕方ない。明日の結婚式を待たず、新婦がいなくなった。これはれっきとした事実で、変えようがない。

『いや、こっちには来ていない。なんの連絡もないよ』

　スピーカーモードで、裕ちゃんの声はみんなに聞こえる。期待外れの返答に、母が泣きだした。

「今朝気づいたら……家出少女みたいな書き置きだけ置いて、いなくなっていて」

　昨夜は、家族全員で食事をし、アルバムを見て昔話に花を咲かせた。

　真子と私は一卵性双生児で、赤ちゃんのときはおそろいの服を着たりして、本当に可愛かった。自分で言うのもなんだけど。

　途中からスポーツ大好き娘に育った私は、一年中、日に焼けていて、いつもどこかに絆ばん創そう膏こうを貼り、スポーツブランドの服に全身包まれていた。ショートカットで、まるで少年みたいに、どの写真も歯を見せて豪快に笑っていた。

　一方、真子は、まさに良家のお嬢様といった感じ。ひらひらフリフリのスカートやワンピースに身を包んだ色白美少女は、ピアノや茶道、華道をたしなみ、どこへ出しても恥ずかしくない女性に育った。

　裕ちゃんや彼のご両親が、私じゃなくて真子を許嫁いいなずけに選んだのは、至極当然のことで……って、今は昔のことを思い出している場合じゃない。

『いなくなった？』

　低い声が、一層低くなる。私は十分ほど前の出来事を全部、正直に話した。

「どうしよう、裕ちゃん。私たち、真子がどこに行ったのか見当もつかないの」

　双子だからって、漫画のようにテレパシーが使えるわけでもない。

　確かに真子は、昨夜まで完全無欠の社長令嬢だったのだ。

　昨夜は懐かしい話に目を細めていた。今まで、裕ちゃんに対する愚痴も、新生活に対する不安も、一切口にしなかった。家出をする可能性など、爪の先ほども感じさせなかった。

『俺にもさっぱり見当がつかない』

「心当たりを捜してみてくれる？　私も外を捜しに行くから」

『ああ、わかった。とりあえず、真子が残した書き置きを写真に撮って送ってほしい』

「あ……うん」

　結婚式前日に花嫁に逃げられるなんて……裕ちゃんの気持ちを想像すると、本当に申し訳なくなる。

　躊ちゅう躇ちょしながらも、私は通話状態のまま画面を切り替えて、彼の言う通りにした。

　傷ついた素振りを感じさせず、裕ちゃんは『ありがとう。じゃあ、またあとで連絡する』とだけ言い、電話は切れた。

「どこに行ったのよ、もう！」

　真子が裕ちゃんを傷つけるようなことをするとは、今まで考えもしなかった。

　彼らは高校生のときにお付き合いを始め、すぐに婚約し、今までなんの波風も立たずに続いてきたのだ。

「とにかく、まだ遠くには行っていないはずだ。探偵事務所に連絡を取って、すぐに真子を捜そう」

　父の指示で、真子捜しが始まった。




「見つからない～……」

　帰ってきた私は、ぐでんとリビングのソファに寝そべった。

　朝から何も食べず、真子を捜しまくった。

　まず警察に捜索願を出し、銀行やコンビニ、駅を片っ端から捜した。しかし、彼女は見つからない。車も持っていないし、意外に近所にいるんじゃないかという期待は裏切られた。

　明日の結婚式に差し障さわるといけないので、真子の友達には連絡が取れない。失踪したことを相談して、どこからか裕ちゃんのご両親に伝わったら大おお事ごとになる。

　というわけで、真子捜しはかなり難航した。

「探偵の方は？」

「引き続き調査中だが、何せ急な話で、まだなんとも……」

　同じく疲れた父が、ダイニングテーブルに突っ伏した。

「どうしたらいいの。明日は結婚式なのよ。亜子と違って、真子は今まで私たちに反抗したことがなかったのに……！」

　父の隣でおいおい泣く母は、完全に調査の足手まといなので、一日中、家で留守番をしていた。

『嫌だ、冗談よ』って真子が帰ってくることを全員で期待していたのだが、それは叶かなわぬ夢となった。

　時計を見ると、もう夜の七時。十月の今、外はだいぶ暗くなっている。真子が明日までに見つかる可能性は、限りなく低いんじゃないかと思えた。

「一度、裕ちゃんに連絡を――」

　携帯を取り出したとき、インターホンが鳴った。

「真子っ!?」

　全員で壁のモニターを見て、青ざめる。

　そこには、長身の男性がひとり、難しい顔で立っていた。

「裕ちゃん……」

　花嫁に置き去りにされた新郎が、ひとりきりで玄関前にいる。すなわち、真子が見つからなかったということだ。

　おそるおそる三人で玄関に行き、ドアを開けると、俳優のような容姿の姉のフィアンセは、私の後ろにいる両親に向かって頭を下げた。

「まだ真子さんを見つけられないのですが、そちらはいかがでしょうか」

　両親は無言で首を横に振る。

「そうですか。こちらも人を雇って捜させているのですが、手がかりなしです。面目ない」

「いいえ、いいえ。裕典さんのせいではありません。全部うちの娘が……私の育て方が悪かったんですううううう」

　うずくまって泣きだす母をどけて、私は裕ちゃんを家の中に案内した。

　いつもは母がお友達を呼んでホームパーティーをする部屋の大きなテーブル。お誕生日席に裕ちゃんを座らせる。

「もし真子が明日まで戻らなかったらどうするか、今後の方針を話し合おう」

　冷蔵庫から炭酸水のペットボトルを持ってきて、みんなの席に置いた。まるで首脳会談が始まるかのようだ。

「怖いこと言わないでちょうだいよ」

「だって、その可能性が高いじゃない」

　警察も、本人の意志で出ていった可能性が高いと言っていた。きっと積極的に捜してはくれない。

　探偵なら見つけられるかもしれないが、タイムリミットがあまりに近い。

「亜子さんの言う通りです。真子さんがこういう行動に出たということは、よっぽどの覚悟があったのでしょう。簡単に帰ってくるとは思えません」

　炭酸水のキャップを開け、裕ちゃんはひと口だけ飲んだ。

　感覚で動く私と違い、真子は何をするにも熟考し、慎重に準備をしてから、確実な方法で目的を達成する。思いつきや衝動で家出をするような人間ではないので、今回のことも何事かを思いつめた結果なのだろう。

　裕ちゃんが言う通り、『やっぱり家出やーめた』と言ってケロッと帰ってくる可能性は低い。

「帰ってこなかったら、式をキャンセルするしかないよね？　式場と招待客に連絡を取るなら、今すぐの方が……」

　私が提案すると――。

「キャンセルできるわけないでしょう！　遠方のお客様たちは美容院やタクシーを予約し、もうホテルに到着していらっしゃるのよ」

　悲鳴のような声で母が訴える。

　そりゃあ、明日が本番だと思って準備をしているのはゲストたちも一緒であって、迷惑をかけてしまうのもわかる。

「でも、花嫁がいないのに、どうやって式を挙げるの？」

　私が問うと、全員が口をつぐんでしまった。

「……今さら式をキャンセルしたら、父が怒り狂うな」

　ぼそっと呟く低い声。裕ちゃんのひとことが、私たち家族を押しつぶすように重く響く。裕ちゃんのお父さんを怒らせる、イコール、星野グループに切られることは、日本から追放されるも同然だ。

　星野グループの傘下には、銀行や自動車メーカー、総合電機メーカーなどがある。

　それくらい大きな力を持つグループの、トップ企業の副社長が裕ちゃんだ。会長がお父さん。

　どうにかしてこの危機を乗り越えなければ、父が抱える自動車部品会社の何千人もの社員が路頭に迷うことになる。ひいては、父の会社で事務仕事をしている私も、路頭に迷う。そんなの嫌だ。

　うーん、と頭を抱えて考え込んでいると――。

「そうだわ！」

　いきなり大声を上げたのは、母だった。

　また余計なことを言うんじゃないかと睨にらむと、母は私の肩を強く叩いた。

「ここにいるじゃないですか、花嫁代理が！」

「……へ？」

「いつもより明るいファンデーションを塗れば大丈夫よ。とにかく明日の式を乗り越えるの」

「私に、真子の代わりをやれってこと!?」

　漫画やアニメじゃあるまいし、いくら双子でも厳しいんじゃ。

　一卵性双生児の私たちは、姿形はそっくり。でも、真子と私では、話し方も身のこなしも違う。ゲストは真子の大学時代の友達とか、職場で一緒に仕事をしていた人たちとか、私の知らない人も多くいる。うまくいくはずがない。

「大丈夫。花嫁はほとんどゲストと雑談している暇はないの。披露宴では座ってニコニコしていればいいのよ！」

「ええ～っ。でも、友達がお酌をしに来たりしない？　裕ちゃんの会社の人たちもいるし、みんなを騙だましきるのは不可能だよ」

　カッと目を見開いた般はん若にゃの顔で、母は不満を零こぼした私の両肩を掴つかんで揺さぶる。

「そんなこと言っている場合じゃないでしょう！　徳とく井い家の危機なのよ！　なんのために苦労して双子を育てたと思っているのよ！」

「ひ、ひどい」

　詰め寄る母の迫力に圧倒され、父に視線で助けを求める。しかし父も情けなく眉を下げ、椅子から下り、床に額をこすりつけた。

「すまん、亜子。頼む、式だけは……！」

　父に土下座されては、こちらも拒否できない。

「ちょっと、お父さん」

「そう、式だけ。それが済んだら、私たちが責任を持って真子を連れ戻しますから。どうかお許しください！」

　母も父の横で膝をつき、裕ちゃんに向かって頭を下げる。

「お母さんまでっ。いい加減にしてよ、無理に決まっているでしょ！」

　土下座するふたりを見つめ、裕ちゃんが薄情とも思えるくらい冷静に呟く。

「そうするしかないかもしれませんね」

「えっ？」

「おふたりのおっしゃる通り、亜子さんに真子さんの代役をしてもらいましょう」

「ええー！」

　まさか裕ちゃんが乗ってくるとは思わなかった。

　困惑する私をよそに、立ち上がった両親と裕ちゃんが話を進めていく。

「とりあえず、うちの両親には真子さんの失踪のことを伏せておきます」

「ありがとうございます、ありがとうございます！」

　首の皮一枚で繋がったふたりは、腰が折れ曲がりそうな勢いでお礼を言う。

「ただ、式だけ済ませればいいというものではありません。おわかりだと思いますが、周囲の目を欺くためには、真子さんが戻るまで、亜子さんに妻役を継続していただく必要があります」

　裕ちゃんが私を見る。すっとした切れ長の目に見つめられ、思わずドキリとした。

「真子が戻るまで、私が代役を……」

「会社の集まりや、実家の集まりに新妻がいなくては不自然だろう」

「確かに」

　彼が言うことは一理あるが、私が真子になりすますということは、私の生活はどうなるの？

　結婚式の前に真子が仕事を辞めていたのは、不幸中の幸いだ。彼女は星野グループのメガバンクで働いていた。さすがにそこで真子の代わりに仕事をするのは難しい。

　ただ、私にだって仕事があるし、友達もいる。何もかもすべて捨てて、身代わりになれというのか。

「大丈夫です。亜子はうちの会社で、しがない事務をやっていただけなんで、いくらでも代わりはいます」

　父が顔を上げると、母も続いた。

「お友達とは携帯でお話しすれば寂しくないわよ。ね？　幸い、彼氏もいないし」

「あなたたちが言うか！」

　実の娘に対して、あまりにひどい言い様。だけど真実だから言い返せない。

　私は中学、高校と陸上部の活動にのめり込み、大学もスポーツ推薦で入ったものの、途中で膝を壊してしまった。行き場をなくした私は大学を中退し、父の会社で働くことに。

　でも、しがない事務って何よ。一応、営業事務の仕事を真ま面じ目めにやっていたのに。

「亜子が嫌なら仕方ない。結婚の話も、業務提携の話も、白紙に戻そう」

　裕ちゃんの冷たい声で、両親が震え上がった。私も慌てる。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って。嫌だとは言ってないじゃない。ただ、うまくいくような気がしなくて……」

「じゃあ、承諾するのね？」

　涙目で母が見上げてくるから、言葉に詰まる。

　本当は、真子のふりをして周囲の人を騙すようなマネはしたくない。けれど、両親が土下座する姿を平常心で見ていられるほど薄情にはできていないみたいだ。

「わかったよ。とにかく早く真子を見つけてよね」

「それでこそ私の娘だわ！」

　手を打って母が喜んだ。

　陸上の世界で私が挫折して以来、初めて母に評価された気がする。微妙な気持ちだ。

「決まりですね」

　薄く裕ちゃんが微ほほ笑えむと、両親はどちらもほっとした表情で、かろうじて繋がった首を撫でた。

「いいか、亜子。失敗は許されない。完璧に妻を演じてもらおう」

　鋭く光る裕ちゃんの目に、両親は気づいていないようだ。ふたりで手を取り合って、安あん堵どの表情を浮かべている。

「ひいい……」

　そういうわけで、私は姉の身代わりとなり、裕ちゃんの花嫁役を演じることになってしまったのだった。




＊　＊　＊




　長い回想だった……。

　そして本日、式場の控室で、私はまじまじと鏡を覗き込む。

　ここは、とあるホテルの式場。ホテルの横に、背が高く存在感のあるチャペルが建っている。

　ドレスに着替えさせられてもまだ、私は自分に起きた出来事を信じきれずにいた。

「新婦様、そろそろスタンバイのお時間です」

　控室のドアが開いて、パンツスーツの女性スタッフが笑顔で話しかけてくる。

「……は、はーい」

　一瞬、自分が呼ばれていることもわからなかった。大丈夫か、私。

　普段ほとんど履かないハイヒールで、よちよちとスタッフについていくと、ちょうど新郎控室から出てきた裕ちゃんと出くわした。

「わあ……！　裕ちゃん、格好いい……！」

　裕ちゃんはブラックのタキシードを着ていた。

　タキシードって、一般人が着るとどうしても面白くなりがちだけど、裕ちゃんは長い手足を持つ長身イケメン。まるでモデルのようにバシッと決まっている。

　子供の頃から、女子にキャーキャー騒がれてきただけあるなあ。

　素直に賛辞を贈ると、裕ちゃんはニッコリと目を細めた。

「お前こそ、可愛いよ。今日は格別に綺麗だ」

　背を屈かがめて私の肩を引き寄せ、剥き出しになったおでこにキスをする。

「ひゃっ」

　びっくりした私は、おでこを押さえて硬直した。額が熱い。いや、全身が熱い。

「では新郎様、先にチャペルの中へ」

「じゃあな、またあとで」

　スタッフに誘導され、裕ちゃんは先にチャペルへ向かった。

「あ、あわわ……」

　昨日は悪代官のようだった裕ちゃんも、好きな人にはいつもこんなふうにしていたんだ。

　裏切られた彼の気持ちを思うと、胸が痛くなる。

　こんなに愛されているのに、真子ってば、どうして逃げたりしたの。

　完全に取り乱した私を不思議そうに見るスタッフの視線に気づき、我に返る。

「人前でそういうことをするなって、いつも言っているんですけど。照れちゃうから。うふふ」

「仲がいいんですね。素敵な旦那様で羨ましいです」

　悪気がなさそうにスタッフは微笑む。私が身代わりとは気づいていないようだ。

　素敵な旦那様、か。

　重いドレスを引きずって歩くうちに、ため息が出た。

　旦那様どころか、本当は付き合ってさえいないのに。

　レース生地の長袖がついた、シンプルで美しいＡラインのドレスが憎い。

　お色直しのドレスは、ふわっふわのピンクらしい。私ならピンクは絶対に選ばない。それらはすべて真子のためのものであり、私が選んだものじゃない。

　あーあ。彼氏もいないのに結婚式を挙げる私って、いったいなんなんだろう。

　チャペルの前に着くと、父が緊張した表情で待っていた。

「行くぞ。亜……いや、真子」

　まるで今から敵機に特攻する兵士のような面持ちの父につられ、こちらまで緊張感が高まる。

「うん。お父さんも失敗しないでよ」

　うなずいた父は数歩進んだだけで、ドレスの裾を踏みまくる。

「ちょっとちょっと。しっかりしてよね」

　こうしている間も、真子が我に返って戻ってきてくれればいいのに、と願わずにはいられない。しかし彼女は戻ってこないまま、予定時刻になってしまった。

　仕方ない。覚悟を決めよう。

「さあ、仮面をかぶるのよ。私は――真子！」

　昔の少女漫画の主人公のように、自分に暗示をかけ、一歩踏み出した。

　開けられたドアからパイプオルガンの音が流れだす。父に裾を踏まれつつも、転倒しないように気をつけ、歩を進めた。

　母は感動して泣きだす演技をしている。真子の友達や同僚は、何も気づいていない様子で私を拍手で迎えた。

　陸上で鍛えた脚でハイヒールに耐え、しっかり背すじを伸ばして歩く。

　祭壇の前に到着し、父から裕ちゃんにバトンタッチ。ベールを下ろしてあるので、裕ちゃんの細かい表情まではわからない。

　牧師の後ろには見事なステンドグラスがあるが、ゆっくり見ている余裕はない。流れのままに讃さん美び歌かを歌い、お決まりの「病めるときも～、健やかなるときも～」の新婦への質問に、「はい、誓います」と答える。

　こんなに心のこもっていない誓いの言葉があるかしら。

　複雑な心境のまま、指輪交換へ。サイズが合うかどうかの心配は無用だった。結婚指輪はまるで私のためにあつらえたかのように、すっぽりとはまって落ち着いた。

　次に結婚証明書を書くように誘導され、ペンを持つ。私の横で、裕ちゃんがぼそりと呟いた。

「間違えるなよ、真子」

　名字まで書き終えていた私は、びくっと肩を震わせる。

　危ない危ない。自分の名前を書くところだった。

　姉の名前をしっかり記入して、ひと息つくと、日本人でくるくる癖毛のインチキ牧師がにこやかに言った。

「では、誓いのキスを」

　はいはい。お約束の、あれね……って、ああー！　とうとう来た！　できることなら避けたかった～！

　彼氏でもない人とキスをする日が来るとは。親が泣くよ。いや、親のためにこんなことになったんだっけ。

　のろのろと移動した私のベールを、裕ちゃんがめくる。

　どくんどくん、と心臓が大きな音をたてていた。うつむいたまま、動けない。

「おい、こっちを向け」

　私にしか聞こえない、低い囁ささやき声。

　恥じらいも大概にしておかないと、参列者に変に思われてしまう。

　断腸の思いで、思いきって顔を上げる。ぎゅっと目を閉じると、裕ちゃんの体温が近づいてくる気配を感じた。

　柔らかく温かいものが唇に触れる。まるで本物の花嫁にするような優しく甘いキスに、心臓が余計に跳ね上がった。

　裕ちゃんのキスって、気持ちいい……。

　暴れ続ける心臓に反し、脳の神経がマヒしていく。

　何も考えられなくなったとき、裕ちゃんが唇を離した。盛大な拍手で我に返る。

「新郎新婦、退場です」

　参列者と目を合わせないように、裕ちゃんに手を引かれてチャペルをあとにした。

「ふう……」

　危なかった。失神しそうだった。

　安堵のため息をつくと、隣から低い声が降ってきた。

「気を抜くな。今から披露宴だ」

「うっ」

「もっと幸せそうに笑え。誰にもバレないようにな」

　そうして私は、真っ白なウエディングドレスで地獄の披露宴へと足を踏み入れたのだった。




「つ……っかれたああああぁぁ！」

　目の前にあるベッドに、ぼふっとドレスのまま倒れ込む。なんと、両親は真子のために、有名ブランドのウエディングドレスをレンタルではなく買い与えていた。

　私には、今までそれほど高いものを買ってくれたことがなかったのに。ちょっとひがむわ。

　とにかく挙式と披露宴を乗り越え、疲労困こん憊ぱいした私は、バッチリメイクのまま眠りそうになっていた。

　ああ、焦ったなあ。披露宴の途中で真子と共通の友人に『どうして亜子は来てないの？』とか言われるし。

『体調不良で』と言って笑うしかなかった。実は冷や汗で背中がびっしょり濡ぬれそうな勢いだった。実際にちょっと濡れていたと思う。

「なんとか今日は乗り越えたな」

　ため息をつき、裕ちゃんは椅子にドスンと腰を下ろす。乱暴にネクタイを緩める姿が、やけにセクシーに見えて戸惑った。

　本来なら裕ちゃんと真子は、このホテルで新婚初夜を過ごすはずだった。想像しそうになり、ぶんぶんと首を横に振る。

　私ってば、姉と幼なじみで何を想像しようとしているのか。

「帰り支度をしなきゃ。着替え、着替え……」

　シャワーを浴びて、着替えて家に帰ろう。

　上体を起こすと同時に、裕ちゃんが立ち上がった。

「どこに帰るっていうんだ？」

　ダブルベッドに近づいた裕ちゃんに尋ねられ、私は首を傾かしげる。

「どこって……家に決まって……」

　発言の途中で、裕ちゃんがベッドに片手をついた。整った顔が眼前に迫る。

「ここで花嫁が帰ったと知ったら、周りはどう思う？」

「あ……」

　このホテルに泊まっているのは、私たちだけじゃない。遠方から来たゲストもだ。ゲストに姿をうっかり見られたら、どうして私だけ帰るのか不審に思われるだろう。

「いいか、お前はもう俺の妻なんだ。自覚を持って行動しろ」

「そんなこと言われたって……」

　昨日の今日で、副社長の妻としての自覚を持てって言われても。

　彼氏でもない人と夫婦を演じることになった私の気持ちも、考えてほしい。いきなり完璧にやれなんて、ハードルが高すぎるよ。

　しゅんとすると、裕ちゃんは苦笑し、私の頭についていたティアラを外す。

「今日のお前は綺麗だよ。外見は申し分ない」

　綺麗だと思うのは、私が真子に似ているから……。

　小さなとげが、チクリと胸に刺さる。

　愛いとおしい人を見る目で、私を見ないで。苦しくなるから……。

「親父さんたちのために、演じきれ」

　被害者は私じゃない。一番傷ついているのは裕ちゃんだ。忘れちゃいけない。

「う、うん……わかった」

　こくりとうなずくと、裕ちゃんが私の頭をくしゃくしゃと撫でた。

「俺もお前を妻と思って接するからな」

「はい」

「だから、こういうこともする」

　長い指に顎をとらえられ、強制的に顔を上げさせられる。

　いつの間にかベッドの上に身を乗り出していた裕ちゃんに、唇を押しつけられた。

　突然、なんということを!!

「バッ――」

　解放された途端に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせようと思った私の唇を、裕ちゃんの人差し指が封じた。

「夫婦ならこれくらい、普通だろ？」

「ぐっ……」

「本当なら今夜、これ以上のことを最後までたっぷりするはずだったんだ。キスくらい、いいだろ」

　それは……さすがにそこまでは強要しないってこと？　やっぱり、本当は真子を愛しているんだ。そう簡単に他の女は抱けないよね。

「お前の覚悟ができたら、すぐに申し出ろ」

　ベッドから下り、すまして言う裕ちゃん。

「私がよければするの!?」

　裕ちゃんはよほど真子を愛しているんだなあと思って、しんみりした私の気持ちを、どうしてくれる。

「当たり前だ。夫婦だからな」

　しれっと答える裕ちゃんを、信じられない思いで見つめた。

　昔から彼は一匹狼おおかみで、他人に自分の考えを見せないところはあった。今も目の前にいるのに、裕ちゃんが何を考えているのかさっぱりわからない。

　あ、そうか。花嫁に逃げられちゃって、頭が……いや、心が大きなショックを受けて、混乱しているんだ。そうに違いない。

「じゃ、じゃあ今はダメ。ダメだよ！」

　大きな犬に『おあずけ』を言い聞かせている気分だ。

　ゆっくりベッドから下り、部屋に置かれていた着替えを掴んで、私はシャワールームへ逃げ込んだ。

　シャワーに打たれても、赤面と動どう悸きはなかなか治まらなかった。










新居にお引っ越し




　披露宴の三日後、真子の代わりに私が新居に引っ越すことになった。

　ゆったりと準備できるはずもなく、睡眠時間を削ってギリギリまで荷造りをする。一時間後には引っ越し業者が来る予定。

　Ｔシャツで汗を流していると、父がふらっと私の部屋に顔を出した。

「お前もとうとう嫁に行くんだなあ……」

「現実逃避はやめてよね」

　本来なら真子の門出を涙ながらに見送るはずだった父は、私を身代わりにして雰囲気を味わっている。

「おい、味も素っ気もないＴシャツばかりじゃなく、真子の服を持っていけよ」

　突っ込まれた父が反撃に出た。

　ダンボール箱に押し込まれた私の服は、確かにスポーツブランドの速乾Ｔシャツと、ジャージが多い。

　上着といえば、くるぶしまであるベンチコートだ。確実に暖かい。

　逆に、真子のは清せい楚そ系ＯＬ服。基本はパステルカラーのふんわりしたブラウスやスカート。

「真子の服って可愛いけど、動きにくいんだよねえ……」

　仕方がないから、さっと首を通すだけでよさそうなワンピースなど、何点かダンボール箱に詰める。急な来客のときに役立つだろう。

「そうだ、仕事場に挨拶に行かなきゃ」

　急といえば、私の退職もかなり急。しかも月末でもない意味不明なタイミングだ。今日は無理でも、近いうちに挨拶に行かなくては。

「わざわざ行かなくていいだろ」

「ダメだよ。お世話になったみんなに菓子折りでも持っていかないと」

「じゃあ、お母さんに適当に見繕ってもらおう。とにかくお前は職場に行くな」

　頑かたくなに、私が職場に行こうとするのを制止しようとする父。焦ったような顔の上では、汗で髪が頭皮にへばりついている。

　何かがおかしい。

「そこまでして行かせようとしないってことは、何かあるでしょ」

　壁際に父を追いつめて詰問する。睨まれた父は、あっさりと口を割った。

「……お前はうつ病を発症し、田舎いなかで療養することになっている。退職ではなく、休職扱いだ」

「はー!?」

　この私が、うつ病ですって。

　うつ病って、真面目な人がなるやつでしょ。大雑把な私がなるわけないのに。

「仕方ないだろ。のこのこと挨拶に行って、休職の理由をどう説明する気だ。裕典くんとのことは、どこにも漏れてはいけないんだぞ」

　確かに、うつで療養という理由だと、仲のいい同僚でもなかなか簡単に会いに行けない。他人には触れにくい理由だ。

「私だったら、そういう人はしばらく放っておいてあげた方がいいと思うかも……」

「そうだろう、そうだろう。真子が帰ってきたら、病気が治ったことにして、しれっと戻ればいいさ」

「うーん……」

　嘘うその病気で休職して、しれっと復職って、いくら社長の身内でもずるくないか？

「すぐに戻れるならともかく、あまり時間がかかると難しいよ。真子は見つかりそうなの？」

　探偵事務所に、父は真子の捜索を依頼している。しかし、四日経った今でも、なんの音沙汰もない。

「いや……こんなに捜してもいないってことは、もしかしたら……」

　その先を、父は言わなかった。最悪の事態を想定したんだろう。

　警察が本気になれば、公共交通機関でも高速道路でも、誰がいつ、どこで何を使ったか、あっさり判明するはずだ。

　しかし、本人の意志による失踪では、警察は動かない。探偵では調査できる範囲が限られているのかもしれない。

「そんなに結婚が嫌だったのか」

　青ざめて、父がうつむく。

　ちなみに母は、結婚式をなんとか乗り越えたものの、それ以降は部屋でふさぎ込んでいた。

「……真相は、真子にしかわからない。きっと気が変わったら帰ってくるよ。私がそれまで頑張るから、お父さんも頑張って」

「ああ。ありがとう、亜子。お前は強いなあ」

　力なく父は笑った。私も内心の不安を見せないよう、笑い返した。

　真子、どうか無事でいて……。




　業者が来る予定の三十分前になんとか荷造りを終えると、父はスーツを着て会社に行った。

　お腹が空いたので、キッチンに向かい、冷蔵庫を開ける。

　父は社長だけれど、うちは裕ちゃんの実家みたいにシェフや家政婦さんはいない。母が料理や家事が好きだからだ。

　家族以外の人が家にいないというのは、家庭の秘密が漏れなくていい。けれど、母以外に料理をしてくれる人がいないのは不便だなあ。

　いつもは母か真子が料理をしていた。私は食べる専門。手を出そうとすると、いつもふたりにそれとなく遠ざけられた。まるで、小さい子供がお手伝いをしたがっているのを煙たがるように。

　調理なしで食べられるパンと生野菜、生ハムを発見し、ひとりでもそもそ食べていると、母が寝間着のまま現れた。

「……もうこんな時間」

　時計を見て、ため息をつく。

「まさか、料理もろくにできない子がお嫁に行くとはねえ……」

「本当だね。誰のせいとは言わないけど」

　自分の意志ではないことを強調し、席を立つ。

　コップにオレンジジュースを注ぎ、一気に飲み干した。

「こら、手を腰に当てない。おじさんみたいよ」

「うるさいなあ。別にいいじゃん。実家なんだもん」

「家での癖は、外でも出るのよ」

　しかめ面で、母は私のお尻を、ぺん、と叩く。

「本当に、この大雑把な子が……心配で仕方ないわ」

「真子みたいに手をかけてもらいませんでしたから、こんな娘に育ちました。お母様の教育のおかげです。どうもありがとう」

　昔から、母は出来のいい真子につきっきりだった。

　嫌味を言うと、母は悲しげに顔を歪ゆがめた。

「だって、亜子は元気で明るくて、放っておいても大丈夫だと思ったんだもの」

「ええ？」

「放っておいても、優しい男の人と出会って、普通の家庭を築いて幸せになるって確信があったんだもの」

　何、その根拠のない確信。

　突っ込む直前で、しょぼんとうなだれた母の様子に声を失う。

「なのに、こんなことになって。ごめんね、亜子。亜子には自由な人生を歩んでほしかった」

「お母さん……」

　母が私のことをどう思っていたかを、今初めて知った。

　手をかけられた覚えがない代わりに、母は子供の頃から私にすべての決断を任せ、自由にさせてくれていた。

　なのに、今になって親の都合で、付き合ってもいない人と仮の夫婦を演じようとしている。

「そんなにへこまなくていいよ。本当に政略結婚させられるわけじゃないんだし」

　もしかして真子は急に、親が望んだ通りの人生を歩むのが嫌になったのかもしれないな。

　母にフォローを入れつつ、頭の片隅で、ぼんやりとそう思った。

「さて、引っ越し屋さんが来ちゃう。お母さん、元気でね。実家にちょくちょく帰ってくるよ」

　コップを流しに置いて挨拶をすると、不意にインターホンが鳴った。

「ほら、来た」

　湿っぽくなった雰囲気を壊すようなインターホンに救われた気分だ。モニターを見もせず、玄関に直行してドアを開けた。すると――。

「あれ？」

　そこには、スーツ姿の裕ちゃんが立っていた。

「引っ越し業者はまだか？」

「もうすぐ着くはず。裕ちゃん、どうしたの？　まだ仕事中でしょ？」

　平日のど真ん中に、一流企業の副社長が仕事を抜けてきていいのかな。

　首を傾げると、裕ちゃんはさらっと言う。

「妻が新居に越してくるというのに、何もしないわけにはいかない」

「え、でも……荷造りは終わったし、あとは業者さんに運んでもらうだけだよ」

　玄関先で話をしていると、後ろから母の足音が聞こえてきた。

「あらっ、裕典さん。どうぞお上がりになって」

「こんにちは、お義か母あさん。お構いなく。僕は彼女を迎えに来ただけですので」

　寝間着姿の母に微笑み、裕ちゃんは手て土産みやげと見られる紙袋を差し出した。

「まあ、ご丁寧に……こんな格好でごめんなさい。ちょっと熱があって」

　今さら自分の失態に気づいたのか、母は受け取った紙袋で服を隠す。

「服を隠したって、すっぴんは隠れてないから」

「いやいや、お前も一緒だろ」

　母を茶化した私に、裕ちゃんがぼそっと呟く。

　ハッとして自分の姿を顧みると、ノーメイクにＴシャツ、下は細いジャージ……。いわゆるオシャレジャージだけれど、セレブの嫁としてふさわしいとは、とても言えない。

「だって、今日は動かなきゃいけなかったから」

　急に恥ずかしくなって言い訳をした私の頭を撫で、裕ちゃんは母に一礼する。

「大事なお嬢さんをお預かりします」

　それはまるで、本当に夫になる人のセリフのようだった。

　真摯な瞳で母を見つめていた裕ちゃんは、背すじを伸ばすと私に指示する。

「さあ、俺たちの新居に向かおう。荷物はあとから追いかけてくればいい」

「えっと、あ、はい！」

　急いで二階に駆け上がり、私は貴重品だけ入ったリュックを背負って玄関に戻った。

　ノーメイクの顔を隠すため、適当なキャップをかぶってきた私を見て、裕ちゃんは吹き出す。

「お前はスポ少の保護者か」

「そうそう、今日は当番で……って、違うし！」

　確かに、リュックもキャップも無骨なスポーツブランド。でも私は長年、このスタイルで生きてきたんだもの。急には変えられない。ちなみに、仕事に行くときは無難なパンツスタイルだった。

「はは。真子としてはどうかと思うけど、お前にはよく似合ってるよ。嫌いじゃない」

　笑った裕ちゃんが、すっと自然に私の手を取るから、心臓が止まりそうになった。

「あ、あの、手……」

「ん？　だって俺たち、夫婦だろ？」

　恥ずかしいからやめてほしいのに、裕ちゃんの笑顔が私の抗議を封じる。

「じゃあ、お義母さん、いつでも遊びに来てくださいね」

「はい。ふつつかな娘ですが、よろしくお願いいたします！」

　玄関を出る瞬間、母が深く頭を下げるから、思わず目頭が熱くなる。

　恥ずかしかったり、泣きそうになったり、心がこんなに忙しいのは、生まれて初めてだ。

「本当に結婚するわけじゃないのに、みんな大げさだよ」

　涙目を見られないよう、くるりと母に背を向けた。

　油断したら、『今まで育ててくれてありがとう』とでも口走ってしまいそうな雰囲気だった。




　裕ちゃんの車に乗った途端、荷造りの疲れが出たのか、睡魔に襲われた私は一瞬で夢の世界に落ちていった。

　創立八十周年を迎える、歴史と伝統ある校舎がまぶたの裏に広がる。

　ああ、懐かしい。私と裕ちゃん、そして真子が一緒に通った高校だ。

　古い校舎だったので、いつもどこかを改修していた。高い授業料のおかげか、歴史のわりには新築同様の綺麗な校舎だった。

　裕ちゃんは二歳上。三年生になった彼は、女子生徒のアイドル的存在だった。

　幼なじみだからといって、人前で親しげに話したりすると、あとで必ず上級生に校舎裏に呼び出された。

『あんた、星野くんのなんなの？　一年生のくせに、マジ目障り』

『いえ、あの、ただの幼なじみで……』

　物事をはっきり言える性格の私でも、大勢の上級生に囲まれたときは、さすがに恐怖を感じた。

　裕ちゃんとの間に何もないことを説明しようと、正直に言ったのがまずかった。

『幼なじみですって!?』

『許せないっ！』

　彼女たちはハンカチを噛かんで引き裂きそうな勢いで、キイキイ唸うなる。まるでケンカをする動物園のおサルさんみたいだ。

　もちろんそう思っただけで、黙っていた。

『星野くんを小さい頃から知っているとは……羨ましい……いいえ、卑ひ怯きょう。卑怯は悪いことよ。いい？　明日、星野くんの幼少時代の写真をたっくさん持っていらっしゃい。データでも構わないわ。そうしたら許してあげる』

　今思えば、卑怯なことも、許してもらわなきゃいけないこともなかったのだけど、責められた私はそこから逃れたい一心だった。

　うなずきかけた、そのとき――。

『何をしているんだ？』

　柔らかい声音に、一同はハッと後ろを振り向く。そこにはすらりとした長身の裕ちゃんが。

『ええと……』

『亜子は僕の妹同然の人なんだ。妹が、君たちの迷惑になるようなことをした？』

　声を荒らげるのではなく、語りかけるような裕ちゃんに、彼女たちの嫉妬の炎は静かに鎮火された。

　妹、というワードは意外に効いたらしい。

　私と裕ちゃんの間に恋愛関係がないことを確信すると、彼女たちはほっとした表情を浮かべる。

『いいえ、何も揉めていないのよ』

『ちょっとお話ししていただけ』

『じゃあね、星野くん。またね』

　口々に言って、彼女たちは散り散りに去っていった。

『裕ちゃん、助けに来てくれたの……？』

　ふたりきりになったと思って話しかけると、物陰からスカートを揺らし、真子が駆け込んできた。

『亜子、大丈夫だった!?』

　私の全身をチェックし、暴力を振るわれていないことを確認すると、真子はほっと息を吐く。

『亜子がお姉様たちに連れられていったって、あなたのクラスのお友達が教えてくれたの』

『そう……だったんだ』

　颯さっ爽そうと助けに来てくれた裕ちゃんにときめいていた私は、盛大にがっかりした。

　彼は、自分の意志で助けに来たんじゃない。真子に頼まれ、足を運んだだけだったんだ。

　私は裕ちゃんにとって、ただの妹みたいなもの……。

　胸が針で刺されたように、鋭く痛んだ。

『亜子？　大丈夫？　やっぱり怖かったのね』

　私を抱きしめる真子の全身から、花のいい香りがした。

　彼女の肩越しに、裕ちゃんが見える。

　目を細め、裕ちゃんは私たちを……ううん、たぶん真子のことを、黙って見守っていた。




　それから何ヵ月かしたある日、真子は私に言った。

『裕ちゃんと付き合ってもいいかな』と。

　カラカラに渇いた喉で、私は答える。

『いいに決まっているじゃない。っていうか、私が決めることじゃないし』

　翌日からふたりは、校内公認カップルとなった。完全無欠のお嬢様・真子にいちゃもんをつける女子はいなかった。

　私は、裕ちゃんのことが好きだったのかな。

　彼は従い兄と弟このような存在だった。つまらない大人の集まりで会うと、いつも優しく私たち双子と遊んでくれた。見た目も格好いいとは思っていた。

　でも、私にとっては淡い恋より、陸上部の活動の方が大事だった。気づいたら私は、ショートカットの日焼けした少年のような女子高生になっていた。

　部活命で、真子と裕ちゃんが付き合うと言いだしたときも、ピンとこなかった。

　そのすぐあと、彼らが親に婚約させられたときも、私は何も言わなかった。反対する権利は、私にはなかった。

　ただ、胸が切りつけられたように痛かったことだけは覚えている。今でも、克明に。




「おい、着いたぞ」

　低い声に揺さぶられ、ゆっくり目を開ける。

　視線を横にやると、裕ちゃんが自分のシートベルトを外していた。

「よく寝てたな。口開けっぱなしで」

　ぼーっとしている私のシートベルトを、裕ちゃんが解除する。急に狭くなった距離に驚き、慌てて口を閉じた。

　嫌だなあ、変な夢を見ちゃった。

　忘れたはずの……ううん、もう思い出さないようにしていた過去の夢。

　首を横に振り、過去の残像を吹き飛ばす。

　遅れないよう車外に出て、私のリュックを肩にかけた裕ちゃんを追いかけていく。平置きの駐車場から出て、植えられた木の間を通り抜けると――。

「わあ……可愛い」

　現れたのは、白い石造りのマンション。

　二階建てで横に長いそれは、日本にいながら西洋の街にトリップしてきたかのような錯覚を見せる。

「フランス産ライムストーン張りの壁だそうだ」

「真子、好きそうだな～」

　真子は高所恐怖症だったので、高層マンションには住めないと常々言っていた。

「裕ちゃんはもっと高い方がよかったんじゃない？　ほら、なんとかヒルズとか、ペントハウスとか」

　周りを見ると、塀の向こうの低地に閑静な住宅地があった。騒音とは無縁そうだ。

「高い方が夜景は綺麗に見えるって言ったんだ。でもあいつが、静かな方がいいって言い張るから」

　あいつ、とは、もしかしなくても真子のことだ。

　穏やかな顔をしているけれど、裕ちゃんは心の中ではどんな思いを抱いていることだろう。

　ふたりはこれから一緒に暮らしていくことを考えて、このマンションに決めた。

　彼らの将来設計の中には、いつか授かる予定の、ふたりの子供もいたはずだ。私がいるのは場違いな気がして、腰が引ける。

「ほら、行くぞ。俺もゆっくりはしていられない」

「は、はい」

　そういえば、裕ちゃんは仕事を抜け出してきたんだった。

　我に返り、彼と一緒に建物の中に入る。

　オートロックを解除し、エントランスへ。

「ホテルみたいだね」

　広々としたエントランスは白い壁に囲まれており、大きなタペストリーがかかっていた。その前に置かれたテーブルや椅子の脚は、くるんと曲がっている。

　私の実家も、同級生に〝豪邸〟とあだ名をつけられるくらいの広さはあるけれど、既に築二十年ほど経っているので、なんとなく古くさい。

　真新しいヨーロッパ風の建物にウキウキしながら、ついに新居のドアを開けた。

「ようこそ、俺の花嫁さん」

「いやいやいや」

　おどけて裕ちゃんが言うから、恐縮して中に入る。気分は居い候そうろうだ。

　どの部屋も白い壁に囲まれた新居は、ダイニングキッチンと広々としたリビング、ベッドルームが三つ、ウォークインクローゼットに、シューズクロークまで。

「小ぢんまりしていた方が掃除が楽だって、真子が」

「え。これで、小ぢんまり!?」

　同年代の新婚家庭が住むには、充分な広さだと思う。子供がふたり生まれても余裕そう。逆に実家が大きすぎるんじゃないかな。

「いいなあ、真子……。こんなに素敵な旦那様がいて、こんなに素敵なマンションに住めて……」

　ほぼほぼ同じ遺伝子を持って生まれたのに、私には彼氏すらいない。

　大人になって髪を伸ばしてから、少年感は薄まったものの、にじみ出る大雑把感は拭ぬぐいきれないのか。

「はは。でも、真子の求める幸せは、それだけじゃなかったってことだな」

　自虐的に笑った裕ちゃんは、鳴らされたインターホンの応対に向かう。

「引っ越し業者が来た。お前の荷物は、真子の部屋になるはずだったところに置いてもらう。いいかな」

「もちろん」

　私の衣類はダンボール箱数個しかない。準備に手間取ったのは、他の生活用品だ。

　真子専用の部屋になる予定だったベッドルームには、彼女の趣味丸出しの、西洋アンティーク風の可愛い家具があちこちに配置されていた。

　引っ越し業者さんたちはてきぱきとダンボール箱を運び、三十分もせずに引き上げていった。

「宝の持ち腐れ……」

　ベンチコート一着と仕事用コート二着、実家から本人に無断で持ち出した真子のワンピースだけをかけられた、ほぼすっからかんのウォークインクローゼットを見て、なんだかとても申し訳なくなる。

　シューズクロークに至っては、スニーカー数種類とスポーツサンダル、仕事用のぺたんこシューズとショートブーツのみ。本来ここに置かれるのは、華きゃ奢しゃでオシャレなハイヒールや、可愛いパンプスであるはずなのに。

　裕ちゃんの私物を置いても、まだスペースに余裕がありすぎる。

「最初から物が溢あふれているよりは、すっきりしている方がいい」

　寂しいクローゼットの前で、裕ちゃんは伸びをした。

「じゃあ、俺は会社に戻る」

「そっか。ここまで付き合ってくれて、ありがとうね」

　脱いでいた上着を腕に引っかけ、玄関に出ていく裕ちゃんについていく。

　ドアを開ける寸前、裕ちゃんが振り向き、顎をしゃくった。

「ん」

「ん？」

　何かのモノマネかしら？と首を傾げると、肩に手を置かれた。

「いってらっしゃいのキスは？」

　囁かれて、ぼっと顔に火がついたように熱くなる。

「へ、へ？」

「真子とそういう約束になっているから、ちゃんとしてもらわないと。いってらっしゃいのキスと、おかえりのキスを」

「ええっ!?」

　そんなの、今どきする人いるの？

　のけぞる私の肩を、裕ちゃんは離さない。

「早く。これ以上、遅れられない」

　私を覗き込む目に、挑戦的な光が宿っているような気がした。

　どうだ。やってみろ。お前にできるか。そう問われているようだ。

「う、うう～！」

　負けず嫌いな私はやけくそになり、目をつむって唇を突き出した。

　ただし、相手の唇にではなく、頬に。

　一瞬の接触のあと、できるだけ背中をしならせる。

「い、今は、これが、精いっぱ～い」

　昔の怪盗アニメの主人公のようなセリフを漏らすと、裕ちゃんは吹き出した。

　私のキスで、嬉うれしいのか？　真子にキスをされた気分になれたのかな？

「はは。仕方ないな、許してやるよ」

　大きな手が頭を撫でる。

　体勢を整えられたかと思うと、裕ちゃんの手は、すっと私から離れていった。

「行ってくる」

　歯を見せて笑った裕ちゃんが、ドアの向こうに消えていく。

　私は彼の背中を、ぼんやり見送った。

　毎日この調子じゃ心臓が持たない。いったい、いつ、元の生活に戻れるのか……。

　はあああと深く息を吐き、玄関に座り込んだ。

　心臓が平常運転に戻るまで、ゆうに三十分はかかった。










お・も・て・な・し




　ひとりで引っ越しの片付けをしていた私は、昼ご飯を食べてからソファで昼寝をしてしまった。

　残りの片付けをしているうちに夜になり、裕ちゃんが帰ってきた。

　当然、夕食の準備などというものができているはずもなく……私たちは近所のレストランで夕食をとることにしたのだった。

「そういえば、亜子はパスポートを持っているか？」

　尋ねられ、ちょうどお肉を口に運んだばかりだった私は、咀そ嚼しゃくしながら首を縦に振った。

　洋服は、一張羅の姉ワンピ。裕ちゃんは私を見て真子を思い出すのだろう。機嫌よさそうにしている。

「うん、あるよ。ちゃんと持ってきた」

　生まれたときから毎年、両親と海外旅行をしていた。今でも彼氏ではなく両親とってところが泣ける。

「新婚旅行まで、あとひと月くらいあるから、期限を確かめておいて」

「えっ。新婚旅行、行くの？」

　式のあとすぐに行かなかったから、キャンセルしたんだと思っていた。

「仕事の都合で、時期をずらしておいたんだ。外せない会議があったから」

「そうじゃなくて。キャンセルしないの？」

　私と行って、何が楽しいんだろう。余計に虚むなしくならないかな。

　ナイフとフォークを持ったまま尋ねると、裕ちゃんが首を横に振る。

「行かないと、周りに怪しまれるだろう」

「ああ、そっか……」

　予定されていたはずの旅行をしないとなれば、何かあったのかと周りに勘繰られてしまう。

「行き先はどこだっけ？」

「ハワイ」

「ベタだね～」

　私はちょっと笑ってしまった。

　裕ちゃんはハワイに行き慣れているのに、なぜ。

　何を隠そう、星野家は年末年始になると毎回、家族でハワイに旅行をしていた。

　中学生のとき、彼からのハワイ土産で、とても鮮やかなピンクの靴下をもらって、一度穿いて洗ったらものすごく色落ちしたのを思い出した。

　なぜあのお土産チョイスだったのかも気になるし、学校の体操服がピンクのまだらに染まってアワアワしていた母親が愉快で、記憶に残っている。

　基本、母は白い洗濯物と色物を分けて洗うのだけど、どうしてか体操服一枚が色物の方に混入していた……という事件を笑いながら電話した次の年から、裕ちゃんのハワイ土産は、無難なチョコやアクセサリーになった。

「自立してからは行ってないから。ハワイは新婚旅行に取っておこうと思って」

「ふーん、そっか」

　ハワイは新婚旅行に取っておく。

　そういう乙女みたいなことを考えたのは、裕ちゃんではなく、たぶん真子だ。

　出発日までに、真子が帰ってくればいいのにね。

　心の中で思った真子の名前を、いちいち口に出すのはやめた。裕ちゃんも、意識してそうしているようだった。




　久しぶりにフルコースを堪能して、夜道を裕ちゃんと並んで歩く。

　マンションまで歩いて十分。タクシーを使うほどでもない。

「ほら」

　裕ちゃんが手を差し出す。私はドキッとしたのを隠して、答える。

「誰も見てないから、繋がなくてもいいんじゃない？」

「ダメ。これは夫婦の約束なんだ」

　出た、夫婦の約束。

　躊躇していると、裕ちゃんは強引に私の右手を掴み、指を絡ませる。いわゆる恋人繋ぎだ。

　出かけるときもそうだった。

〝どこかに出かけるときは、必ず手を繋ぐこと〟

　それが星野家のルールらしい。

　裕ちゃんと真子が決めた〝星野夫妻ルール〟は、他にもこまごまとあるらしく、私を混乱させそうだ。

「家に帰ったら、風呂だな」

「どっちが先に入るとか、決まっているの？」

　繋がれた手が汗ばむのを気にしながら尋ねると、裕ちゃんはさらっと答えた。

「もちろん、毎晩一緒に入る」

「い、一緒!?」

　びっくりして、飛び跳ねそうになった。

　子供の頃は混浴でもよかったけど、この年になるとつらい！　っていうか、無理！

「冗談だよ」

　私のリアクションを見て、裕ちゃんはクスクスと肩を揺らして笑った。

「か、からかわないでよ～！」

　悪い冗談だよ、まったく。

　夜の夫婦生活は強制しないと言っていたけれど、朝晩のキスだって、私にとってはハードルが高い。

　このうえ、『お風呂も』って言われたら、死ぬところだった。

「家事は俺も一緒にやるけど、亜子の方が圧倒的に家にいる時間が長いから、頼むことが多くなりそうだ」

「はい」

　ここは反論できない。本当の妻でもないのに、裕ちゃんの稼ぎで食べさせてもらう罪悪感がある。

　でも私は母と違って、家事が嫌いなんだよなあ。

　早くもお掃除ロボットの導入を考える私だった。

「まあ、そこまで神経質にならないで、時間が余ったら習い事でも趣味でも好きにしていい。家のことは適当に保っていてくれれば」

「う、うん」

　適当って言われると悩むんだよね。裕ちゃんの適当と、私の適当は違う気がして。

「あとは……ごめん、電話だ」

　ぱっと手を離し、裕ちゃんは携帯をポケットから取り出す。

「ああ、うん。そうでしたね。すみません。今日引っ越してきたばかりなものですから。……え？　日曜？　急ですね。再来週でいかがです？　ダメ……。はいはい、わかりました」

　仕事関係の話だろうか。裕ちゃんが謝るほどの相手？

　悪いと思いながら、聞き耳を立ててしまう。

　ごく短い会話が交わされたあと、裕ちゃんはため息をつきながら携帯をしまった。

「どうしたの？」

「来週の日曜、両親がうちに遊びに来ることになった」

「ええっ」

　一瞬にして全身が硬直する。

　お、お義と父う様とお義母様が新居に来る……。

「新居に両親を招くのは当たり前なのに、どうしていつまでも、何も言ってこないんだって。母に、えらい剣幕で怒られた」

「ひいいい……」

　もう縮み上がるしかできない。

　まだ新居のお披露目をしていなかったとは。それをご両親が強要してくるキャラだなんて、聞いてない。聞いてないよ！

　他人として付き合っているときは、お上品な、いい感じのご夫妻だと思っていたのに。親族になった途端、面倒くさい。

「じゃ、じゃ、じゃ、あの、出前頼まなきゃ」

　お寿司でも中華でもなんでも、出前ができる時代だ。

　料理下手な私は、すぐに他人に頼ろうとした。しかし――。

「いや、親戚の家に招かれたら、手料理でもてなされるのが普通だと思っている人たちだからな。いくらうまいものでも、買ってきたものはすぐに見抜く。そして、少しも箸をつけないんだ」

　眉間に皺しわを寄せる裕ちゃんの言うことに、私は絶望し、混乱する。

「ななな、なんでぇ。嘘だって言ってぇ」

　出前だってテイクアウトだって、おいしければいいじゃん。

　完全に、嫁の家事力を計ろうって魂胆だよね。私、家事レベル一だよ。むしろマイナスだよ。

「シェフを……シェフを呼ぼう！」

「さっきも言ったよな。プロの味は見抜くって」

　呆あきれたように言う裕ちゃん。他人の手を借りたくて仕方ない私。

「だって私じゃ無理だよ！」

　自分の食事も用意したことがないのに、いきなりおもてなし料理とはハードルが高すぎる。

「俺も手伝う。大丈夫、お前はひとりじゃない」

　手を握り直して歩きだす裕ちゃん。引きずられる私。

　無駄に格好いいセリフと、あまりに恐ろしい状況に、戦地に向かう兵士の気分になった。




　お風呂のあと、ひとりになってから、【義両親　おもてなし　料理】と携帯で検索する。

　すると、出るわ出るわ。大きなテーブルにずらりと並べられた、色鮮やかな手料理。

「ま、眩まぶしすぎる……っ」

　目がチカチカする。検索するだけで頭がおかしくなりそう。

　手巻き寿司とか、自分で好きなものを取ってもらうパターンはありかな？

　一瞬、たこ焼き器を置いて、みんなでたこ焼きを焼く場面が脳裏に浮かんだ。

　セレブでもタコパするのかな……。

　タコパっていえば、私と真子の誕生日パーティーで、よく母が用意していたっけ。

　楽しかったなあ。ああいうのが楽しいのって、若者だけかな。

　リビングでうんうん唸っていると、私のあとでお風呂に入ってから出てきた裕ちゃんに、わしわしとタオルで頭を拭ふかれた。

「濡れたままにしておくと傷むぞ」

　持ってきたドライヤーで、裕ちゃんは私の髪を強引に乾かす。まるで大型犬にするように。

　昔、母に髪を乾かしてもらったことを思い出すなあ。

　母の手よりはるかに大きい裕ちゃんの手が、器用に私の髪を梳すいていく。

　頭が温まり、気持ちよくぼんやりしていた私の横に座った裕ちゃんは、自分の髪を乾かす。

　ああ、なんだかいいにおい。湯上がり裕ちゃん、大人になってから初めて見たな。今夜はこのいい気持ちのまま寝よう。

「もう歯は磨いた？」

　母親のような裕ちゃんのセリフに、子供の私はこっくりうなずく。

「じゃあ、今日は早く寝ようか。疲れただろ」

　またうなずき、立ち上がる。あとでリビングを出た裕ちゃんが明かりを消す。

「寝室はこっち」

　招かれるままついていくと、部屋の中には大きなベッドが。

　半分夢の中にいた私は、そこで覚醒した。

「あれ、私の部屋は、あっち……」

　私の部屋と言われた場所にも、ベッドがあった。そこで寝るはずじゃ？

　きょとんと首を傾げると、裕ちゃんの方も不思議そうにしていた。

「は？　新婚夫婦が別々に寝るわけないだろ？」

「ええ？」

「あれは、どっちかが体調を崩したりしたときの緊急用ベッドだよ。基本はこっちで一緒に寝る。当たり前じゃないか」

「ええええー!?」

　確かに、新婚夫婦が別の部屋で寝るのは、はたから見たらちょっと寂しそう。

「でも、私、身代わりっていうか、影武者っていうか」

　本当の妻じゃないのに！

　急に、ブラジャーをつけていないことが心細く思えてきた。下着一枚分でも、薄着でいることが心もとない。

「いいや、お前は俺の妻だ。普段からなりきれ、と何度言わせる」

　きりりとした顔で、決然と言い放つ裕ちゃん。

「わかっているけど……いきなりは厳しいよ」

　普段からなりきらないと、いざというとき、ぼろが出る。

　陸上で言えば、普段の生活や練習のすべてが、結果に繋がる。それと同じ……いや、違う気がする。

「別に、今から子作りをしようっていうんじゃない。お前がいいなら、するが」

「子っ……。い、いいわけないでしょ！」

　リアルな単語を出すから、思わず想像しかけちゃったじゃないか。

　逃げ出そうとする私の肩を抱き、裕ちゃんは甘く囁く。

「じゃあ、一緒に寝るだけならいいな？」

「ええ～」

　裕ちゃんは、嫌がる相手に無理やりいやらしいことをする人じゃない、と思いたい。

　問題はそこより、自分の気持ちだ。

　落ち着かない。恥ずかしい。無理。眠れっこない。だってだって、こんなの初めてなんだもん。

　ベッドに誘導され、おそるおそる寄り添って横になる。

「ちょっとでも変なことをしそうになったら、大きい声出すからね」

　全然効き目のない威嚇に、裕ちゃんは、ふっと笑った。

「信用ないな。それとも、俺のことを男として意識しているってことかな」

「ばっ……」

　言い返そうとすると、突然、裕ちゃんの腕に抱きしめられた。

　驚いた私は声を失う。飛び跳ねた胸が、気道をふさいでしまったかのよう。

「おやすみ、俺の奥さん」

　低い声が耳をくすぐり、身を震わせる。

　ぎゅっと目をつむり、次に何をされるのか身構えた。しかし――。

　すぐに、すうすうと規則的な寝息が聞こえてきた。

　私を抱き枕にして、寝ちゃった……。

「はああ……」

　海よりも深い安堵のため息をつき、体の力を抜く。

　ああ、温かい。人の体温って、こんなに気持ちのいいものだったんだな。

　裕ちゃんは、行方ゆくえ不明になった真子のぬくもりを、必死で手繰り寄せようとしているのかもしれない。

　そう思うと、申し訳なくなった。

　しばらくはドキドキしていたけれど、落ち着いたら眠くなってきた。

　なんと私は無防備に、裕ちゃんの腕の中で眠ってしまったのだった。




　翌日、裕ちゃんは何も動揺などしていない様子で起き、いってらっしゃいのキスを平然と唇に不意打ちし、動揺しまくる私を置いて出勤した。

「また口にされた……。本当にラブラブ新婚さんじゃん……」

　まだしていない新婚っぽいことといえば、子作りとか……。

　想像しそうになり、ブンブンと首を横に振る。

　動揺している場合じゃない。おもてなし料理、どうするかだよ！

「ハッ……そうだ！」

　私には強い味方がいたことを思い出す。

　携帯を掴み、電話をかけた。

『もしもし』

　相手はすぐにつかまった。

「もしもし、お母さん？　大変なの。助けて！」

『えっ。どうしたの』

「実は、日曜に裕ちゃんのご両親が家に来るから、手料理でおもてなしをしないといけないの。お願い、日曜の朝早くに、おかず作って持ってきて」

　我ながら情けないお願いだと思うが、仕方ない。

　恥もプライドも捨てて懇願すると、携帯の向こうからは深いため息が。

『そうしたとして、作り方を聞かれたら、答えられるの？』

「うっ」

　言葉に詰まった私に、母はさらに厳しいひとことを投げかける。

『ちょっとは自分でやってみようとは思わないの？　親はすぐに年老いるのよ。いつまでも助けるわけにはいかないの』

「ぐううっ。ごもっともだけど、そもそもこうなったのも、お母さんたちのためじゃん。協力してくれてもよくない？」

　我ながら、とても嫌な言い方だと思った。自分にやる気がなかったせいで料理を作れないのに、母のせいにしてしまった。

　気まずい沈黙のあと、母が切り出す。

『……協力しないとは言ってないわ。教えてあげるから、一緒に作りましょう』

「そうでなくっちゃ！」

　私はひとりで飛び跳ねた。

　助かった。これでなんとかなりそうだ。

『まず、裕典さんにご両親の好物を聞いて、メニューを考えなさい』

「はい」

　土曜日に母が来訪することになり、ほっと安堵して電話を切った。

　これでひと安心……でもない。

　私は、またすぐ母に電話をかけ直す。

『どうかした？　ひとりで頑張る気になった？』

「そんなわけないじゃん。あのさあ、今日の夜ご飯、何にしたらいいと思う？」

　一拍遅れて、母の盛大なため息が聞こえてきた。




　翌日、金曜日。

　昨夜、裕ちゃんにバッチリ義両親の好みをリサーチした私は、余裕でだらけていた。

「専業主婦って最高～」

　今朝も質素な朝食で裕ちゃんを送り出したあと、ソファに寝転んでポテチを食べながらテレビを観ている。

　床はネットで注文して届いたばかりのお掃除ロボットに任せておけばいいし、他はまだ新居だから、ささーっと撫でるだけで綺麗になる。

　洗濯物はドラム式洗濯機で、洗いから乾燥まで一気にやればいい。裕ちゃんのワイシャツだけはクリーニングへ。

　クリーニング店に頼めば、一枚百円で綺麗にできて、アイロンまでかけてくれる。そっちの方が絶対いいよね。

　自分の昼食はなんだっていいし、子供がいるわけじゃないから、夕方からのんびり夕食の準備をすれば一日の家事終了。皿洗いは食洗器がやってくれる。

「真子ってば、なんでこんな楽な人生を捨てちゃったのかね～」

　裕ちゃんといる限り、お金の心配もない。

「おもてなしの準備は、明日お母さんが来てからやればいいし！」

　テレビを観ながら、ネットで食材宅配の業者を調べる。

　材料がセットになって送られてきて、切って調理するだけでおかずができるやつ。その日ごとにメニューが違うし、買い物に行って重い荷物を持たなくてもいい。

「お金や科学技術で解決できることは、すればいいのよ」

　まるで悪者みたいなセリフを吐き、私は笑った。




　土曜日の朝、枕元で携帯が鳴った。

　のっそりと起き、見てみると母から着信が。

　そうだ、おもてなし料理のメニューを考えておくという宿題があったんだった。きっとその件だ。

「もしも～し」

　寝ぼけた声で電話に出ると、いきなりコンコンと咳せき込む音が聞こえてきた。

『もしもし、亜子？』

　――コンコン、ゲホゲホ。

　不愉快な音が響く。

「どうしたの。風邪？」

　電話越しに風邪が伝う染つるわけがないのに、あまりの咳のすごさに、携帯を顔から離した。

『そう。インフルエンザにかかっちゃったの』

「嘘っ、インフル!?」

　さーっと血の気が引いていく。

『ごめんね。今日は行けそうにないわ。まだ熱があって……』

「ええー、大丈夫？　どうしよう、私ひとりじゃ無理だよ」

　タイミングが悪すぎる。思わず弱音を吐いた。母が悪いのではないことはわかっているのに、愚痴が零れてしまった。

『代われ、お母さん』

『でも、パパ……』

　向こうで父が何か言っているようだ。

　なんだろう、と携帯を耳につけた瞬間、大声で怒鳴られる。

『お前は、いつまでお母さんに甘えるつもりだ！　料理くらい、ネットで調べればいくらでも作り方が載っているだろう！　自分で作れっ』

「え、あの」

　別に、『インフルでも構わないから来て』なんて言っていないのに。

『お母さんのありがたみを思い知れ！』

　一方的に怒鳴ると、父は人間とは思えないタイミングで通話をぶった切った。

「嘘でしょ……」

　母が来るまでは、と思って、メニュー以外は何も考えていなかった。

　義両親の襲撃、じゃなかった。来訪は、明日。

　絶体絶命。大ピンチ！

「裕ちゃん！　裕ちゃん！」

　自室からリビングに駆け込むと、エプロンをつけた裕ちゃんがキッチンに立っているのが見えた。

　部屋には、おいしそうなお出だ汁しの香りが漂っている。

「おはよう。どうした？」

　エプロンをしたら、本物のシェフみたい。いつものスーツ姿とは感じが違う。オリーブオイルを、ものすごく高いところから垂らしそうな感じ。

　土曜日で仕事が休みだから、朝食を用意してくれたらしい。泣けるほど優しい旦那様。それに比べて、私ときたら。

「母が、インフルエンザだって」

「え。入院でもしたのか？」

　驚く裕ちゃん。涙目の私を見て、母がよほど重篤な状態に陥ったと思ったらしい。

「ううん。そこまでじゃないけど、今日は来られないって。どうしよう。私、なんの準備もしてない」

「なんだ。お義母さんの病気がたいしたことないなら、よかった」

　慌てる私とは正反対に、裕ちゃんは鷹おう揚ように笑った。

「とにかく朝食をしっかり食べて。お義母さんのお見舞いに実家に寄ってから、買い物をして仕込みをすれば、充分間に合うさ」

　私の肩を掴み、テーブルに誘導する。

「悠長にご飯を食べている場合じゃ……」

　抗弁している間に、私の前にご飯と、具がたくさんのお味み噌そ汁しる、焼き魚とほうれん草のおひたしと卵焼きがワンプレートに盛られたもの、そして納豆が、ぽんぽんとテンポよく置かれた。

「お、おいしそう」

　裕ちゃんが作ったご飯を見るのは、これが初めてだ。

「どうしてこんなふうにできるの？」

　レシピサイトに載っている、お手本みたいな朝食。

　強い引力に勝てず、私は箸と茶ちゃ碗わんを持った。

「社会人になると同時に実家を出たから。テイクアウトや外食にも飽きてさ」

　話を聞きながら、まず、おひたしを口に入れた。

「おいしい！」

　他のどれを食べても幸せの味がした。薄味な反面、お出汁の香りが効いている。

　母のものとはまた違う。裕ちゃんの味の虜とりこになった私は、一心不乱に、朝食を咀嚼した。

「大丈夫だって言っただろ」

　私は大きく首を縦に振った。

　なんとなく、男の人の『家事を一緒にやる』は、『ちょっと手伝う』のイメージだった。率先してやるわけがないと思っていた。

　大企業の副社長で、料理がうまい旦那様か。世の女の子がよだれを垂らしながら欲しがる……いや、涙が出るくらい羨むやつじゃん。

「お願いします。私に料理を教えてください！」

　思いきり頭を下げると、額がテーブルに突き刺さる勢いで衝突した。

「痛っ！」

「あーあ、何やってんだよ。大昔のコントか」

　顔を上げた私の額に、裕ちゃんがふうふうと息を吹きかける。

「はい。痛いの、飛んでったな」

　うわあ、恥ずかしい。

　手でおでこを押さえて、私は赤面するしかない。

「さあ、今日は忙しいぞ。気合い入れていこう」

「はい！」

　裕ちゃんがいれば、なんだって解決できそうな気がする。母が来られなくなった絶望は、いつの間にか忘れていた。

　大丈夫。この人と一緒なら、なんとかなる。

　旦那様、黙ってついていきます！

　私は急いで身支度を整える。洗濯機のスイッチを入れて玄関に向かうと、裕ちゃんは既に洗練されたセレブのいで立ちで、そこに立っていた。




　途中、洋菓子店で買ったゼリーを持って実家に行くも、父に「裕典くんにインフルエンザを伝染すわけにはいかないから」と玄関先で帰された。

　そのまま、裕ちゃんの車でスーパーへ向かう。

「いったい何を作るの？」

「特別なものは作らない。普通でいいんだ」

　そしてマンションの近くのスーパーに着く。まだ開店後、間もないからか、あまり車は停まっていなかった。

　まるでイタリアンレストランのような外観の建物の中に入ると、色鮮やかな野菜が私たちを迎える。

「さて、適当に入れるか」

　カートにカゴを載せ、裕ちゃんは売り場の野菜を次々に手に取る。

「そんなに使うの？」

「まとめ買いしておけば、亜子が毎日買い物に出なくても済むだろ」

　料理ができる人は、レシピに書いてある材料だけを買ったりしないんだ。日持ちする野菜を買っておいて、あるもので料理するってやつね。

「今回は少なめにしておくか。たぶん今日仕込む料理で、冷蔵庫がいっぱいになるし」

　考えながら、裕ちゃんは店内を効率よく回る。

　なるほど。冷蔵庫の残り容量も考えて買い物をする、と。

　頭の中にメモを残しつつ、ついていくと、近所のスーパーにはない輸入物の食品が目についた。

「ねえ。こういうのとか、こういうの、使わないの？」

　何語かもわからないラベルでも、見ているだけで楽しくなる。バルサミコ酢とかオリーブのオイル漬け、青カビが生えたチーズ、ハーブなど。

「ああ……この前テレビでやってたな。魚の口からハーブ突っ込んで、オーブンで焼くやつ」

「シャレオツなやつね」

　うちの母の料理は伝統的なメニューが多く、あまり冒険をしなかった。珍しい食材にはしゃぐ私を、裕ちゃんは優しい眼差しで見ている。

「正直、バルサミコ酢は使わないな」

「どうして？」

「たまに使うだけだと、使いきる前に悪くなってしまう。だからそもそも買わない」

「へー」

　大家族ならまだしも、ひとりやふたりじゃ、珍しい食材は使いきれないのね。

　納得していると、裕ちゃんに「バルサミコ酢は、それほど珍しい調味料でもないぞ」と、こっそり教えられた。

　お肉コーナーに移動し、メイン料理に使う肉を吟味する裕ちゃんを後ろから見ていると、ふと視線に気づく。

　周囲を見ると、徐々にお客さんが増えてきていた。高そうな服を着た、綺麗な奥様ばかりだ。

　その奥様たちに見られているような気がして、自分の格好を顧みる。

　今日も迷わずスポーティーな私が、このスーパーの雰囲気に合っていないから、見られるの？

　しかし、よく見ると、彼女たちの視線は私を通り過ぎ、背後の裕ちゃんに向かっていた。

　長い手足。優雅な身のこなし。しかも顔面まで俳優のように整っている裕ちゃんを、奥様たちはちらちらと盗み見ていた。

　やっぱり、裕ちゃんはすごい。どこかしら人を惹ひきつけるオーラは昔からで、年を取るごとにだんだん強くなっている気がする。

　こうじゃなきゃ、副社長は務まらないのかも。神様に選ばれた人間なんだな。

「亜子、お茶菓子を選んできて」

「えっ？」

　そわそわしているのを気づかれたのか。びっくりして裕ちゃんを見上げる。

「時間が惜しいから、仕事を分けよう」

　そうか。裕ちゃんはメイン料理を考えるのに忙しいから、私はランチのあとで出すお茶菓子を探してくればいいのね。

　納得はしたけど、少し寂しくなった。

　ふたりでいろいろな食材を選ぶの、楽しかったのにな……。もしかして、こんな格好の女と夫婦に見られるのが嫌なのかな？

「どうした？」

　覗き込まれ、ハッとした。

　自己嫌悪に陥っている場合じゃない。陥るなら、時と場所を選ばなきゃ。

「ううん。じゃあ、お義母様の好きそうなお菓子を探してくるわねっ、あなた」

　語尾を過剰に上げて言うと、裕ちゃんが目をぱちくりさせた。

「インフル、伝染った？」

　ぺろんと前髪をめくって、彼がおでこをくっつけてくるから、今度はこっちがドキッとする。

「違うし。周りに対する夫婦アピールだし」

　照れを隠して、ぼそっと呟くと、裕ちゃんは納得したようにうなずいた。

「なるほど。それは大事だな」

　ゆっくり彼から離れ、私は大股でお菓子コーナーに歩く。

　輸入菓子の棚に挟まれたところで、ぐったりと柱にもたれかかった。

「ああいうこと、自然にするんだもんなあ……」

　男性経験のない私には、刺激が強すぎる。

　部活ばかりだった私は、社会人になっても彼氏ができなかった。社長の娘だからと遠慮されたのか、単に私に魅力がないのか、それはもう考えたくない。

「ふふん。でもいいや」

　おでこをくっつけられたとき、遠巻きに私たちを見ていた奥様たちが、一瞬悔しそうに眉間に皺を寄せたのを、私の動体視力は見逃さなかった。

　興味本位で人の旦那を盗み見たりするからよ。……って、私の旦那様じゃなかったか……。

　気を取り直し、さつまいもでできた自然の甘みを生かした和菓子と、焼きたてパンを選んで、裕ちゃんと合流した。

　スーパーの中で焼いているパンはふっくらしていて、いいにおいがしている。小麦を摂りすぎない方がいいことはアスリートの常識だけれど、引退してから全然誘惑に勝てなくなった。

　惣そう菜ざいパンと甘いパンを合計四つ、紙トレーに入れてある。

「これ、今日のランチ用」

「いいチョイスだ。早く帰って食べよう」

　裕ちゃんが押しているカートを見ると、カゴの中には山盛りの食材が。この中のものを彼がどう料理するかを想像すると、ワクワクしてくる。

　ふたりなら料理も悪くないなと思える自分に、内心驚いた。




　帰宅後、裕ちゃんが食材を手早く収納し、私はパンを皿に出してコーヒーを淹いれた。

　コーヒーくらい淹れられるもん。この家にボタンを押すだけのコーヒーメーカーがあってよかった。

「スーパーでおばさんたちに見られてたの、気づいた？」

　あっという間にサラダを用意した裕ちゃんに、話しかける。

「見られてた？　気づかなかったな」

　何も気にしていない様子で、彼はパンをかじる。そんな姿さえ絵になるから不思議。

「そうだよ。ジャージにキャップな私が場違いだったのかな」

「俺は好きだよ。そういう格好も」

「へ」

「亜子はずっと走っていたから、ふくらはぎの形が綺麗だ。そこがよく見えていい」

　思わず、私はテーブルの下で自分の脚を撫でた。

　陸上部のふくらはぎは子持ちシシャモみたいで、ちょっとしたコンプレックスだった。社会人になってからは、真子みたいな、ほっそりした人形のような脚に憧れたものだ。

「そ、そうかな」

「それに、そういうスポーティーな服を脱がせたとき、少女のように恥ずかしがる姿を想像するとたまらない。ギャップが最高だ」

「ぬっ!?」

　自分の耳を疑う。相変わらず、裕ちゃんは自然な表情でコーヒーを飲む。

「空耳か……」

　幻聴が聞こえるほど、疲れているのかな。

　コーヒーカップを持ち上げたとき、裕ちゃんが真面目な顔で言った。

「どうかな、今夜辺り」

「空耳じゃなかったー！」

　Ｔシャツ＆ジャージ女子を脱がせる想像……ギャップ萌もえ……。

　私の中の〝完璧な裕ちゃん〟像が、少し崩れる。

「勘違いするなよ。誰でも想像するわけじゃない。ちゃんと亜子の姿を想像して――」

「やめてやめてやめて！　聞くに堪たえない！」

　大きな声を出し、私は両耳を手でふさいだ。

　いきなり強引にキスしたりするし、ちょっと変なところもあると思っていたけれど、まさかそのような生々しい想像をしていたとは。

「早く本物の夫婦になろう」

「あ、あわわわ……」

「冗談だって。そう警戒するな。亜子はピュアだなあ」

　いや、私だって年相応の女子だ。そういうことをまったく知らないわけじゃない。ピュアっていうのとはちょっと違う。

「からかわないで。免疫がないんだから」

　ランチを食べ終えた私は、キッチンの方へ逃げた。冷たい水を一気飲みし、顔のほてりをなんとかしようと試みる。

　一方、裕ちゃんは広い背中を揺らして笑っていた。




　ひと休みして、明日の準備に取りかかる。

「さあ！　私は何をすればいいですか！」

　完全に教えてもらう立場の私は、髪を束ねて裕ちゃんに尋ねた。

「まず、じゃがいもを洗って」

「いも」

「あと、人参と玉ねぎも皮を剥いて洗って。ピーラー、そこにあるから」

「……カレー？」

　小学生のときの野外活動を思い出した。

　カレーはおいしいけれど、おもてなし料理ではないような……。

「いや、肉じゃが。父の好物」

「そうなんだ……」

「接待とかで、シャレたものを食べ慣れているから、ここはほっとするものを用意しておこう」

　なるほど。米ばっかり食べていると、たまにパンも食べたくなるってやつね。……ちょっと違うか。

　もっと難しいことをすると思っていた私は、拍子抜けする。そして、じゃがいもを洗う。

「皮を剥いたら、ひと口大に切って」

「ひと口大……」

　母が作る肉じゃがを思い出し、なんとなく切っていると……。

「危なっかしいな。指を切るなよ」

　ふわりと、後ろから抱きしめられた。

　どうして、こんなときにいきなり!?

　心臓が破裂しそうになって縮こまると、後ろに回った裕ちゃんの右手が私の右手に重なり、一緒に包丁を持つ。

「ほら、左手は猫の手。やってごらん」

　完全に子供扱い。

　……だと思うのに、背中に密着した体温に惑わされる。今までの人生で、こんなに父以外の男の人と密着したことはない。

「乱切りっていうのは、こう。くし切りは、こう」

　私の腕に動きを教え込むように、二人羽織状態でテンポよく野菜を切っていく裕ちゃん。

　逆に集中できない……！

　動揺していることを言うと、またからかわれそうなので、ぎゅっと唇を結んで耐えた。すべての材料を切り終えると、やっと裕ちゃんは離れていく。

　鍋に材料を入れ、あとは煮るだけになったところで、私はほっと息をついた。

「簡単だろ？」

「ソウデスネ」

　全然簡単じゃなかった。嘘をついたから、カタコトになってしまった。

　確かに作業自体に難しいものはないし、味つけもシンプル。でも、緊張しすぎて、もう疲れちゃったよ。

「あとは、材料の仕込みだな。さあ、海老の殻を剥いて。干しシイタケが戻ったら切る。あ、汁は捨てるなよ。出汁になるから」

　ふたりでキッチンに並び、話をしながら手元を動かす。

「うん、綺麗に剥けてる。きぬさやの筋取りも上手だ」

　包丁以外は緊張せず、楽しくできた。ところどころで裕ちゃんが無駄に褒めてくれたからだ。

　料理を楽しいと思える日が来るなんて、今までの私は想像すらしていなかった。




　仕込みを終え、日が暮れかけた頃、インターホンが鳴った。

「宅配だ」

「何か注文したの？」

「まあね」

　もしや、お取り寄せのおいしい食べ物や果物？

　裕ちゃんが宅配業者さんから受け取った箱の周りを、ウロウロする。

「開けていいよ」

「わーい！」

　いくつになっても、何が入っているのかわからない箱をオープンするのは楽しいものだ。

　ガムテープをはがし、ダンボール箱の中を見た私は、動きを止めてしまった。

「これ……」

　中から出てきたのは、女物の服だった。しかも、何着も。動きやすそうだけど、女性らしさもちゃんと兼ね備えた、綺麗めカジュアル。

「気に入ったら着ればいい」

「嘘、もらっていいの？　嬉しい！」

　普段の自分では選ばない服ばかりで、テンションが上がる。

　オシャレに興味はあるものの、店に行った途端に、何を着ていいかわからなくなるのだ。

「そういえば、明日着る服がないんだった。これで安心だね」

　真子のワンピースは完全にお出かけ用で、家で着ていたら〝めっちゃ気張ってるやつ〟になりかねない。

　もしかして、裕ちゃん、そこまで気を回してくれたの？　私が恥を掻かかないように。

　じーんと胸が熱くなる。

　私、この人と結婚してよかった。

　……って、違った。結婚していないんだった。完全に錯覚していた。

「喜んでくれてよかった」

　ニッコリと裕ちゃんは笑った。破壊力抜群の笑顔は、私の胸をときめきで爆発させるのに充分な威力を持っていた。




　翌日。早起きして、おもてなしの最終調整。

　掃除は昨夜のうちに頑張ったから、今朝はちゃんと化粧をして、裕ちゃんにもらった服を着る。

　鏡の前で、真子に近づいた自分に見とれている時間はない。

　朝から台所に立ちっぱなしの裕ちゃんが、オーブンに丸鶏と野菜を並べたものを入れる。

「これが焼き上がるまで、他のことをやるぞ」

「はいっ」

　炊き上がったばかりのご飯を酢飯にして、昨日作っておいたトッピングを載せ、ちらし寿司のでき上がり。

　あとは、肉じゃがや汁物を温め、果物を切り、生野菜をちぎってサラダにするだけ。

「なんか、ジャンルがバラバラじゃない？」

　ちらし寿司と肉じゃがは和だけど、他は洋。これぞ和洋折衷。

「おいしければいいんだよ」

　裕ちゃんが時計を仰ぎ見る。

　あっという間に、もうすぐ義両親が来る時間だ。時計の針が進むたび、緊張感が高まっていく。

　そして、十二時ちょうど。ついにインターホンが鳴った。

「来たな」

　まるで敵を待ち受けるレンジャーみたいに言い、下まで義両親を出迎えに行く裕ちゃん。

「奥さんは、最後まで料理の準備をしていることにするよ」

　このたびのおもてなしは、私が主体になって料理を作ったことにするらしい。

　テレビをつけるわけにもいかず、水を飲んで緊張を和らげようとしていると、玄関のドアが開く音がして、びくっと手が震えた。

　コップを放り投げるように置き、玄関まで走って出ていく。

「よ、ようこそおいでくださいました！」

　裕ちゃんのあとに続き、義両親が現れる。

「こんにちは、真子さん。これ、お土産よ」

「わあ、ありがとうございます。ありがたく頂戴します」

「まあ、そう硬くならずに」

　電話のときは怒っていたという義両親は、私たちがおとなしく従ったからか、単に外面がいいのか、にこやかに家に上がってきた。

　ふと裕ちゃんを見ると、珍しく怒ったような渋い表情をしている。

「あの……」

　どうしたんだろう。私、何か失敗しちゃったかな。

　うかがうように見ると、裕ちゃんの後ろから突然、新たな人影が飛び出した。

「ヤッホー、真子ちゃん！　俺も来ちゃった！」

「え……健けんちゃん!?」

　現れたのは、色白で茶髪の男性。

　チャラそうな雰囲気が全身から出ている彼は、星野健けん太た郎ろう。裕ちゃんの弟だ。私より二つ年下で、今、二十四歳。

　結婚式にも参列していたけれど、当日は忙しくて、話す時間がなかった。

「健ちゃんも来る予定だったっけ？」

　いや、聞いていなかった。私は慌ててキッチンに戻り、食器をもう一セット出す。

　酢飯も具も、多めに作っておいてよかった。ほっと安堵の息を吐く。

「どうしてお前まで来るんだよ。来るなら来るで、一報入れろよ」

「いやー、驚かせようと思ってさ」

「迷惑だ」

　どかり、と裕ちゃんが椅子に座った。テーブルの上に飾った花が、かすかに揺れる。

「いいじゃないの、健太郎だって家族なのよ」

「そうだそうだ。わー、うまそー」

　義両親たちは裕ちゃんの態度を気にせず、リラックスして席に着く。

　私だけがはらはらする中、昼食会は始まった。

「この肉じゃが、おいしいな」

「あ、ありがとうございます」

　お義父様に褒められ、お礼を言った直後――。

「酢飯は少し甘いわね」

　お義母様の攻撃がチクリと頬を刺す。

「精進します」

　文句を言いながら、バクバク食べてるじゃん。

　……というセリフは呑のみ込み、ひたすら愛想笑いをする。

　それを横目で見つつ、裕ちゃんが器用に、オーブンから出したチキンを切り分けた。

「そこは、真子ちゃんはやらないの？」

　健ちゃんの突っ込みにドキッとする間もなく、裕ちゃんが返す。

「火傷やけどさせたくないからな」

「へー。格好いいー」

　本音かどうかはわからない裕ちゃんのセリフに、思わず赤面してしまった。




　あらかた料理を食べ終え、裕ちゃんの案内で義両親が新居の中を見て回っている間に、健ちゃんが聞いてきた。

「そういえば、亜子ちゃんは元気？」

　新居にはあまり興味がないらしく、健ちゃんはテレビの前のソファにどっかり座っている。放ったらかしにしておくわけにもいかないので、私が一緒に待機しているというわけ。

「ほら、結婚式にも来てなかっただろ。久しぶりに会えると思ってたのにさ」

　裕ちゃんは真子と付き合っていたから、たまに私の実家にも来ていた。でも健ちゃんは個人的な接点がなく、会うのはかなり久しぶりだ。

　たまに家族同士で集まる場や、仕事関係の人が大勢訪れるパーティーにも、健ちゃんはほとんど現れなかった。友達と遊ぶのに忙しかったらしい。

「亜子は……リフレッシュ休暇で、とある田舎町にいるよ。ちょっと疲れちゃったみたいでね。うつっぽくなっちゃって」

　職場を休んでいる言い訳と同じことを話すと、健ちゃんは驚いたように目を見張る。

「え、嘘だろ。あの亜子ちゃんが？　いつも明るくて、うつとは無縁っぽかったのに」

　そうなのよ。私がうつになるわけないのよ。

　心中で思っていても、強くうなずくわけにはいかないので、曖昧にうなずいておく。

　子供の頃、健ちゃんは弟のような存在だった。四人でかけっこをすると、ひとりだけ転んで、よく泣いていたっけ。

「亜子ちゃんに会いたいなあ。俺、亜子ちゃんが初恋の人だったんだよね」

「えっ？」

　思わず声が裏返った。

「真子ちゃんはおとなしくて全然遊んでくれないんだけど、亜子ちゃんは俺に手加減なしで、サッカーとかバドミントンとか、よくやってくれた」

「そうだっけ……」

「全力で相手してくれたのが嬉しかったなあ」

　懐かしい日を思い出し、健ちゃんが目を細める。横顔が裕ちゃんに少し似ていて、ドキリとした。

「ねえ、真子ちゃん」

　不意にこちらを向くから、余計に焦る。

「な、何？」

「小さい頃から大して運動をしていないのに、どうしてこんなに綺麗な腕をしているの？」

　伸ばされた手に、うっすらと筋肉がついた腕を掴まれる。

「服装や髪型はごまかせても、筋肉はごまかせないよ」

「何言ってるの？」

　筋肉はごまかせないって。筋肉は裏切らない、みたい。筋トレ番組の決まり文句か。

　逃げようとした私の腕をぐいっと引き、健ちゃんは耳に唇を寄せて囁く。

「あなた、真子ちゃんじゃないね。本当は、亜子ちゃんでしょう」

「は……!?」

　言葉を失う。何も口から出てこない。

　まさか、こんなにすぐ見破られちゃうなんて。どうしよう。いったい、どうしたら。

　どくんどくんと叫ぶ心臓が痛い。

「やっぱり。何か秘密があるんだね、亜子ちゃん」

　答えられずうつむくと、みんなの足音が戻ってきて、健ちゃんは腕を離す。

「真子さん、あなた、お洋服がとても少ないわね。結婚しても女を捨てちゃダメよ」

「お前と違って浪費をしないんだよ。いいことじゃないか」

　にぎやかな声に、健ちゃんが笑顔で振り向く。

　私が真子ではないことを暴露されるんじゃないかと、気が気じゃなかったけれど、彼は意外に何も話さなかった。




「早く孫の顔を見せてね」

　二時間後、全世界の嫁に嫌がられそうなセリフを残し、お義母様は去っていった。

　一方的に自分のことを話すお義母様に、相あい槌づちを打つだけでよかったから、その点は助かった。

　お義父様と健ちゃんが、お義母様のあとを追うように出ていく。

　裕ちゃんとふたりで見送り、ほっとした瞬間、脱力した。廊下に座り込んだ私に、裕ちゃんが驚く。

「どうした？」

「……どうしよう、裕ちゃん。健ちゃん、私が亜子だって気づいちゃったみたい」

「なんだって」

「筋肉はごまかせないの」

　頭を抱える私を起こし、リビングに誘導する裕ちゃん。

「なんだそりゃ。気にしなくていい。ただ、からかわれただけだ」

　……とは言いながら、裕ちゃんにもかすかな焦りが見て取れた。

　裕ちゃんの言う通り、からかわれただけでありますように。

　せっかく重大なミッションが終わったのに、その夜はなかなか寝つけなかった。










義弟と実姉が鬼すぎる




　副社長として働いている裕ちゃんを、私は見たことがない。

　オフィスラブや接客業でもない限り、結婚相手が仕事をしている姿を直接見ることって、少ないよね。

　だから私は妄想する。スーツを身にまとった裕ちゃんが、どっしりした黒く光るデスクに向かって、仕事をしているところを。

　仕事相手にメールを送ったり、文書を確認したりしている彼の元に、たまに美人秘書が来て、お茶を出す。

　外に出ていくときは会社の車で、運転手がついている。移動中だけが、彼がゆっくり心を休められる時間だ。

　……という妄想をしながら、マンションの近くを電動自転車で移動する。買い物などに便利という理由で、裕ちゃんが買ってくれたものだ。

　自動車免許でも取りに行こうかなあ。暇だしな。自転車だと晴れの日は適度な運動になるからいいけれど、雨の日が困る。

　自転車のカゴには、ドラッグストアで買った生理用品が積まれている。

　食品も日用品も、裕ちゃんが車を出せるときにまとめ買いか、宅配を利用すれば、たいていなんとかなる。

　なのに私ときたらうっかりして、生理の時期を忘れ、生理用品を新居に持ち込んでいなかった。いきなり生理が来て思い出し、化粧ポーチの中にあった予備品で手当てをしていたのである。

「ああ、しんどかった……」

　五日前に義両親が来てから、料理の楽しさと大切さに目覚め、簡単なレシピを検索しては自炊するようになった。

　しかし当然、足りない栄養も出てくる。今は鉄分が不足しているみたい。

　マンションの出入口に向かい、フラフラ歩いていると……。

「おねーえさーん！」

「げっ！」

　明るい表情で、手を大きく振って駆け寄ってくる人がひとり。

　裕ちゃんの弟・健ちゃんだ。

　聞こえないふりをし、建物の中に入ろうとした。だけど私服姿の彼は、あっという間に私の目の前に。

「遊びに来ちゃった」

　フリーの女子なら、うっかりときめいてしまいそうな爽やかな笑顔で、彼は笑う。

「えっ……。今、平日のお昼だよ。健ちゃん、お仕事は？」

「俺？　俺は兄貴と違って、自由なんだよ」

　ちょっと何を言っているのか、わからなかった。

　健ちゃんも、裕ちゃんとは別の星野グループの企業で働いていると聞いたことがあったような。

「研究職はね、『行き詰まったー！』って部屋を出ていっても、誰からも文句が出ないの」

　健ちゃん、研究職だったのか。誰も文句を言えなくて当然でしょ。会長の息子じゃ相手が悪すぎるもの。

　全然悪びれない健ちゃんに呆れる。

　こういうやつがいるから、真面目な人たちが損をしたり、働くのがバカらしくなったりしちゃうんだ。

「ごめんね。私、今忙しいの」

　店のおじさんは生理用品を、中身が透けない袋に入れた。しかし女子からすれば、〝不透明の袋〟イコール〝生理用品の証あかし〟を与えられたようなものである。

　袋を抱きかかえ、マンションの中に入ろうとすると――。

「ああ～。俺を冷たくあしらっていいのかな。母さんに言っちゃおうかな～」

　ふざけたような声で言われ、足を止めるしかなかった。身代わり結婚の事実がバレたら、うちの実家が危ない。

「中に入れて？」

　すぐそばの壁に手をつき、彼は首を傾げる。

　年下男の可愛い壁ドンは、私にとっては脅迫と威圧でしかなかった。




　結局、健ちゃんは家に上がり込み、ソファにどっかり座り、昼ご飯を要求し、食べたら昼寝をして帰っていった。

「お前は家主かよ！　本当の家主より、家にいる時間が長いんじゃないのか？」

　健ちゃんが汚していった食器を食洗器に入れ、ボタンを押す。

　身代わり結婚についての真相を聞きたがるわけでもなく、私を脅迫するでもなく、彼はただうちで休憩していっただけに見える。

「本当に迷惑……」

　何も用件を切り出さないくせに、私が少しでも帰ってほしそうな雰囲気を出すと、『そういえば亜子ちゃんさあ』と、わざわざ私の本名を呼んで威圧してくる。

「すごく無駄な時間を過ごした」

　時計を見れば、もう午後三時。あの仕事おさぼりマンに、半日持っていかれた。

　イライラしながら、夕食の準備に取りかかる。

　裕ちゃんがおいしそうに食べる姿だけを想像し、手を動かした。




　土日は外して、また月曜日、火曜日と、健ちゃんはやってきた。

　やってくる時間はまちまちで、お昼のときもあれば、昼過ぎにやってきておやつを要求するときもある。自分で手土産を持ってきたことは、ない。

「ねえ、健ちゃん。頻繁にお仕事を抜け出してたら、怒られない？」

「んーん、全然」

　愚問だった。

　水曜日の昼下がり、私は拳を握りしめて耐える。

　会長の威光を笠に着て、頻繁に仕事をさぼるとは。裕ちゃんを見習ってほしいわ。

「ほぼ毎日うちに来て、楽しい？　何をするわけでもないのに」

　ソファに転がる健ちゃんを、仁王立ちで見下ろす。テーブルの上には、食べたあとのお菓子の包み紙が皿の上に放置されていた。

「うん、落ち着くんだ。亜子ちゃんと結婚したら、こういう感じなのかな～って妄想するだけで楽しい」

　締まりなく、へらりと笑う健ちゃんに、心の中で舌打ちをする。

　私は絶対に嫌だよ。こんなだらけた人と結婚するの。

「ねえ、いつまで真子ちゃんのふりを続けるの？」

　上体を起こして健ちゃんが尋ねる。私は聞こえなかったふりをし、運転完了のアラームが鳴った洗濯機の方へ向かった。

「無視はよくないよー、亜子ちゃん」

「何度言えばわかるの。私は真子です」

　洗濯機のドアを開け、カゴにでき上がった洗濯物を入れる。

「ふーん。まあ、戸籍謄本を取っちゃえば、一発でわかっちゃうからね」

　ぴたっと手が止まる。振り返ると、脱衣所の出入口で健ちゃんが微笑んでいた。

「……好きにすれば」

　こうなったら、意地でも真子のふりを続けるしかない。

　何を言われても、『婚姻届を出すタイミングを逃している。ただそれだけ』という言い訳を突き通すんだ。亜子として戸籍に載っているわけじゃないのだから。

「いいなあ。真子ちゃんにはない、鋭い視線。大好きだなあ」

「変態」

「そうかも。じゃあ、ごちそうさま。また来るよ」

　もう来なくていい！

　怒鳴ってやりたい気持ちを、必死で押し込めた。

　もう嫌、あの義弟。いったい何がしたいのかわからない。

　私の時間を邪魔するの、本当に許せない。




　夕食の時間に、私は切り出した。

「裕ちゃん。私、働きに出たいの」

　帰宅後、お風呂から上がったばかりの裕ちゃんは、まだ全身から湯気が立ち上っている。

「いきなりどうした？」

「実は、平日に健ちゃんがうちに入り浸って困っているの」

　健ちゃんの連日の訪問で疲弊しきっていることを、私はとうとう裕ちゃんにぶちまけた。

「なんだと。なぜ早く言わなかった」

　裕ちゃんの目尻が吊つり上がる。

　もともと馬が合わなかった兄弟間の溝を、深くしてしまうかも。

　事実を話すことに葛藤もあったけれど、私のメンタルも限界だった。

「家にいるから、健ちゃんが来るのよ。とはいえ、ずっと外出するのも大変でしょ」

「まあな」

「アルバイトでもいいから働いて家を空けていれば、健ちゃんも来られなくなる」

　そう話すと、裕ちゃんは思いきり顔をしかめた。

「アルバイト？　やめてくれよ。俺の妻がコンビニでレジを打っていたって噂うわさになったら、会社が傾きかけていると思われるだろ」

「ええー、そう？」

　確かに、ほとんどの人が収入のために働いているんだものね。

　星野真子って名札をつけ、その辺りのコンビニやスーパーでバイトをしているのを見たら、『もしや副社長の家、お金に困っているんじゃあ』って思う人がいるかもしれない。

「そんなに顔売れてないから」

「誰に見られるか、わからないだろ」

「倉庫とか、コールセンターなら人目につかないんじゃない？」

「倉庫？　やめておけって。お前の手に傷がつく」

　裕ちゃんは、私にあまり外に出てほしくないみたい。でもこのままじゃ、ずっと健ちゃんの餌え食じきになっちゃう。

　なんでもいい。外に出たい。外に出るなら、意味のあることをしていたい。

　リストラされたおじさんみたいに、夕方まで図書館や公園でぼけーっとしていられない！

「じゃあ、じゃあ――」

　まだ途中なのに、私の話をぶった切り、裕ちゃんが少しだけ声を荒らげる。

「大体、仕事をするにしても、どうやってするんだ。星野真子の名前でするのか？　亜子の名前で、住所は実家にしておくのか？　身分証は？　年金や保険証はどうなる？　扶養届は？」

　一気にまくし立てられ、声を失った。

「秘密が外部に漏れるきっかけになるだけだ」

　ちゃんとしたところで働こうとすると、自分の身分を明かさずにはいられない。いい加減な情報で採用するところは、ろくな仕事場じゃない。

「じゃあ、私のストレスはどうしたらいいの。悪いのは失踪した真子だし、うちの実家の方が立場が下だから、全部我慢しろって言うの？」

　テーブルの天板を睨んで吐き出すと、裕ちゃんがため息を漏らした。

　面倒くさい。そう言っているように聞こえた。

「そんなこと、誰が言ったんだ」

「もういいよ！」

　私は本当の妻じゃない。好きじゃない。愛してもいない。

　偽妻なら義弟が入り浸るくらい我慢しろよって、思っているんでしょ。

　これが真子だったら、きっと違うんだ。

　そう思うと、泣きそうになった。

「もういい。私、明日から外に出る。健ちゃんが来そうな時間、ずーっとウォーキングしてやるからー！」

　膝を壊したといっても、短距離の選手として通用しなくなったというだけの話。普通のウォーキングだったら、適度な休憩を挟めば問題ない。

「ちょ、待っ――」

「おやすみなさい！」

　裕ちゃんが悪くないのはわかっている。

　彼は被害者なのに、うちの実家の都合で、望んでいない結婚生活をしている。私たち家族を責める権利がある。本当の夫婦みたいに対等な関係を望んじゃいけない。

　でも！　私だって周りに振り回されて、不自由な思いをしているんだよ！　そこはわかってよ！

　爆発しそうな思いを、必死で抑える。

「くっそう……健ちゃんさえ、いなければ」

　あいつさえいなきゃ、まあまあ仲良くやっていられたのに。

　自室の緊急用ベッドにダイブし、目尻からぽろりと零れた涙をシーツに押しつけた。




　翌日から私は本当に、一日中、外に出ることにした。

　朝早いうちに掃除と洗濯を済ませ、ランニングウェアに着替えた。念入りに日焼け止めを塗り、キャップをかぶる。持ち物は鍵と携帯だけ。

　ランニングシューズを履き、電動自転車で三十分ほどかかる、少し遠くの広い国立公園へ向かう。

「完全に暇な主婦……っていうか、定年後のおじいちゃんね」

　同じように平日の朝から歩いている人を見かける。ほとんどが老人だ。

　当てもなく、私は公園の中を歩き回った。歩いているうちに楽しくなってくる。

　重なり合った葉っぱの影。季節特有の地面の香り。

　ベビーカーの中で眠る赤ちゃん。散歩する小型犬。

　特に変わった景色がなくても、すべてが新鮮に感じた。

「やっぱり家にこもっちゃダメなのね。私の場合」

　疲れにくいよう、フォームに気をつけて歩く。背すじを伸ばし、腰から前方に出ることを意識し、腕を大きく振る。

　ちょっとお腹が空いたかも、と携帯を見ると、もうお昼だった。

「楽勝！　あっという間じゃない」

　やっぱり私は、動いていることが好きみたい。家事で動くのは嫌いだけど。

　さすがに喉が渇いて、携帯で決済できる自販機で水を買い、ベンチに座った。

「はあ……」

　水がおいしい。自由な空気、最高。

　静かな平日昼間の公園。目の前をハトがよちよち歩いている。

「私、何してるんだろう……」

　落ち着いて我に返ると、ふと虚しくなる。

　目的もなく歩き、その先に何が見えるというのか。

　急に哲学的になってしまった。他のことを考えようとすると、途端に首を絞められているような息苦しさを感じた。

　雨が降ったら、どうしよう。スポーツジムに登録したいけれど、名前とか身分証が必要なところはできるだけ避けたい。

　そうだ、映画を観に行けばいいか。

　今まであまり足を伸ばさなかった、美術館や博物館にも行ってみようかな。公営体育館の器具を使って運動するのもいい。

　でも、そうやって一日一日を潰していった先に、私に何が残るのか。

　仕事もできない、結婚もしていない、彼氏もいない、イタいおばさんになって……。

　嫌だ。こんなの、ただのニートじゃないか。

「真子、早く帰ってこないかなあ」

　空になったペットボトルを握りつぶし、ゴミ箱に捨てた。

　ゆっくりと歩き、元来た道を戻る。

　それにしても、真子はどこに行ったのかな。

　うちが雇う探偵はまだしも、裕ちゃんが依頼する捜査網は伊だ達てじゃないはず。

　絶対に守らないといけない秘密を扱うのだから、裕ちゃんが信頼できるところに依頼していると思われる。

　結構な時間が経っているのに、どうしてこうも見つからないのか。今の居場所がわからなくても、真子が途中でどこを通ったかぐらい、わからないのか。

「もしかして、裕ちゃんは聞いてるのかな」

　調査の途中経過を、裕ちゃんは知っていることだろう。探偵だって依頼主に報告の義務がある。

　でも私には、何も話してくれない。

「なんか、引っかかるんだよなぁ……」

　見つかるまで報告する必要はないと思っているのか、いらぬ心配をかけまいとしているのか。

　とにかく、裕ちゃんが私に何かを隠しているような気がしてならなかった。




　悶もん々もんと考え込みながら、来た道を戻り、電動自転車に乗って家路に着いた。マンションに着いたときは、久しぶりの運動で脚がだるくなっていた。

　のろのろとエントランスに近づくと、物陰から何かが飛び出す。

「こんにちは、お義ね姉えさん」

「ひいっ！」

　出た。赤い夕日に照らされるおさぼりマン！

「お昼も来たのに留守だったから、心配しちゃったよ」

「あ……あ……」

「さ、中に入ろう。今日はもう職場に戻らなくていいんだ。夕飯、食べていっていいよね？」

　時計を見ると、夕方四時。

　マジか。こんなに頑張って外を歩き回っていたのに、義弟の襲撃から逃れられなかった。

　どっと湧いた疲労感に押しつぶされそうになる。

　裕ちゃんが帰ってくるのは、早くても七時。それまでに、ソファで何もせずにゴロゴロするこいつを見ながらご飯を作り、洗濯物を畳まなくてはならないのか。

　嫌だ。

　本能が叫んでいる。

　でも、義両親に秘密を話されたらと思うと、石のように口が動かなくなる。

　なすすべもなく、石像のように固まっていた、そのとき――。

「断る」

　断固とした声が、後ろから響いた。

　驚いて振り向くと、まだ帰ってくるはずのない裕ちゃんがこっちに歩いてくる。

「裕ちゃん」

「な、なんだよ兄貴。副社長がこんなに早く帰ってきていいわけ？」

　裕ちゃんの全身から、怒気が噴出していた。

　イケメンのしかめっ面は迫力があって、見ているだけではらはらする。

「お前、いったい毎日何をしに来ているんだ。何が目的だ」

　私を守るように、裕ちゃんは自分の後ろに隠した。

「ええ……別に遊びに来たっていいじゃん……」

「毎日来たら迷惑だって、子供でもわかるだろ」

「他人の家じゃないから、いいじゃん。義姉弟じゃん」

「じゃんじゃんうるさい！　お前と真子は他人なんだ！　慎め！」

　しつけの悪い犬を調教するように、裕ちゃんは健ちゃんを指差し、決然と言った。

　一瞬怯ひるんだけれど、健ちゃんはごくりと唾を飲むと、裕ちゃんを睨み返す。

「違う。この人は真子ちゃんじゃない。亜子ちゃんだ」

「何を根拠に」

　筋肉だよ、と私は心の中で言った。

「ずっと真子と付き合ってきた俺が、なぜ亜子と結婚する？」

　裕ちゃんのなめらかな言い方が、ずしりと胸にのしかかる。

　あれ……どうして私、嫌な気持ちになっているの。

「何か、他人に言えない事情があるんだろ？」

「言いがかりも大概にしておけ。兄弟でも名誉棄損で訴えるぞ」

『しっしっ』と、まさに犬を追いはらうような仕草で、健ちゃんに手の甲を振る裕ちゃん。

「だって、どっからどう見ても亜子ちゃんじゃないか。ふたりとも、どっかよそよそしいし。彼女が本当にずっと付き合ってきた真子ちゃんだって言うなら、証拠を見せろよ」

　苦し紛れの健ちゃんのセリフが、終わるか終わらないかの瞬間だった。

　裕ちゃんが、強い力で私を抱き寄せた。

　とても抗えない力で私を抱きしめ、噛みつくように乱暴にキスをする。それは、今までの触れるだけのキスとはまったくの別物だった。

　熱い吐息が、喉まで流れ込んでくる。

　裕ちゃんの舌が私の舌を弄もてあそび、吸い上げる。

　混乱と呼吸困難で、私は裕ちゃんにしがみつくことしかできない。

　長いキスのあと、裕ちゃんは唇を離す。腰が砕け、立っていられなくなった私を抱きしめたまま。

　貼りついた胸から、私のうるさい鼓動が裕ちゃんに伝わってしまう。

「これでどうだ」

　低い声にハッとして、まばたきをした。呆ぼう然ぜんと、健ちゃんがこちらを見ていた。

「真子にも亜子にも長く会ってないくせに、適当なことを言って嫌がらせをした罪は重い。もし両親にバカバカしい憶測を話し、これ以上こいつを傷つけることがあったら、お前のさぼり癖を全部暴露してやるからな」

「えっ！　ちょっと待って！」

　弱りきった表情の健ちゃんに、裕ちゃんはたたみかける。

「金輪際、俺がいないときに訪問するのはやめてもらおう。わかったな」

　私の肩を抱き、マンションの中に入る。

　自動ドアが閉まる瞬間、健ちゃんの不満そうな顔が見えた。

「……ちぇ」

　小さな舌打ちが聞こえたと同時に、外の世界から遮断された。私は裕ちゃんに誘導されるがまま、無言でエレベーターに乗り込む。

　ふたりきりになると、さっきのキスが脳裏によみがえってきた。

　考えるのをやめても、何度も何度もよみがえる。そのたびに、全身が燃え上がるように熱くなる。知らなかった感覚に痺しびれ、指先までジンジンする。

　裕ちゃんもずっと無言だった。

　演技だってわかっているのに、どうしてこんなに苦しいの。

「裕ちゃん、やりすぎだよ」

　やっとそれだけ言うと――。

「うん。ごめん、止められなかった」

　リアクションに困る言葉が返ってきた。

「でもこれで、もう健太郎は来なくなると思うから」

　裕ちゃんが言ったとき、エレベーターのドアが開いた。

　そして自分の家に入り、心底ほっとする。

　自分の家、だって。本当は、裕ちゃんと真子の新居なのに。

　でも、守ってくれたのだ。裕ちゃんは、偽の妻である私を守ってくれた。

「ありがとう、裕ちゃん。健ちゃんのこと」

「夫として当然のことをしたまでだ」

　裕ちゃんは微笑み、私の頭を撫でる。

「じゃあ一度、会社に戻る。一応、健太郎の職場に問い合わせたら、今日はもう帰っていると聞いて。嫌な予感がして見に来てよかった」

「えっ。戻るの？」

「俺はあいつと違って、仕事熱心だからな」

　そう言うスーツ姿の裕ちゃんは、誰より輝いている。尊すぎる。

　でも、寂しいなあ。戻っちゃうのか。

「気をつけてね」

　見上げると、裕ちゃんは軽くキスをした。

　深いキスを覚えた私は、いつもより動揺しなくなっていた。

「いってきます」

　そう返して、裕ちゃんは去っていった。




　リビングのソファに深く座り、ひたすら宙を睨んで、ぼーっとする。

　夕食の支度をしなくてはならないのに、何もする気になれない。

「って言っても、誰かが代わりにご飯を作ってくれるわけでもなく……」

　嫌々立ち上がり、のそのそと冷蔵庫に近づいたときだった。ポケットに入っていた携帯が、無遠慮に鳴る。

　画面を見ると、発信相手は【公衆電話】となっていた。

　ある予感が頭にひらめいて、咄とっ嗟さに指を動かす。

「もしもし！」

　叫ぶように携帯に問いかけると、一瞬の間を置いて、返事が聞こえた。

『もしもし、亜子？』

「真子？　真子なんだね？」

　聞き間違えるはずがない。生まれたときから、ずっとそばで聞いてきた声だ。

　やっと落ち着いてきた胸が、再び強く鼓動を打ち始める。

「今どこ？　無事なの？」

　質問する声が震えた。

『うん、元気。事件に巻き込まれたわけじゃないの。自分の意志で、私は今、ここにいる』

　ここ、というのがどこかはわからない。

　ただ、真子が何かの事件に巻き込まれたわけじゃないことがわかっただけで、少しほっとした。

「まさか、結婚式の前日にいなくなるなんて思わなかったよ」

『ごめん。式、中止になった？』

「実は――」

　私は真子の身代わりとして結婚式を挙げ、新婚生活を営んでいることを、ざっくり話した。

「あ、でも、何もやましいことはないから。裕ちゃん、私には全然手を出さないの」

　脳裏によみがえるさっきのキスを、必死で頭の中から追い出そうとする。

　あれは健ちゃんに対する演技だ。裕ちゃんは私に欲情しているわけじゃない。私が許可したら夜の営みもする、みたいに言っていたけれど、あれも冗談に違いない。

「真子、帰ってきてよ。裕ちゃん、かわいそうだよ。花嫁に逃げられて」

『うーん……』

「もちろん、真子にも家出したくなるような事情があったんだよね。でも私たち、何も聞いていなくて、戸惑っているんだ。一度帰ってきて。話をしよう。裕ちゃんや親と話すのが嫌なら、私だけでいいから」

　電話を切られるのが怖くて、一生懸命に話しかけるが……。

『ちょっと、まだ無理かな。もう少し落ち着いてからじゃないと』

「もう少しって、どれくらい？」

『わからない。でも確実に言えるのは、私は裕ちゃんとの結婚を望んでいないということ。彼と夫婦にはなれない』

「どうして……わけがわからないよ」

　高校生のときから付き合って、約十年。

　見た目や財産を抜きにしても、裕ちゃんは優しくて素敵な人だ。家事スキルゼロから始めた私を、ひとことだって責めたりしないんだ。

『ごめん。私は今、自由になりたいんだ。パパたちの人形でいることに限界が来たの』

「人形って……」

『亜子は、私が望んでお茶やお花、ピアノ、バレエ……あれこれやっていると思っていた？』

　言われて初めて、ハッとした。

　文化系の習い事を、真子はどれも器用にこなしていた。才能があるんだなあと思っていた。

　だけど、そのどれかひとつでも、真子自身が『やりたい』と言って始めたものはあっただろうか？

『裕ちゃんは素敵な人よ。でも、私は裕ちゃんより自由が欲しいの』

　真子の声が震えていた。冗談を言っているのではないことを、微妙な振動が語っている。

『今までごめんね、亜子。亜子が裕ちゃんのことを好きだってわかっていたのに、私は裕ちゃんに甘えて、手放せなかった』

「え」

　待って、真子。

　今、なんと言ったの。

　私が、裕ちゃんのことを、好き？

　真子の発言に、呆然とする。

『亜子は一生懸命、自分の気持ちを押し殺していたよね』

「ちょっと待って。私は、そんなこと……」

『素直になりなよ。もう、私は戻らないから』

　頭の中が混乱して、返す言葉が見つからない。

　ずっとそばにいたはずの真子が、知らない女の人に思えた。

「永遠に帰ってこないつもり？　勝手すぎるよ。私の気持ちまで、勝手に真子が決めないで」

　身代わりとして花嫁にされ、自分を偽りながら暮らしているフラストレーションが、爆発しそうになる。

「自分が自由になるためなら、私を不自由にしてもいいわけ？　結婚が嫌なら、ちゃんと話し合ってよ」

　私は真子が好きだったし、仲のいい姉妹だと思っていた。

　反対に、真子は黙って失踪しちゃうくらい、私のことが嫌いだったのかな。子供の頃から今まで自由にしていた私を、心の底では疎んじていたのかもしれない。

　でも私は、このまま真子と生き別れになるのは、どうしても嫌だ。

　それに、私はちゃんと〝徳井亜子〟として生きていきたい。誰も、騙すことなく。

『亜子を苦しめたいわけないじゃない。落ち着いたら、いつか会いに行くよ』

　私の心を読んだかのように、真子がなだめるような声で囁く。

「いつかって、いつよ。早く私を解放してよ」

『いい？　亜子。素直になるんだよ。私になりきるのはともかく、裕ちゃんとの結婚生活は苦痛？』

　苦痛ではない、と言いかけて、やめた。真子の思うつぼのような気がしたから。

『もう私は違う世界にいると思って。裕ちゃんのことが好きなら、そのまま本当の夫婦になればいい。私のせいで、いろいろと苦労があると思うけど』

「真子……」

『本当よ。私はもう、裕ちゃんを男の人として見ていない。彼は大事な幼なじみで友人よ。でも彼が誰を抱いているところを想像しても、まったく嫉妬を覚えないの。だから……』

　真子は一瞬、言葉を切った。そして、はっきりと私に言い聞かせる。

『あなたに裕ちゃんを任せる。裕ちゃんと結婚して、亜子』

　返事をする前に、通話は切れた。

　私は呆然と立ちつくす。

　携帯を当てていた耳が、熱を持っていた。










夜空の下で




　高校生のときの夢を見た。

　裕ちゃんと真子が付き合い始めたのをきっかけに、両家がふたりを婚約させた頃の夢だ。

　真子は、あの頃から私が裕ちゃんを好いていたことを、私自身より先に認識していたのだろう。

　今、こんなふうに裕ちゃんを裏切るくらいなら、どうして最初から彼と付き合ったりしたのか。

　彼が真子のものになってから、私はますます、走ること以外の物事を視界から押し出すようになった。

　裕ちゃんを好きだったことを、認めたくなかった。陸上に打ち込むことで、他のことを忘れようとして、見事に成功していたはずだったのに。

「どうして今さら、そんなこと言うのよ……」

　真子の発言が鍵となって、心の封印を解かれたようだ。露骨に裕ちゃんのことを意識してしまう。

　ごそごそと手を伸ばし、枕元の携帯を掴む。

　時間を見ると、アラームが鳴る直前だった。少し損したような気分で、まぶたをこすると――。

「うっ、は……！」

　裕ちゃんの寝顔が、目の前に落ちていた。

　そりゃあそうだ。毎日添い寝しているんだもの。

　いつもはアラームと同時に、ふたり一緒に起きることが多いから、寝顔を見たのは初めて。

　目を閉じていると、まつ毛の長さが際立つ。まるで少年のような寝顔に、胸の奥をわしづかみにされる。

　か、可愛いが過ぎる……！

「ん……」

　起きてしまったのか、裕ちゃんがむにゃむにゃ言いだした。

「亜子、もっとくっついて。もう少し寝ていよう」

　長い腕が伸びてきたら急に恥ずかしくなり、私はベッドから飛び下りた。

「裕ちゃんは、ゆっくりしていて」

　それだけ言って、早足でキッチンへ。

　いつもビシッとしている裕ちゃんの寝起きを見られるの、今のところ私だけなんだ。

「犯罪級の可愛さ……」

　にやける頬を叩き、朝食の準備に取りかかる。

　そして、ほとんど準備が完了したところで、私服の裕ちゃんが現れた。そこで初めて、今日が土曜日だということに気づく。

　そうだ、昨夜はふたりで、テレビでやっていた映画を観てから寝たんだっけ。私は横に座る裕ちゃんを意識しすぎて、映画の内容に集中できなかった。

「おはよう。よくも俺をひとりで置き去りにしたな」

　冗談めかして笑う裕ちゃん。

　土日は私がゆっくり寝ていると、裕ちゃんが朝食を準備したりする。

　料理をしている姿を見るのも好きだし、彼のご飯は、私が作るものより、数段おいしい。

　あー、残念。損した気分。まあしょうがないか。

　テーブルに着いた彼は、向かいに座った私をじっと見つめる。

「な、何？」

「いや、今日も可愛いなと思って」

　さらっと褒められ、持っていたフォークを落としてしまう。

「最近、薄く化粧をしてるだろ？」

「う、うん」

「最初の頃はすっぴんだったのに。ノーメイクの方が楽なら、無理しなくていいんだよ。どっちも可愛いから」

　可愛いを連発されたら、単純に嬉しい。どうして彼は偽妻に、こんなに優しくできるのか。

「ど、どうも……」

　短く相槌を打って、茶碗を持つ。マニキュアもしていない自分の手を見て、ふと気づいた。

　優しくするのは、私が真子と同じ顔だからだ。

　舞い上がっちゃいけない。最初からわかっていることだ。

　この生活は、いつまでも続かない……。

「あ、あの」

　真子から連絡があったことを、二日経った今でも裕ちゃんに話せずにいる。どんなことを話したかと突っ込まれると、非常に困るから。

　もともと冗談とか嘘が苦手なキャラである自分が、恨めしい。

　でも、裕ちゃんも態度には出さなくても、真子のことを心配しているに決まっている。迷惑をかけているのだから、報告の義務があることもわかっている。

「あのさ……健ちゃんを追いはらった日にさ……」

「うん？」

　トーストをかじる裕ちゃんと目が合う。ごくりと唾を飲み込み、私は勇気を出して口を開いた。

「真子から、電話があったの」

　時間が一瞬、止まった気がした。

　目を伏せて、裕ちゃんはトーストをゆっくり咀嚼し、飲み込む。

「そう。居場所とか、失踪の理由とか、聞いてみた？」

　至って冷静な表情。まるで世間話みたいなテンションで聞き返される。

「事件じゃなくて、自発的失踪だったんだって。無事に、元気にしているって。声もしっかりしていた」

「無事でよかった。俺も事件性は低いと思っていた」

「居場所とか聞いても、教えてもらえなくて……ごめんなさい」

　真子の言葉に途中から混乱して、何も言い返せなくなった。もっと冷静に、どこでどうしているのか聞いて、連れ戻さなきゃいけなかったのに。

「亜子が謝る必要はないよ。失踪の理由は聞いた？　他の男と一緒にいるとか」

　背中が凍りつくような気がした。

　真子が浮気をしていて、相手の男性の住すみ処かに逃げている可能性もあるとは、考えたこともない。

「そうは言っていなかったよ。ただ、自由が欲しいんだって」

　答える声が震えた。

「そうか。うん、結婚ってお互いを縛る制度だもんな」

　怒りも嘆きもせず、裕ちゃんはコーヒーをすすった。

「あいつはずっと、自由になりたかったのかもな。子供の頃から親の期待に応えようと、頑張ってきたから」

「私がポンコツだったから、真子に負担をかけていたんだね……」

　真子が私の想いを知りながらも裕ちゃんと付き合ったのは、ひそかな復ふく讐しゅうだったのかもしれない。

　ふと、そう考えついたけれど、ただの推測だ。考えすぎるのはやめた。

「亜子のせいじゃない。ご両親のせいでもない。みんな、相手のためになると思ってやっていただけだ」

「私はずっと自由だった」

「そうかな。真子だけが可愛がられているって、思い込んでいなかった？　自由にしていると見せかけて、亜子だって、何かに縛られたり遠慮したりしていたんだと思うよ、俺は」

　裕ちゃんの声は、そよ風みたいに優しかった。なのに、私の心の奥は軋きしんで痛みを訴える。

「どこの家族も夫婦も、そんなもんじゃないかな。心から自分の好き勝手にしている人は、そうそういないよ」

「うん……」

「この件に関しては誰も悪くない。真子は俺のことを責めていた？」

　思いきり首を横に振って否定すると、裕ちゃんは苦笑した。

「じゃあ、俺も悪くないんだ」

「当たり前だよ！　裕ちゃんは、全然、これっぽっちも悪くない！」

「はは。そうかそうか。なあ、朝食の続きをしないか。せっかく亜子が用意してくれたんだから」

　裕ちゃんに促され、私は浮かせかけていた腰を下ろした。




　食欲はすっかり失せていたけど、私たちはゆっくりと食事を胃に収めた。

　そして食後のコーヒーを飲みながら、湯気の向こうの裕ちゃんを見る。

　裕ちゃんは、もう真子を連れ戻そうという気はないように思える。携帯会社に調べてもらえば、どこの公衆電話からかかってきたか、わかるかもしれないのに、それもしようとしない。

　とすると、裕ちゃんは今後、ご両親に本当の事情を説明するつもりなのかな。

　政略結婚は破棄。父の会社は仕事をもらえなくなり、私や従業員の家族は路頭に迷うことになる。

　でも、このまま裕ちゃんを縛りつけるわけにはいかない。

　だって、彼には幸せになってほしいもの。

　帰ってくる見込みのない真子を待ち続けるより、他の相手を見つけて幸せになってほしい。彼の家族だって、そう願うに違いない。

「ねえ、裕ちゃん」

　話し方も仕草も性格も、何もかもが違う。外見と声が似ているだけの私じゃ、真子の代わりになれないかな。

「ん？」

「ううん、なんでもない」

　姉の代わりに私をもらってください。

　……なんて、言えるわけがなかった。

　口を閉ざした私の代わりに、食後のコーヒーも飲み終えた裕ちゃんが話す。

「そうだ、亜子。ふたりで出かけようか」

「え？」

「両親や健太郎に邪魔されて、ストレスが溜たまっているだろ。たまには自宅を離れた場所でリフレッシュしないか」

「あ、うん！　行く！」

　私はうなずく。裕ちゃんは微笑み、携帯をいじり始めた。行き先を検索しているらしい。

　邪魔をしないよう、私はできるだけ音をたてないように食器を洗った。




　三時間後。私たちは森の中にいた。

「ちょうど昼に着いてよかった」

　裕ちゃんの車で向かったのは、マンションから車で二時間ほどの場所にある、とある渓谷。

　受付を済ませて、案内された先にあったのは……。

「うわあ、可愛い！」

　玉ねぎ形の、白いテントだった。

　中を覗くと、ベッドやソファ、テーブルが。外国の古い絵本の世界に迷い込んだような錯覚を起こさせる、調度品の数々。

「まるでホテルだな」

　テントの中を見回して、裕ちゃんも感嘆した。

　彼が言う通り、アメニティもホテル並みに充実している。電気も通っているようで、電気ポットまで置かれていた。

「いきなりキャンプに行こうって言いだすから、びっくりしたけど。なるほど、これなら荷物はほとんどいらないね」

　あのあと、裕ちゃんはどこかに電話し、こう言ったのだ。

『予約が取れたから、キャンプに行こう』と。

　キャンプは子供のとき以来で、私のテンションは鯉のぼりくらい高く上がった。

「ラッキーだったな」

「うんうん。普通は当日予約なんて受けないよ」

　ここは人気のグランピング施設らしく、いつもは予約でいっぱいらしい。

　土曜日の予約がいきなり取れるわけがないのだけど、ちょうどキャンセルが出たとか。単に運がよかったのか、実は星野家のコネを使ったのか……追及はしないことにした。

「こんにちはー。バーベキューの材料と炭をお持ちしましたー」

　テントの外から元気な声がして振り向くと、まるでクマみたいに大きな体のおじさんが、台車を引いてニコニコしていた。

「わーい、バーベキューだ！」

　学生の頃は、よく友達と楽しんだものだ。それぞれ別の企業に就職してから疎遠になり、最近ではほとんどやっていない。

　テントの横には、屋根付きのウッドデッキ。中央にバーベキューコンロとテーブルセットが設置されている。

　急いで出かける準備をし、間食もしないでここまで来たので、お腹はペコペコだ。

「火を起こしていきましょうか？」

「大丈夫です！　私、できるんで！」

　自分でやらなきゃ楽しくないでしょ。

　腕まくりをし、てきぱきと火起こし器やら炭やらを設置していく私を見て、クマおじさんは笑った。

「こりゃあ頼もしい奥さんだ。いいお母さんになりますね」

「ええ、自慢の妻です」

　裕ちゃんの答えに、何も飲んでいないのに、むせそうになった。

　予約するときにわざわざ、『夫婦です』とは言わないよね。ってことは、私たち、自然に夫婦に見えたってことかな。

　どぎまぎしながら軍手をはめ、何も聞こえなかったふりで準備にいそしむ。

「俺の見せ場を取るなよ。お、うまそう」

　クマおじさんが行ったあと、裕ちゃんが食材の箱を開けた。

　中には、生肉、野菜、海老、ソーセージやベーコンなどなど、ぎっしりと詰まっている。

「……ねえ、これ、多くない？　多いよね？」

「うん。食材セットは四人前からじゃないと注文できなかったから。自分たちで食材を買って運ぶと、時間がかかるし」

　さらっと言う裕ちゃん。

「じゃあこれ、四人前ってこと!?」

　どう見ても大人ふたりしかいないのに、やけに多いと思った。

「大丈夫。真子は無理でも、亜子なら食べられるよ」

　なぜか自信満々で言う裕ちゃんに、ムッとする。

「どういう意味？」

「陸上をやってたとき、暇さえあれば何か食べてただろ」

「それは、当時の消費カロリーが半端なかったからだよ！」

　とにかく、焼こう。焼いたら、かさが減って見える……ような気がする。

「私も頑張るから、裕ちゃんも頑張って食べてよ」

「もちろん」

　他のグループのテントやコンロは、見えないようになっている。

　大自然の中、完全にふたりきりで肉を焼く。

　最初は、少人数のバーベキューに、間が持たないんじゃないかと不安しかなかったけれど、焼いた肉を食べたら一気にテンションが上がった。

「おいしい！　何これ、どんな高級肉？　裕ちゃんも食べて！」

「ん」

　何を思ったか、裕ちゃんは私に向かって口を開ける。

　まるで、鳥のヒナだ。食べさせてってこと？

「ちょっと待って」

　焼けた肉を直接口に放り込むのは、ダメだよね。

　網から取った肉に、フーフーと息を吹きかけた。

「はい、どうぞ」

　周りが見ていないから、できることだ。恥ずかしながらも肉を差し出すと、裕ちゃんは恥ずかしげもなく口に含む。

「うん。フーフーのおかげで倍おいしいな」

「何言ってるの。あー、もっと食べよ。もっと！」

　恥を忘れるため、テーブルとコンロの前をせわしなく往復する。

　開放的な空間と、森から放出されるマイナスイオン。自然の風に吹かれると、いつもより食べ物がおいしく感じられた。

「マシュマロまである～！　フウ～！」

　いつの間にかメインの食材を食べきり、ちゃっかりデザートまでおいしくいただいてしまった。




　ちょっと休憩したあと、私たちは森の中を散策していた。

「夜はシェフが作るフルコースだけど、よかったかな」

「えっ、シェフが？」

「そう。俺たちは何もしなくていいんだ。亜子は夜もバーベキューしたかった？」

「いや……もう四人前は食べきれないかも」

　真ん丸くなったお腹をさすると、裕ちゃんは、ぷっと吹き出した。

「俺も。バーベキューはつい食べすぎるよな」

「わかりみが深い……」

　子供の頃、バーベキューで食べすぎ、結局吐いた思い出がよみがえる。

　数分歩くと、川が見えてきた。

「綺麗な川。真夏だったら絶対入っちゃうな」

　さらさらと流れる川辺に座り、指先で水を触る。夏でも冷たいであろう川の水は、幼い頃のことを思い出させた。

「何家族か集まって、キャンプに行ったことがあったよね。裕ちゃんと健ちゃんと、うちの姉妹で川に入って」

「ああ、あったな」

「そのあと、覚えてる？　翌日に真子だけ、見事に熱を出したの」

　言ってから、慌てて口を押さえる。

　しまった。真子のことを話題に出すんじゃなかった。

　おそるおそる、隣に座る裕ちゃんの横顔を見る。彼は傷ついたふうでもなく、穏やかに川の流れを眺めていた。

「……騒がしいな」

　ふと、裕ちゃんが視線を移す。そっちの方から、若者グループのはしゃぐような声が聞こえてきた。

「あっちは普通のキャンプ場にもなっているから、家族連れや大学生がいても不思議じゃないな」

「うん」

　せっかく騒がしい都会から逃れてきたのに。やっぱりどこでもバカ騒ぎする人っているのね。子供じゃないのに。

　ちょっともやっとしたけれど、すぐに思い直す。

　私も若い頃は、ああだったわね……なんて、急におばさんになったみたい。

「あ、何あれ」

　声のする方から、何かが流れてきた。

　毒々しい紫とグリーンで着色された水鉄砲。子供が持てば、バズーカくらいに見える大きさだ。

　こんな綺麗な川に、変な落とし物をしていっちゃダメだ。プラスチックは分解されないんだから。

　急いで靴を脱ぎ、裾をまくり上げ、私は裸足はだしで川の中に入る。

「おい、亜子」

「大丈夫！」

　岩に引っかかった水鉄砲を拾い上げると、川上の方から若者が走ってきた。

「すみませーん、ありがとうございま……あ」

　オーバーサイズのＴシャツに、細いパンツ。大学生みたいな格好をして近づいてきたのは、なんと健ちゃんだった。

「お前……まさか、ストーカーか」

　鬼のような顔で睨む裕ちゃん。

「まさか。友達と遊びに来てただけだよ。高校のときの同級生と……ほら、亜子ちゃん、手」

　川から大股で戻る私に、手を差し伸べる健ちゃん。

　その前に、裕ちゃんが立ちはだかる。

「名前を間違えるな」

　私は裕ちゃんが伸ばした大きな手を取る。しっかりと掴まれ、岸に引っ張り上げられた。

「はい、健ちゃん。川にゴミを流したらダメだよ」

「わかってるって」

　弱った顔をして、健ちゃんは水鉄砲を受け取った。

　もうだいぶ涼しくなってきたというのに、水鉄砲で遊ぶとは。若いなあ……って言っても、いくつも変わらないか。

　首にかけていたタオルを健ちゃんが貸してくれたので、足を拭いた。

　靴下を穿き直している間に、健ちゃんが裕ちゃんに話しかける。

「兄貴たち、どのテントなの。あ、もしやあっちの、バカ高い方じゃない？」

「お前には絶対に教えん」

　裕ちゃんは、私がちゃんと靴を履いたのを確認すると、荒々しく手を引き、来た道を引き返す。

「そんなに邪険にしなくても……」

　情けない声に振り返ると、健ちゃんが寂しそうにこちらを見ていた。

　彼の後ろから、友達らしき女子がふたり、駆け寄ってくる。

「健太郎、誰あれ？」

「スタイルよすぎじゃない？　こっち向いてよ～！」

　女の子たちの高い声が聞こえているはずなのに、裕ちゃんは振り向きもしないでずんずん歩く。

　私を健ちゃんから遠ざけるためだっていうのは、わかる。

「裕ちゃん……」

　でも、兄弟が仲良くできないのは、悲しい。

「ねえ、裕ちゃん。私、もう大丈夫だよ」

　若者たちの声が完全に聞こえなくなったところで、裕ちゃんは足を止めた。

「毎日家に来られるのは困るけど、たまに会うくらいなら……」

　私が言っている途中で、どんどん怖い顔になる裕ちゃん。言葉を失った私に、彼はぼそりと呟いた。

「お前のためだけじゃない。俺があいつにお前を会わせたくない。自分の女に、なれなれしくしてほしくないんだ」

　自分の女って……。

　もしかして、やきもち？

「それじゃ……」

　まるで、裕ちゃんが私に恋をしているみたいだ。

　言いかけて、口をつぐんだ。

　そんなわけない。なれなれしくされた結果、私の正体が明るみに出ることを恐れているんだろう。

　私たちの間を、冷たい風が吹き抜ける。

「ちょっと寒くなってきたね」

　パーカーを羽織った腕をさすると、裕ちゃんは眉間の皺を和らげた。

「そうだ、近くに温泉があるんだ。グランピング宿泊客は無料で利用できる」

「えっ、温泉。行きたい！」

「よし、早めに行こう。そのあとで夕食だ」

　裕ちゃんが微笑み、私はほっと息を吐く。

　せっかくこんなところまで来たんだ。普段のゴタゴタは忘れて、楽しまなきゃ。

　私たちは、手を繋いでテントに戻る。

　足場の悪い道を歩く私を、裕ちゃんが支えて、導いてくれる。それだけで、とても幸せな気分だった。




　温泉施設は広くて新しく、とても快適だった。しかし――。

「わ～、素敵～。広～い」

「ヤバイ～」

　健ちゃんのお友達と思われる女子たちと、かち合った。

　あちらは私に気づいてはいない。おそらく大学生だ。若くてぷりぷりしたお肌を惜しげもなくさらし、つんと上がったバストを揺らして歩く。

　ああ……いいなあ、みんな若くて……。

　さほど年は変わらないのに、大学生か社会人かで雰囲気はまったく異なる。気楽さの違いが出るのか。

　……っていうか、健ちゃん、女子大生と遊んでいるの？　どうやって知り合ったんだろう。

　彼女たちが遠くの浴槽に行ったのを確認し、ほっと息をついて手足を伸ばす。

　はあ。温泉、気持ちいい……って、待てよ。彼女たちがいるってことは、もしや。

　男湯では裕ちゃんと健ちゃんが、ばったり遭遇していたりして……。

　ふたりが睨み合いながらお風呂に入るところを想像すると、頭が痛くなりそうなので、やめた。

　広いお風呂を堪能することに、私は神経を注いだ。




　ギャルたちよりひと足早く温泉から出ると、ちょうど裕ちゃんと出入口付近で会うことができた。

「ねえ、裕ちゃん。さっきのギャルたちがいたよ」

「知ってる」

　素っ気なく言うと、裕ちゃんはずんずんと、テントがあるエリアに向かって歩いていく。

　もしや、健ちゃんに会ってしまったのか。それで機嫌が悪いのかも。

　ああ、せっかくふたりきりのプチ旅行なのに……。

　裕ちゃんの機嫌をどう取っていいかわからず、途方に暮れる。

　私は無力だ。こんなとき、真子だったら、上手に彼をいい気分にできたのかな。

　とぼとぼと歩き、テントに着くと、ウッドデッキの上でシェフが待っていた。

「お料理をお持ちしました」

「わあ！」

　昼間たらふく食べたのに、テーブルの上に並べられた色鮮やかなシェフの料理が、空腹を誘う。

「これはうまそうだ」

　裕ちゃんも眉間の皺を和らげた。ありがとう、シェフ。




　シェフの素敵な料理のおかげで、会話は弾んだ。

　またお腹いっぱいになってテーブルの上が片付くと、辺りはすっかり静かになった。

　暗くなった夜空に、星が浮かぶ。

「綺麗……」

　ウッドデッキの椅子に座って空を仰ぐ。少しずつ闇が濃くなっていくと、見える星も増えた。

「晴れててよかったな」

　隣の裕ちゃんの言うことに、黙ってうなずく。

　普段は見上げることもしない夜空。視界を妨げるものは何もなく、ただそこにある星たちがきらめく。

　一面の星空に見とれていると、自分が宇宙空間に紛れ込んだような気さえした。

「へっくしょん！」

　急に寒さを感じたと思ったら、くしゃみが一発。

「寒いか。夢中になっていて気づかなかったな」

　身軽に裕ちゃんが立ち上がる。テントに行って戻った彼の手には、大きめのブランケットが。

「ほら」

　椅子を寄せ、一枚のブランケットをふたりの肩にかける。ブランケットは暖かく、背中や膝まで覆えた。

　なんだか、一緒の布団に入ったみたい。

　伝わってくる裕ちゃんの体温にドキドキしていると、彼が口を開いた。

「なあ、亜子」

「うん？」

　星を見上げたまま、私は聞き返す。

「……いや。また今度でいい」

　不自然に裕ちゃんは口をつぐんでしまった。

　何を言いたかったのか気になった私は、彼を追及しようとする。その瞬間――。

「流れ星！」

　視界の端を、銀色の線が駆け抜けていった。

　慌てて見上げると、もうひとつ、星が落ちていく。私は思わず、両手を合わせてお願いした。

　どうか、真子が元気でいますように。そして――。

　一日でも長く、裕ちゃんのそばにいられますように。

　目を開けて、ハッとする。

　私、今、何を願った？

　真子と裕ちゃんに、幸せになってほしかったはずなのに。

　叶わないなら、早く裕ちゃんを自由にしてあげないとって、考えていたはずなのに。

　本心で願っていたことは、裕ちゃんのそばに、自分がいること？

　かあっと体が熱くなる。

　なんて身勝手な。なんて厚かましい。

　両手で顔を押さえた私は、指の間から裕ちゃんの横顔を覗き見た。

　裕ちゃんもじっと空を見上げ、何かを祈っているような、そんな気がした。










弟の戯言




　亜子と別れ、キャンプ場の近くにある温泉の男湯に入っているときのことだった。

「あー、兄貴！」

　遠慮もせずに俺を見つけて指差し、大声で呼ぶ健太郎に、呆れ返るほかなかった。

「なんだなんだ？」

「あれ。さっき女子がイケメンだって騒いでたおっさん？」

「お前の兄さんなの？　俺らあっちに行ってるから」

　誰がおっさんだ。黙れ若造ども。

　大学生に毛が生えた程度の、見るからに軽そうな男たちが、こっちをじろじろと見ながらも距離を取る。

「お前も行けよ」

　温泉は期待していた通りの広さで、いくつも浴槽がある。それぞれに質の違う湯が張られており、俺はバナナの大きな葉が浮いた風呂に浸つかっている最中だった。

「いいじゃん。昔はよく一緒に風呂に入っただろ」

　まったく鍛えたことのない脆ぜい弱じゃくな体で、隣に無遠慮に入ってくる健太郎。

　すっと尻を浮かせて、俺は距離を取った。

「そう嫌うなよ。俺が偽装結婚を見抜いたからってさ」

「なんの話だ」

　あれだけ脅してやったのに、なれなれしく話しかけてくる健太郎に腹が立つ。

「よく考えたら俺は困らないんだよ、親父に告げ口されたって。親父はたぶん、俺のさぼり癖をとうに知ってるから」

「はあ？」

「だから、兄貴みたいな重要ポストに近づかせず、端っこの研究所に放り込んでおいたんだろ。息子がニートだと噂されるよりはいいからさ。全部、親父の思い通りだよ」

　湯の中で長い息を吐く健太郎を、思わず見つめる。

　俺もそれくらいのことはわかっていたが、本人も自覚していたとは。

「じゃあ直せよ、さぼり癖」

「無理無理。どうせ俺は頑張ったって、兄貴みたいにはなれないんだ」

　すねた子供のような口調に、余計に腹が立った。

　俺が今の地位にいるのは、子供の頃から親父に認められたくて努力をしてきたから。

　なんの努力もせず、自分が認められないのを他人のせいにするようなやつは、たとえ身内でも好きになれない。

「ああ、そうか。これからも自由を謳おう歌かしろ。俺に関係のないところでな」

　浴槽から出ようと立ち上がると、健太郎にぱっと手を掴まれた。気持ち悪くて振りほどくと、健太郎は真剣な表情でこちらを見上げていた。

「そうはいかない。今のままじゃ、亜子ちゃんがかわいそうだ」

　亜子の名前を出され、ゆっくりと浴槽の中に戻る。

「何が言いたい」

「なんらかの事情で、真子ちゃんの身代わりとなり、亜子ちゃんが兄貴の仮の妻になっているんだと、俺は考えている」

　ただの憶測だ。俺は冷静に聞くふりをする。

「だとしてもさ、亜子ちゃんをいつまで縛りつけるわけ？　亜子ちゃんだって、いい年だよ。花の命は短いんだ。結婚ごっこをしている場合じゃないでしょ」

　浴場にいるせいか、健太郎の声が、やけに大きく反響するような気がした。

「兄貴や真子ちゃんに、俺たちの気持ちはわからないよ。出来のいい上の子供といつも比べられた俺たちが唯一持っているのは、自由だったのに。別名、無関心ともいう」

　悔しそうな表情でうつむく健太郎。まるで小学生のようだ。

「亜子をお前と一緒にするな」

　確かに亜子は何も強制されず、のびのびとしていた。だが、決してダラダラ過ごしていたわけではない。

　陸上に打ち込む亜子の姿は、今も忘れない。

　はたから見れば、自由なのにどうしてわざわざキツイ競技を選んで、あれほど努力できるのかわからないほど、彼女は陸上を愛していた。

「とにかく、恋愛も仕事も遊びも自由にできなくて、かわいそう」

　心底気の毒そうに、健太郎が眉を下げる。

　やめろ。お前が亜子に同情するな。何も知らないくせに。

「亜子ちゃんを解放してあげてよ。俺の言いたいことは、それだけ」

　言いたいことだけ言って、健太郎はザバッと湯から出ていく。

　水面が大きく揺れ、バナナの葉がゆらゆらと踊った。










中華とパンケーキ




　目を覚ました私は、携帯を見て飛び起きた。

「裕ちゃん！」

　リビングのドアを開けると、もうそこはもぬけの殻だった。

「しまったー……」

　完全に寝坊した。

　キャンプから帰ってきたのは、昨日。日曜日の夕方、ちょうど国民的アニメの主題歌がテレビから流れだす時間だった。

　土曜日の夜、星を見てから、いい加減寒くなってテントに戻ると、なんとベッドはひとつしかなかった。可愛い家具に浮かれていて、ダブルベッドなのを見逃していた。

　私たちは顔を見合わせる。

『……布団で寝たいよな』

『んー。でも、私、こっちでいいよ！　一家の大黒柱に、風邪をひかせるわけにはいかないもの』

　ベッドの横に、申し訳程度に寝袋が置かれている。

　それを指差したけれど、裕ちゃんは首を横に振った。

『夫婦で別々に寝るのはおかしいだろ』

　出た。偽装結婚で他に誰も見ていないのに、無駄に夫婦のふりを強要してくるやつ。

『で、でも……』

『心配しなくても、いつも通り。亜子が了承しないなら、何もしないよ』

　ベッドに腰かけ、裕ちゃんは隣のスペースをぽんぽんと叩く。

　何もしないのは、夫婦として、おかしくないんでしょうか……。

　いや、別に、何かしたいわけじゃないよ。そうじゃないけれど。

　優しいのか強引なのか、裕ちゃんがときどきわからなくなる。

『じゃ、じゃあ』

　正直、寝袋よりも、ふかふかのベッドで眠りたかった気持ちもある。

　ただの添い寝よ、添い寝。いつもと一緒。特別なことではない。

　自分に言い聞かせ、おそるおそる裕ちゃんの隣に潜り込む。

　背中を向けると、裕ちゃんの体が密着してきた。彼が意識的に寄り添ってきたような気がした。

『ちょいちょいちょい！』

　何もしないって言ったのに。

　後ろから抱きしめるように腕を回され、裕ちゃんの手が胸の辺りに来る。うっかり触れてしまいそう。

　抗議すると、裕ちゃんは私の体に回した腕に力を込めて言った。

『くっつくだけ。いいだろ、いつもこうしないと落ち着かないんだ。おやすみ』

　後ろ髪を手でよけられたかと思うと、うなじにキスをされる。

　それだけで私の心臓は破裂寸前になり、なかなか眠りに就けなかった。

　というわけで寝不足になった私は、日曜日の夜から爆睡し、月曜日の今日、しっかり寝坊してしまったのである。

　慌てて裕ちゃんに謝罪メッセージを送る。

　仕事中は私用携帯をなかなか見ない人だ。返事は期待できない。

「自分だけのご飯なら、なんでもいいや……」

　ひとりで食べる昼ご飯と同じように、ご飯に納豆をかけただけの、味気ない朝食。

　ズルズルと音をたてて納豆ご飯を食べたら、のっそりと立ち上がって食器を洗う。

　私、この生活から離れたら、社会人に戻れる自信がない……。

　裕ちゃんといるときは、毎回新しい発見や刺激がある。反対に、ひとりだと毎日同じことが繰り返されるだけの退屈な生活。

「また歩きにでも行くかー」

　自分を励ますように、伸びをした。




　その日の夜。

「そういえば、この前言っていたことだけど」

　スーツの上着を脱ぎながら、裕ちゃんが言う。

　ネクタイを緩める姿、好きだなあ。……じゃなくて。

「この前？」

　なんのことだかピンとこずに、首を傾げる。

「ほら、仕事したいって言っていただろ」

「ああ！」

　健ちゃんが入り浸っていたとき、外で働きたいって伝えていたっけ。

「今はそうでもないか」

　シャツを脱いでお風呂に向かう裕ちゃんを追いかける。

「ううん、働きたい！　一日家にいると、体がなまっちゃって」

　家事はつらいけれど、便利家電に頼れば、体力をあまり使わないで済んでしまう。

「共働きをしながら、今のペースで家事ができると思うか？」

「え、うん、たぶん……ごめん、ちょっと自信ない」

　素直に言うと、脱衣所で裕ちゃんは笑う。

「だよな。俺も一緒にやるけど、やっぱり亜子の方に負担が増えると思う。大丈夫そうか」

「うん……いいや、私、頑張ってみるよ」

　本音を言うと、家事の負担は、夫婦できっちり半分に分担したい。

　でも裕ちゃんは一流企業の副社長。夜遅くなることもしばしばなので、私の負担が増えるのは、まあ仕方ないか。

　それより、目的を持って毎日出かけられるのが嬉しい。

「あと、働く場所は、俺が決めさせてもらう」

「はい。どこでしょう？」

　ドキドキしながら聞くと、上半身裸の裕ちゃんが言った。

「うちの秘書課。つまり、俺の監視下で働いてもらう」

「えっ、秘書！　私にできるかな」

「午後三時までのパートで、雑用だけ。秘書たちの補助ってところかな。どう？」

　さすがに、いきなりやったこともない秘書ってわけにはいかないか。

　自分に実力がないのだから、がっかりしたって仕方ない。しかも、本当の身分を隠して働くなら、雑用が精いっぱいだと納得できる。

「うん。やる」

　こっくりとうなずいた。

「つらかったら、午前だけでもいいけど」

「三時までで」

　三時に仕事を終えられれば、五時には買い物をして帰ってこられる。裕ちゃんが帰ってくる平均時間の八時までに夕食を作ることも可能だ。

「わかった」

　裕ちゃんはうなずき、服を脱ぐ手を止めた。

「……ずっとそこにいるってことは、一緒に入りたいのか？」

　そう言われて、ハッとした。

　ここは脱衣所で、裕ちゃんは今からお風呂に入る。

　剥き出しになった上半身は、ちゃんと男らしい筋肉で覆われている。薄く割れた腹筋が眩しい。

「ご、ご飯、温めておきま～す！」

　逃げるように脱衣所から出て、キッチンへ走った。

　あ、危ない。なんだか、そのうち雰囲気に流されて、気づいたら抱かれていたりしそう。

　私も女だし、両想いならそうなったって構わない。でもさすがに、姉の婚約者と一線を越えるのは……。

　ぶつぶつ言いながら、夕食を温める。

　ぼんやりしていたら、味噌汁がぼこぼこと煮立ってしまった。




　数日後。

　実家から拝借してきた真子の通勤服に着替えた私は、意気込んで玄関に立った。

「さあ、行くか」

「はいっ」

　裕ちゃんの車に乗り込み、いざ出勤じゃ。

　本来なら同伴出勤は周りに嫌な感じを与えると思うので、別々に行きたいところだ。だけど、初めはいろいろとわからないことが多いだろうから、裕ちゃんの言うことを聞き、一緒に行くことにした。

「帰りは電車って、本気か？」

　ハンドルを握ったまま、裕ちゃんの眉間に皺が寄る。

　スーツの裕ちゃんはやっぱり素敵だ。二割増しでときめく。

「電車以外、どうしたら？」

「タクシーを呼べばいい。あるいは、専門の運転手を雇うか？」

　一瞬、冗談かと思ったけれど、裕ちゃんは本気らしい。ニコリともしない。

「パートに行くのに運転手って、聞いたことがないよ」

「それを言うなら、副社長の妻がパートに出る方が珍しいだろ」

「そうかなあ」

　やっぱり裕ちゃんは、私が働くことをよく思ってはいないみたい。

「あんまり甘えてるって思われたくないから、送迎はいいよ」

　うちの実家は、真子には過保護だった。対照的に、私は放置され気味だった。どこへ行くにも電車やバスを使ったものだ。

「ふーん。まあ、無理はするなよ」

　納得しきっていない表情で、裕ちゃんは言った。

　目的地に近づくたび、緊張感が高まっていく。

　新たな職場に行くというだけで緊張するのに、真子のふりをしなくてはならないことが、プレッシャーになっていた。




　裕ちゃんが副社長を務める企業のビルを見上げ、私は嘆息した。

　父の会社もビルを持っているけれど、こんなに大きくはない。

「すごいねえ……裕ちゃんの一族って、これと同じようなビルを何棟も持っているんだよね」

「世界には、もっとすごい一族がたくさんいるから。さあ、行くぞ」

　さすがセレブ。賞賛され慣れている。否定も肯定もしない。

　ビルに入ると、さすが副社長。行く先々で会った社員に挨拶とお辞儀をされる。彼らの前を通り過ぎたあと、後頭部に刺さるような視線を感じた。きっと、『あの女は誰だ？』と思われているのだろう。

　居心地の悪さを感じつつ、裕ちゃんと一緒に最上階の重役フロアへ。

　エレベーターから降りた私は、まず副社長室に連れていかれた。

　部屋の中には応接セットと、重厚さを感じる黒いデスクくらいしかなく、小ざっぱりとしている。

　椅子に裕ちゃんが座るのと同時に、出入口のドアがノックされた。

「どうぞ」

　重いドアを開けて現れたのは、メガネをかけた中年女性だった。

「おはようございます、副社長」

「おはよう。こちら、秘書室長の長なが瀬せさん。長瀬さん、妻の真子です」

　長瀬さんのメガネが、キラリと光る。鋭い目線の美女だ。

「星野真子です。よろしくお願いいたします」

　お辞儀をして、私は顔を上げる。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　落ち着いた声音で、長瀬さんはこちらに会え釈しゃくを返した。

「では、あとは任せます。雑用係ですから、どう使ってもらうのも、長瀬さんの自由です」

「かしこまりました。では星野さん、こちらへ」

　裕ちゃんに会釈をし、私たちは副社長室の外へ出た。

「星野さん、秘書のご経験は？」

　ドアの外で、長瀬さんがニコリともせずに問う。

「あ、ありません」

「前職は何を？」

「一般事務です。電話応対とか、パソコンを使ってのデータ入力や計算――」

　答えている途中で、長瀬さんは胸の前に出した手のひらを向けた。もう結構、という意味か。

「こちらが秘書室です」

　副社長室のすぐ隣に、秘書室はある。

　長瀬さんがドアを開けると、かすかに芳香剤のいい香りがした。まさに女の園って感じ。汗にまみれてきた私の人生からは、考えられないほど爽やか。

　部屋の中では、三人の女性がそれぞれのデスクに向かって仕事をしていた。

「みなさん、おはようございます。今日から秘書室のサポートをしていただきます、星野さんです」

　雑用をサポートと言い換えただけで、ちょっとオシャレ感が増した気がする。

　感心して、クールな長瀬さんを見ると、顎で『挨拶しなさい』と示唆された。

「あ、星野真子です。秘書の経験はありませんが、体力には自信があります。よろしくお願いいたします」

　ペコリと頭を下げ、挨拶する。

「よろしくお願いいたします」

　行儀のいい声が重なって聞こえた。

　今日からこの礼儀正しい人たちの中に、自分が入るんだ。

　新世界に来たようなワクワクした気分で顔を上げる。けれど……。

　三人の若い秘書たちは、私と目も合わせず、冷静にパソコンを見ていた。

「もう勤務時間は始まっていますので。星野さん、こちらへ」

　秘書デスクから少し離れた窓際に、ちょこんと小さなデスクと椅子、ノートパソコンが置かれていた。

「こちらが星野さんのデスクです」

　ちょっとした違和感を覚える。

　自分のデスクだけ電話がなく、古そうなノートパソコンが置かれていた。それを隅に追いやれば、書き物などの作業をするスペースはありそう。

「えっと、まず何をしたらいいでしょう」

　長瀬さんに問うと、彼女は眉ひとつ動かさず、冷たく返す。

「逆に、何ならできそうですか？」

　私は言葉を失う。

　この秘書室で私ができることは……ない。

　誰かに教えてもらわなければ、自発的にできることは、ほとんどない。

「えっと……掃除、とか……ゴミ出し、とか……」

　小学生みたいな返事しかできない自分が、恥ずかしい。相変わらず無表情で、長瀬さんは淡々と言う。

「……シュレッダーにかけてほしい書類があるのですが、お願いしても？　私たちが溜めてしまったもので、申し訳ないのですが」

「は、はいっ！　もちろん！」

　言っている間にも、電話がじゃんじゃんかかってくる。みんな忙しそうで、書類整理まで人手が回っていないのもうなずける。

　長瀬さんに導かれ、壁際の棚へ。ずらりと並ぶ分厚いファイルを彼女は指差す。

「保存期間はすべて表紙に記載してありますので、期間を過ぎているものは破棄してください」

「はいっ。これ、全部ですね」

　父の会社では業者に頼んでいたけれど、役員が扱う書類となると、自分のところで処理するのが安全だろう。

「ええ。もし、わからないものが出てきたら、破棄する前に必ず声をかけてください」

「わかりました」

　棚の横に置いてあったシュレッダーを、自分の椅子の近くに持っていき、ファイルを数冊抱え、早速作業を始めた。

　シュレッダーが大きな音をたてる。

　容赦なく、秘書デスクの電話が鳴る。邪魔にならないよう、慌ててシュレッダーの電源を切る。

　それを数回繰り返したとき、長瀬さんが立ち上がった。

「星野さん、少々狭いですが、隣にミーティングルームがあります。そちらの方が、作業がはかどるかと」

　つまり、ここでやられたら邪魔ってことだ。私は素直にうなずき、シュレッダーとファイルを抱えて隣の部屋に移った。

「しっずかー……」

　ドン、と床に重いシュレッダーを置き、作業再開。順調に呑み込まれていく紙を見ていたら、虚しくなってきた。

　いや、これも誰かがやらなきゃならない大事な仕事だよ。うん。

　張り切って、手を止めないよう、どんどんいらない書類を突っ込んでいたら、あっという間にシュレッダーが詰まった。

「あ～」

　電源を切り、ふたを開け、詰まった切れ端を取り除く。

　紙詰まりは解消されたが、ふたを閉めてもオーバーヒートで止まったまま動かない。

「だよね」

　冷却時間を置き、また作業を再開。最初は楽勝だと思ったが、意外に時間がかかる。

　もしや長瀬さん、楽で時間を潰せて、ひとりでできる仕事を、わざわざ言いつけたのか？　他の仕事を教える時間が惜しいから……。

　黒いものが胸の中に湧き上がってくるのを、感じていないふりをする。

　初日だもん。みんな忙しいから、いちいち教えていられるわけがない。やれることをしよう。

　紙詰まりを起こさぬよう、慎重に、少しずつ、私はシュレッダーに不要な書類を挿入し続けた。




　明くる日も明くる日も、私は雑用に……明け暮れていなかった。

「郵便局、行ってきましたー！」

「お疲れさまです」

「ありがとうございます」

　本当に簡単な雑用か、お使い程度しかしていないので、共働きといえども体力があり余っている。

「掃除しましょうか、掃除！」

　掃除機を使うとうるさいので、外出する途中で掃除のおじさんに分けてもらった、レモンの香りがする洗剤スプレーを床に吹きかけ、モップでこする。

「奥様、床掃除までされなくても。私たちが……」

　若い秘書が声をかけてくる。

「いいんです、いいんです。みなさんお忙しいので。あと、私のことは、星野と呼んでください」

　調子に乗って拭きまくっていたら、外出から帰ってきた秘書のひとりが、ヒールを鳴らしてデスクに戻ろうと思い……。

「きゃっ！」

　足元が滑って、お尻から派手に転んだ。

　そういえば掃除のおじさんが、レモン洗剤を吹きかけすぎると滑るかもって言っていたんだった。

「ごごご、ごめんなさい！　怪我は？」

「ああ、いえ、大丈夫です。気になさらないでください」

　お尻を痛そうにさすりながらも、その秘書の女性は笑って許してくれた。

　悪いことしちゃったなあ……。

　反省して、乾拭きモップに変更した。

「私、副社長にお茶を出してきます」

　別の秘書が立ち上がる。

「あ、お茶なら私が……」

「いえ、火傷でもされたら大変ですから。どうぞおかけになっていてください」

　座っていろってか。まるで接待されているみたい。

　秘書の面々はそれぞれ電話を取り、受話器を顎と肩で挟みつつ、パソコンを操作している。

　格好いいなあ。こんなに美しくて格好いい人たちが、裕ちゃんの脇を固めているんだ……。

　ぼんやりしていると、お茶を出しに行っている秘書の女性の電話が鳴った。他の三人は電話応対中で、出られない。

「あ……」

　コール三回まで待って、とりあえず用件だけ聞こうと受話器に手を伸ばした。そのとき――。

「取ってどうするの！」

　別の受話器を置いたばかりの長瀬さんに手を払われ、受話器を奪われた。

　慣れた応対をする彼女を、呆然と見る。

　やがて受話器を置いた長瀬さんが、こっちを振り向いた。

「すみません」

　言い訳はせず、彼女は謝罪した。

『取ってどうするの！』

　何もできないし、何も知らないくせに出しゃばるな。満足な応対もできないくせに。

　そう言われた気がした。

　いや、気のせいじゃない。長瀬さんは、そう言いたかったに違いない。

「こちらこそ、思わず手が伸びてしまって。すみませんでした」

　頭を下げると、場の空気を取りなすように別の秘書が言う。

「あ、室長。十二時です」

「もうお昼ね。じゃあ星野さん、先に休憩にお入りください」

　何もしていない、一番疲れていない私が最初に休憩だなんて。

　申し訳なさを感じつつも、いたたまれない雰囲気に耐えられず、うなずいた。

「ありがとうございます。お先にいただきます」

　うつむいたまま、秘書室をあとにした。




　秘書室のメンバーはみんな、食堂か隣のミーティングルームでふたりずつ順番に昼食をとる。

　最初は私もそこでお弁当を食べようと思ったのだけど、みんなが自分たちにしかわからない話題で盛り上がっており、そこに私が入れる隙間は一ミリもなかった。

　人見知りなどしないし、誰とでも仲良くなれるのが私という人物なのだと思っていたのに……。ただの思い込みだったのかな。

　今までうまくいっていたのは、父という強大な力が後ろにあったからだと考えるのは、つらいからやめた。

　父の会社では、みんなが私に気を使っていたのだ。家のことなど関係なく付き合えたのは、中学生の頃までの友達くらい。

　今頃そんなことに気づいた自分が情けなくて、ため息が出る。

　エレベーターに向かって、重い体を引きずり歩いていると、後ろから肩をつつかれた。驚いて振り返ると、そこには裕ちゃんが。

「裕ちゃ……副社長」

「誰もいないときは、いつもと同じでいい。今から昼食か？」

「うん」

　うなずくと、裕ちゃんは「よし」と口の端を上げた。

「一緒に外に出よう。一時間で戻ればいいんだろ？」

「あ、うん……」

「近くのうまい店に連れていってやる」

　返事を待たず、裕ちゃんはなんと私の手を取り、方向を変え、重役専用エレベーターへ向かう。こんなところを誰かに見られたら、とヒヤヒヤした。だけど、幸運なことに誰ともすれ違わなかった。

　無事に誰の目にも触れず外に出て、裕ちゃんの後ろをついて歩く。

　会社の近くで、ベタベタしない方がいいよね。一緒に食事をするだけでも、どうかと思うけれど……。

「オフィスラブって、周りに気を使って大変だね」

「ん？　何か言ったか？」

「いいえ。何も」

　サラリーマンやＯＬが多いビジネス街。通りには、彼らをターゲットにした飲食店が溢れている。

　裕ちゃんのことだから、きっとオシャレな人気店に連れていかれるんだ。困ったなあ、目立つなあ。

　履き慣れないヒールでとぼとぼ歩いていくと、いつの間にか、あまり人ひと気けのない裏通りに入っていた。

「こ、ここ？」

　裕ちゃんが足を止めたのは、およそ彼に似合わない、小さな中華料理店。微妙な画質の料理写真を使用した看板が、なんとも安っぽい。中華らしく、黄色地に赤い文字で店名が書かれていた。

「そう」

　カラカラ、と、これまた安っぽい引き戸を開けて裕ちゃんが店の中へ。

　嘘でしょ。激しく似合わない！

　びっくりしつつ、胸の中には、ある期待が湧き上がる。

　もしやここ、隠れた名店なのかも。

　店の中は激混み、とはいかないまでも、さすがお昼どきで、それなりに繁盛しているようだ。

「裕ちゃん、こういうとこ来るんだ」

　案内された小さなテーブルで、こそっと言うと、「まあね」と、裕ちゃんはほくそ笑む。

「外に出られるときは、できるだけ出たいんだ」

「気分転換に？」

「そう」

　店員さんを呼び、裕ちゃんは刻んだ角煮が入ったチャーハンと、鶏の塩蒸しを注文。私は海老ワンタン麺にした。

「麺だけで足りるか？」

「うん」

　家では自分の好きな時間に昼食をとれた反面、勤務中は時間通りに戻らないといけないプレッシャーがすごい。

　私の場合、多少遅れても何も言われないけれど……。

　そう、何がつらいって、秘書課のみんなに敬遠されているのが手に取るようにわかるのがつらい。副社長の妻でも、緩く受け入れてもらえるんじゃないかというのは、まったくの甘い幻想だった。

　秘書経験もない私は、あそこでは邪魔者か腫れ物か、いずれかでしかない。

「うん、うまい。ほら、鶏も食べてみろ」

　料理が運ばれてきて、裕ちゃんは見ていて気持ちのいい食べっぷりを披露する。一方、私はなかなか箸が進まない。

「どうした。口に合わないか」

　いぶかしげに、裕ちゃんが私を覗き込んでくる。

「ううん。すっごくおいしい。ワンタンの海老がぷりぷりしてるし、お出汁も深いというか、なんというか……」

　笑顔を作って、無理やり麺をすする。

「……やっぱり、秘書課はしんどいか」

　先に食べ終わって箸を置いた裕ちゃんが、控えめな声で言った。

「俺の近くなら、なんとかなると思ったんだけどな」

「え、あの……」

「家でもあまり食べなくなっただろ。亜子が食欲をなくすなんて、仕事がよほどつらいと見える」

　バレていたんだ。家でも平静を装っているつもりだったのに、見抜かれていた。

「べ、別に、何かされたわけじゃないから」

　むしろ、空気のように扱われているのが苦しい。

「副社長の妻が職場にいて、秘書さんたちの方がやりづらいと思う。ストレスが溜まっているんじゃないかな」

「ほう」

「私が来なくなればいいって、きっと思っているよ……」

　口に出すと、途端に喉の奥が詰まるような感じを覚える。

「やっぱり私の考えが甘かった」

　重役の身内が職場内にいるのは、すごくやりづらいのだろう。どうして父の会社で働いていたときは気づけなかったのか。文句を言うわけにもいかず、こき使うわけにもいかず、持て余しているのをひしひしと感じた。

　真剣に聞いていた裕ちゃんが、口を開く。

「……社内じゃ、どこに行っても一緒だぞ」

「うん」

「つらいなら、辞めるか？」

　単刀直入な質問の答えに詰まる。

　秘書課のみんなのためには、すぐにでも辞めた方がいいのはわかっている。でも、陸上のときもそうだったけれど、そうやってすぐ楽な方に逃げていいものか。

「せめて、本当の名前を名乗れたら……」

　他の仕事ができる。スポーツ教室で子供たちに陸上を教えるとか、部活のコーチを引き受けるとか。労働時間や謝礼は少なくても、そっちの方がいい。

「もう少し、考えさせて」

　苦し紛れに言うと、裕ちゃんはうなずいた。

「……そろそろ、休憩時間が終わるな」

　私の了解を取ってから、彼は残ったワンタン麺を一気に平らげた。




　会社に帰り、秘書課のドアを開けた瞬間、私の悪口が聞こえてきた……などということはなく、周りはいつも通りだった。

　午後三時で仕事を終え、一分たりとも遅れずに秘書課を出る。

「はあ～……」

　やっぱり辞めた方がいいのかなあ。これじゃ、働くメリットがひとつもないよね。

　会社を出て、地下鉄で家に帰る。

　今日の夕食は、週末に買い溜めした食料でなんとかできるから……。

　いろいろ考えつつ、駅から家に向かってぼんやり歩いていたら、前方から来たサラリーマン風の男性にぶつかった。

「あ、すみま――」

　ぼんやりしていたので反射的に謝ってしまった。

「チッ。どこ見てんだよ」

　自分だって携帯を見ていたにもかかわらず、男性はこちらを怖い顔で睨む。

　睨まれる筋合いはない。お互い様じゃないか。

　カッとした私は、相手を睨み返していた。

「あなたこそ、携帯を見て歩いていたじゃない」

「はあ？　これは仕事なんだよ。こっちは暇じゃねーんだ」

　仕事の連絡で携帯を使うのはわかる。先を急いでいたのもわかる。

　だけど、歩きながらはダメだろ！　私が老人だったら転んで骨を折ってるよ！

　さらに言い返そうとしたら、私の後ろから、すっと人影が飛び出した。

「おにーさん、俺の彼女に何か用？」

　驚いて、声を失った。

　私の前にいたのは、愛しの旦那様……ではなく、その弟。健ちゃんだった。相変わらずラフな格好をした健ちゃん。

　サラリーマンは何か言いたげだったけれど、裕ちゃんに負けず劣らず長身の健ちゃんを見上げ、もう一度舌打ちをし、去っていった。

「何よ、謝りもしないでっ」

「どうどう、亜子ちゃん。バカは相手にしないのが一番。どうせ話は通じやしないよ」

　健ちゃんに止められ、深追いするのはやめた。

「どうして健ちゃん、こんなところに？」

「ん？　うん……亜子ちゃんに会いたかったから」

　我が家に向かっていたところだったのか。

　ちょっと前までただ迷惑なだけだったのに、今日は別人みたい。健ちゃんに助けられる日が来るとは、思ってもみなかった。

「ちょうどよかった」

「へ？」

「お茶しに行こう、健ちゃん」

　私は健ちゃんの腕を掴み、引っ張った。そのまま、駅の近くの気になっていたカフェに直行する。

「どうしたの、亜子ちゃん」

「今ね、すっごく甘いものが食べたいの。でね、ちょっと話を聞いてほしいの」

　席に着き、生クリームがどーんと載ったパンケーキを注文。健ちゃんの前には紅茶だけ運ばれた。

「いっただっきまーす」

　日頃のストレスをぶつけるように、パンケーキにかぶりつく。

「おいしい～！」

　ぱくぱくとパンケーキを平らげていく私を、健ちゃんは頬ほお杖づえをついて見ていた。

「ねえ」

「何？　あ、健ちゃんも欲しい？　ちょっとシェアする？」

「そうじゃなくて。亜子ちゃん、気づいている？」

　小さな声で尋ねられ、目だけを動かし、店内を観察する。

　窓際の席に、ひとりでコーヒーを飲んでいるスーツ姿の男性がいた。頭髪は不自然なほど黒々としており、そしてボリューミー。

「……あの人でしょ。載せているのかな。植えたのかな」

「そうじゃない」

　ひそひそと遠回しな悪口を言う私を叱るように、健ちゃんは頭をぽんと優しく叩く。

　裕ちゃんに似ている顔を見つめ返すと、彼は言った。

「さっきから俺、亜子ちゃんって呼んでいるのに、まったく否定しないね」

　息を呑んだ。時間が止まった。

　しまった。気が昂たかぶっていたせいで、自分が真子のふりをしなきゃいけないことを忘れていた。

「ぐ……」

　ダメだ。精神的にダメージを受けている今、うまく言い返せる自信がない。

「やっぱり亜子ちゃんだね」

　黙っていると、彼はニッコリ笑った。

「もう我慢しなくていいよ。俺には本当のこと言って。誰にも言わないから」

　少し裕ちゃんより高い声が、私の心の武装を解除していく。氷が溶けるように、目頭から涙が溢れそうになった。

「私、健ちゃんにひどいことをしたり、言ったりしたのに。どうして……」

　どうして、私に優しくするの。

　裕ちゃんも、本当は真子の方が好きなくせに、私に優しくしないで。

　もう、どうしたらいいかわからない。

「決まっているじゃない。亜子ちゃんが好きだからだよ」

　そっと健ちゃんが手を伸ばす。

　自分の手を握られる前に、膝に置いた。メンタルをやられているからといって、すぐ健ちゃんに心が傾くわけじゃない。

　小さなため息をつき、健ちゃんは手を引っ込めた。

「実は俺なりに、あなたが亜子ちゃんだって確証を得るために、真子ちゃんの居所を調べさせたんだ。彼女の顔写真を使って」

　真子が失踪したことを健ちゃんは知らなかったから、調査会社に依頼をして、びっくりしたらしい。

「まさか、あの真子ちゃんが家出をするとはね」

　彼は、真子がいつ家出をしたか、そしてそのあとの足取りを、慎重に調査していると言う。

「それで……真子の居場所はわかったの？」

　身を乗り出した私を、健ちゃんはまっすぐに見つめ返す。視線に嘘のにおいは感じられない。

「まだ。でも、もう少しだと思う。意外に近くにいそうな気がするけどね」

「えっ、そうなの？」

　家出をするなら、思いきり遠くに行きそうなイメージがある。

　驚いた私に、健ちゃんは腕組みをして言った。

「それより俺が疑問なのはさ」

「うん？」

「俺がネット経由で雇った微妙な調査会社の調査は順調で、兄貴が雇った探偵の方が難航しているのは、なぜだと思う？」

　また私は返答に困る。

「なぜって……健ちゃんが依頼した調査会社の社員が、たまたま超敏腕で……」

「俺は違うと思うな」

　珍しくはっきりと、健ちゃんは言った。

　じゃあ、どうして？　父が雇った探偵も、真子を見つけられずにいる。何か関係があるのか。

「その辺りも調べさせてみる。今日のことは、兄貴には内緒ね」

「う、うん」




　店を出る前、残っていたパンケーキを健ちゃんと分けて食べた。

　今後の情報交換のためにと、お互いの携帯の番号を教え合い、私たちは別れる。

　家に着いてもまだお腹はいっぱい、というか胸やけしていて、夕食を作る気力はすっかり失せていた。










ゆですぎたブロッコリー




　――ぼとん。

　鈍い音がして我に返ると、目の前の皿に、箸でつまんでいたはずのブロッコリーが落下していた。

　ゆですぎたそれは、力なく皿に横たわっている。

「おい、大丈夫か」

　顔を上げると、裕ちゃんが呆れてこちらを見ている。

「さっきからずっと、ぼーっとしてる。何を話しても上の空だし」

「えっ、あっ、ごめん。なんの話だっけ？」

　夕方にあんな話をして、考え込むなという方が無理だ。そりゃブロッコリーもゆですぎるよね。

「新婚旅行。そろそろ準備を進めていかないと」

「ああ……」

「飛行機のチケットや宿泊先の名前を、亜子に変えておかないといけない。いくら双子でも、真子のパスポートで出国したりするのはまずいだろ」

　結婚もしていないのに、新婚旅行。

　もともとピンときていなかったのに、ここにきてますます、どこか遠い国の習慣のように思える。

「何かあったときに、パスポートと別の名前を名乗っていたんじゃ、ややこしくなりそうだものね」

　なんとか答えると、裕ちゃんはうなずいた。

「何もないのに越したことはないけどな。風邪をひいて熱を出したり、そういうことがないとは言いきれない」

　ゆですぎたブロッコリーが、裕ちゃんの箸につままれ、ぐずりと崩れた。彼は別に嫌な顔もせず、原型がなくなったブロッコリーを器用に箸に載せ、咀嚼する。

「あっちでは仕事を忘れて、リフレッシュしような」

　夕食を食べ終え、立ち上がって私の頭を撫でる。食器を運んでいく広い背中を見ていると、私は複雑な気持ちになった。

　裕ちゃんは、私がぼんやりしている原因を、仕事のストレスだとでも思っているのだろう。

　彼は優しい。だけど、どうしてこんなに優しいの？

　全然焦ったり、イライラしたり、不安がったりする様子がないなんて、おかしいよ。仙人でもあるまいし。まるで真子が帰ってこなくても構わないみたい。

　いったい何を考えているのか、まったくわからない……。




　悶々としながらお風呂に入ったら、またぼーっとしてしまった。すっかりのぼせて出てきたら、脱衣所で転んだ。

「何してるんだよ！」

　物音に気づいて駆けつけた裕ちゃんに怒られる。

　気持ち悪いし、頭が痛い。体に力が入らない。

　このまま死んじゃうかもしれない……。

「おい、しっかりしろ」

　体を隠す余裕もない私はバスタオルをかけられ、裕ちゃんにお姫様抱っこをされた。

　ああ、こんなに軽々と私を抱き上げられるんだ……。

　クラクラする頭を揺さぶられ、私は混沌とした意識の中に落ちていった。




　次に気がついたとき、私は自分の部屋の緊急用ベッドの上にいた。

　ちゃんと下着とパジャマをつけている。裕ちゃんが着替えさせてくれたのかな。

「ほら。水、置いておくから」

　私の頭に冷却シートを貼り、裕ちゃんは枕元に水のペットボトルを置いて出ていこうとする。

「裕ちゃん……」

　布団の隙間から腕を出すと、彼は手にペットボトルを握らせる。

「亜子は無防備すぎるんだよ。襲ってもいいのか？」

「え」

「そんな姿を見せられて、我慢の限界だ」

　おもむろに顔を近づけ、抵抗できない私の唇に、軽くキスをした。

「はあ……しかし、こんなゆですぎたブロッコリー状態のお前を抱いても、意味がないな。ゆっくり休めよ。じゃあな」

　裕ちゃんの背中を見送ったあと、のっそりと体を起こし、水を飲んだ。

　ちょっと待ってよ。今、何が起きたの。水を飲んで冷静になろう、冷静に……。

　ぐびぐびと水を飲んでも、冷静にはなれなかった。脱水状態からは抜け出したけど、クラクラする頭は元に戻らない。

　ペットボトルのキャップを閉め、ベッドに倒れ込んだ。

　まぶたを閉じると、すぐに眠りの中に落ちていった。




　朝起きたら裕ちゃんは、すっかりいつもの様子に戻っていた。

　野生の獣を思わせるような昨夜の目を思い出すと、冷静ではいられなくなる。彼が何を考えているのか、ますますわからなくなっている。

　とにかくすべてを忘れたふりをして、「おはよう」と挨拶をし、朝食をとり、仕事へ。覚悟を決め、秘書課のドアを開ける。

　もう、空回るのはやめた。受け入れてもらえないのなら、それでいい。やって、と言われたことだけ忠実にやることにしたら、少し楽になった。

　今までは少し、肩ひじ張っていたのかもしれない。

　キャリアアップするにはこれじゃダメだけど、どうせ偽名でやっている仕事だ。先はない。

　開き直り、余計なことはしないようにした。暇な時間はデスクに座り、パソコンを開き、ゆっくりとデータ入力の仕事だけをする。

　脇に置いた携帯の画面を、ちらちらとチェックする。健ちゃんから連絡が来るかもしれないから。




　しかし土日を挟んで三日間、なんの連絡も入ってこなかった。

「やっぱり、そんなに早く進展があるわけないよね……」

　仕事中でも、トイレにまで携帯を持っていく。

　手を洗って秘書課に戻ろうとしたところ、突然ポケットの中の携帯が震えた。

「おっと」

　鏡の前で携帯を取り出し、見てみると、健ちゃんからのメッセージが届いている。

【真子ちゃんの失踪当日の足取りが掴めたよ。あと、最近どの辺りに現れたかも】

　一瞬にして爆発的に、体中の温度が上がるようだ。

　真子が見つかるかもしれない……。

　震える指先で、慎重に返事を打つ。

【会ってゆっくり話が聞きたい。いつなら大丈夫？】

　すぐに既読マークがつき、【今日の夕方でも】と返事が来た。

　仕事帰りに待ち合わせることにして、携帯をポケットにしまった。

　秘書課に戻って時計を見ると、もう二時だ。あと一時間で私の勤務時間は終了。

　もう少しなのに、時間の進み方がすごく遅い気がした。




　永遠にも思える一時間をやっと乗り越え、三時ちょうどに席を立つ。

　会社を出ると、健ちゃんが指定した店に急いだ。銀ぎん座ざにあるその店は、一階が洋菓子店、二階がレストランになっている。

　私が向かったのは、三階。そこにはＶＩＰルームがある。いくつかの個室に分かれているので、込み入った話をするにはうってつけだ。

　約束の時間より早く着いたと思っていたのに、個室に案内されたときにはもう、健ちゃんはパフェを食べてすっかりくつろいでいた。

　まさか、今日も仕事をおさぼり……。

　人のことは言えないし、下手に指摘して真子のことを教えてもらえなくなっても困るので、そこには触れず、静かに向かいの席に座った。

「お待たせ」

　紅茶を注文すると、健ちゃんはもったいぶらずに話し始めた。

「まず、真子ちゃんの当日の足取りから。自宅を出てから、公共交通機関を使った形跡がない。代わりに近所の防犯カメラから、バイクの後部に乗っている真子ちゃんらしき人が見つかった」

「バイク？　ふたり乗りの後ろってこと？」

「そう。彼女の失踪には協力者がいたってことだ。家を出る時間を決めておいて、自宅のカメラに映らない場所で合流したと推測される」

「協力者って……」

　運ばれてきた紅茶に口をつける気にもならなかった。

　身を乗り出すと、健ちゃんが脇に置いていたバッグから写真を取り出す。私は息を呑み、そのまま吐き出せなくなった。

　そこには真子と寄り添い、親しげに歩く男性の姿が。少し年上っぽい男の人は、どこかで見た覚えがあるような気もする。

「これ……」

「駆け落ち、ってことかな。意外や意外、目め黒ぐろ区にアパートを借りて住んでるみたい」

　クラクラとめまいがした。

　あの真面目な真子が浮気をして、駆け落ちしているだなんて。

「どうして……もっと遠くに行かなかったのかな」

　まさかの都内。実家からも裕ちゃんのマンションからも、遠くない。

「公共交通機関を使うと、足がつきやすくなる。田舎に引っ越すと目立つ。あとは、相手の仕事の都合。そういう理由じゃないかって調査会社の人が言ってた」

　こんなにあっさり見つかるとは思わなかった。いつもふざけている健ちゃんも、神妙な顔をしている。

「どうする？　亜子ちゃん」

「どうするって……」

　聞かれて、ますます混乱した。

　裕ちゃんや実家のためには、ひっぱたいてでも目を覚まさせて、連れ帰る方がいいに決まっている。

　でも、真子は自由が欲しかったと言った。好きな人と引き離して、したくない結婚をさせて、真子は幸せになれるのかな。

「どうしたらいいか、わからないよ。裕ちゃんにも真子にも幸せになってほしいだけなのに……」

　子供の頃から大好きだったふたりが結婚することになって、複雑な思いもあったけれど、嬉しかった。

　ふたりの幸せを、ずっと見ていたかった。

「俺はとにかく、当人同士で話をさせるべきだと思うんだ。真子ちゃんがやっているのは、ただの現実逃避。このままじゃみんな中途半端だ」

　意外にまともなことを言う健ちゃん。

「これ、真子ちゃんの住所」

　写真の上に、健ちゃんは大きな付箋を貼った。

「ありがとう」

　写真と住所の付箋を、私は大事に自分の手帳に挟んだ。

　重苦しい雰囲気の中、健ちゃんが口を開く。

「そうだ。どうしてこんなに近くにいたのに、誰も見つけられなかったのか、気にならない？」

　紅茶の水面に浮かんでいる、泣きそうな自分から目を離し、健ちゃんを見つめ返す。

「たぶん、誰かが調査を妨害していたんだ」

「え？」

「今回手に入れた防犯カメラの映像は、実は個人の車についていたドラレコの映像だったんだ。偶然、バイクが近所の軽自動車にちょっと当たっちゃったんだよ」

　車の持ち主に謝る余裕すらなく走り去る、真子たちの姿を想像した。

「車体の衝撃を感知して映像を残す機能がついているドラレコは、走り去るバイクの後ろに乗る、真子ちゃんらしき人の姿をとらえていた」

「ドラレコ……」

　ドライブレコーダーに録画されちゃうとは、真子も計算していなかったんだろう。

「普通の防犯カメラはさ、どれだけ協力をお願いしても、誰も見せてくれなかったんだって。変じゃない？」

「誰かが、見せないように圧力をかけていた……」

「あるいは、お金をばらまいた」

　いったい誰が。

　考えると、圧力をかける理由がある人は、ひとりしか浮かばない。

「真子が自分で手配しておいたんじゃない？」

　健ちゃんはうなずいた。

「普通に考えればそうだ。でも、何か引っかかる」

「何が？」

「うーん、うまく言えないけど……。とにかく、兄貴への報告は頼むよ。俺が言ったって聞いちゃくれないから」

　そこで話は打ち切られた。私は手帳をぎゅっと持ち、見つめる。

「すべては真子に会えば、明らかにできるよね」

「そうだね」と相槌を打ち、健ちゃんはコーヒーを飲み干した。




　店を出て、もう一度健ちゃんにお礼を言う。

「ありがとう、健ちゃん。私、早速真子に会いに行ってみる」

「えっ。兄貴に言うのが先じゃない？」

「ううん。まずはふたりで話したいの」

　タクシーをつかまえようと、道路に向かって手を上げる。

「俺も一緒に行こうか？」

　ふるふると首を横に振った。

「私たちだけの方がいい」

　誰も挟まずに、ふたりで話がしたい。私が説得すれば、真子は帰ってくるかもしれない。

　淡い期待を抱き、目の前に停止したタクシーに乗り込む。

「気をつけてね。何かあったら連絡して」

　ドアが閉まる前、健ちゃんが大声で言った。

「ありがとう」

　言い終わるか終わらないかで、ドアは自動で閉まる。

　運転手に住所を告げると、タクシーは静かに発進した。

　メーターが距離を刻んでいく。知らない景色を眺めていると、胸と胃が痛くなってきた。

　私、緊張してる。姉に会いに行くだけなのに。

　ぎゅっと握って膝の上に置いていた手が、じっとりと汗ばんでいた。




　二十分ほどで目的地に着いた私は、料金を支払い、降車する。

　目の前にあったのは、およそ真子には似合わない、古ぼけた二階建てアパートだった。壁にはシミやひび割れがあり、階段の手すりは錆さびが浮いている。

　勇気を出し、健ちゃんに教えてもらった二階の部屋のインターホンを鳴らした。再放送のドラマでしか聞いたことがないような、『ピンポン』という音がした。

　ドキドキしてドアを睨みつける。しかし、返事はない。

　人がいる気配すら感じられず、深くため息をついた。

「出かけているのかな……」

　ここまで来て、空振りか。

　どうしようか悩む。

　帰ってくるまで待っていようか。後日、出直すか……。

　オレンジ色の夕日は沈みかけ、辺りが暗くなってくる。

「裕ちゃん……」

　不意に、裕ちゃんの顔が脳裏に浮かんだ。

　そろそろ帰って夕食を準備しなきゃ。帰ってきたらマンションが真っ暗で、誰もいなくて、ご飯もないなんて気の毒だ。

　でも、今日だけは裕ちゃんより真子だ。ごめん、裕ちゃん。

　携帯を取り出し、遅くなる連絡を入れようか迷う。遅くなる理由を、なんと言って説明すればいいのか思いつかない。

　うーん、と唸っていると、古い階段の下でアスファルトを踏むような音が聞こえ、地上を見下ろした。

「あ……！」

　アパートの前で、ぽかんと口を開けている人がいる。

　髪が長く、すらりと痩せている彼女は、手に膨らんだエコバッグを持っていた。

「真子！」

　手すりから身を乗り出して叫ぶと、真子はくるりと背中を向けて駆けだした。

　逃げられる！

「待って！」

　仕事用のパンプスじゃ、走れない。靴を脱ぎ捨て、ストッキングだけを穿いた足で真子を追いかける。

　足の裏に小石が刺さる。破れたストッキングから指の間に砂が入る。

　そんなものは気にせず、自分によく似た真子の背中をただ追いかけた。

「待ってってば！」

　すり抜けそうな腕を必死で掴むと、エコバッグが地面に落下した。

「真子……」

　相変わらずの細い手。長く伸ばした髪に、自分と同じ顔。

　ゆっくり振り返ると、彼女はくしゃりと笑った。

「私が亜子から逃げられるわけ、なかったね」

　すっかり息が上がっている彼女を見たら、なぜか泣きそうになった。

「真子……もう会えないかと思ったよ」

　失踪当日のことは忘れない。何かの事件に巻き込まれたのかもと思うと、生きた心地がしなかった。

「いつか会いに行くって、言ったでしょ……。ま、探偵が……うろついているみたいだったから、そのうち、見つかるかもとは……思って、いたけど」

　私に比べ、息がなかなか整わない真子。

　彼女のエコバッグを拾って、ふたりで近くの公園に移動した。並んでベンチに座る。

「どうしてか、実家や裕ちゃんの探偵じゃ、らちが明かなくて。結局、健ちゃんが雇った調査会社が真子の居場所を見つけたの。まだ私と健ちゃん以外は、このことを知らない」

「健ちゃんにやられたのか。裕ちゃんとは仲が悪いと思ってた。意外にお兄ちゃん思いなんだね」

　真子は長い前髪を掻き上げた。

　いや、健ちゃん的には、裕ちゃんのために調査したんじゃないと思う……。

　まあいいや。そういうことにしておこう。

「駆け落ちって、本当？」

　おそるおそる聞くと、相手は意外にあっさり答えた。

「なんだ。そこまでバレてるの」

　本当だったんだ。ショックで口が動かなくなる。

「そうよ。私、裕ちゃんじゃない人と暮らしているの」

「どこで知り合った人？」

　そんなことを知りたいわけじゃないのに、なんとか動いた口は無意味な質問をしていた。

「高校。一年生の頃から、周りに内緒で付き合ってた」

「嘘でしょ。裕ちゃんとその人と、二股かけてたってこと!?」

　思わず声を荒らげると、真子は私の方を見ず、星が浮かんだ空を見上げる。

「そういうことになるよね」

「ひどい。じゃあどうして、裕ちゃんと婚約破棄をしなかったの。結婚式前日に出ていくって、ありえなくない？」

　まくし立てる私に、真子は聞いたこともないような大声で反論した。

「できなかったのよ！」

　反射的に私は口をつぐんだ。

　真子は激情を宿した瞳で、こちらを見つめた。

「私たちが別れたら、どれだけの人間を裏切ることになるのかって、ずっと悩んでいたの」

　裕ちゃんと真子の婚約が破棄されたら、父の仕事に少なからず影響が出る。

「気持ちはわかるけど、ちゃんと事情を話せば……」

「他の人を好きになったから、裕ちゃんとは結婚できませんって？」

　また私は黙ってしまう。確かに、そんな理由で周囲が納得するわけはない。

「話し合いで解決できるなら、とっくにしてる。でもできないから、姿を消すしかなかった」

「真子……」

　両親や裕ちゃんと話しても、何もよくならない。何も元通りにならない。真子は元通りになることを、まったく望んでいないのだから。

「亜子は今、裕ちゃんと暮らしていて、どう？」

　突然、質問をされて、ハッと顔を上げた。

「どうって……いきなりだから、大変で」

「料理も掃除も、苦手だもんね」

「家事は頑張ればなんとかなる……じゃなくて、彼氏でもない人と一緒に、夫婦のふりをして暮らすっていうのは、なかなか慣れないよ」

「でも、意外に楽しいでしょ？」

　顎に手を当てて、顔を覗き込んでくる真子。

「楽しいことばかりじゃないよ！　いろいろあって、めっちゃ大変なんだって」

「あのね、楽しければ楽しいって言ってもいいんだよ。私に気兼ねすることはない。私は裕ちゃんのこと、なんとも思ってないから」

　それは前にも聞いた気がする。

　じっと見つめ返すと、彼女は信じられないことを言った。

「今は、じゃないわ。生まれたときから一度も、私が彼に恋をしていたことはなかったの」

「……はあ……!?」

　私と対照的に、真子は落ち着きはらった声で言う。

「そして裕ちゃんも、私のことを女としては見ていなかった」

「ちょ、ちょっと待って」

　その先を聞いてはいけないような気がした。

　けれど真子は、容赦なく話し続ける。

「裕ちゃんだって、ずっと、私じゃない別の好きな人がいたの」

　ぐわあああんと、頭の中でお坊さんが思いっきり鐘をついたような音がした。そんな気がした。

「嘘でしょ。あの裕ちゃんまで、浮気を……」

　いや、待てよ。最初から好きじゃないなら、浮気って言えないか。……いや、違う、そうじゃない。

「ふたりとも信じられない。もっとちゃんと、納得できるように話して」

　どうしてお互いに好きでもないふたりが付き合い、婚約したのか。

「もうダメ。買ったものが悪くなっちゃうから、帰らないと。あの人の夕食を作らなきゃ」

　エコバッグを持ち、立ち上がる真子が、薄暗い公園の街灯に照らされる。

　彼女の姿はまるで発光しているよう。失踪以前よりも、ずっと生き生きしている。

「亜子はいいの？　遅くなるって、裕ちゃんに言ってある？」

「裕ちゃんは、いつも帰りが遅いから。今は真子ともっと話したい」

　時計を見ると、もうすぐ午後六時半になろうとしていた。

「そう。でも私は帰るよ。あの人の帰ってくる家が、私の帰る場所なの」

　真子のセリフが、やけに重たく胸に響く。

　私が帰るべきなのは、いったいどこなのだろう。

「詳しい話が聞きたいなら、裕ちゃんに聞くといいよ」

「は？　どういうこと？　まさか、裕ちゃんは真子が別の人を好きだったことも、駆け落ちしたことも、全部承知しているって言うの？」

　こくりと真子がうなずく。私はますます衝撃を受けた。

　焦って真子を捜す様子がまったくなかったことは、これで納得できた。

　彼は最初から全部知りながら、私と偽装結婚した。でも真子の帰りを待つ気がないのなら、私と偽装結婚する意味もなかったはずなのに。

　会社のため？　考えるほど混乱する。

「わけがわからない。これからどうなるの？　怖いよ」

「大丈夫よ、きっと」

「何が大丈夫なのよ……」

　私の質問に答えず、真子は歩きだす。仕方なく、私もよちよちとあとについていく。靴を真子のアパートの前に脱ぎ捨ててきたからだ。

　追いかけているときは必死で、気にならなかったのに、今は靴を履いていないことがひどく寒くて恥ずかしい。

　アパートの前に着くと真子が階段を上がり、私の靴を持ってきて、そろえて地面に下ろした。

「これからは私のことじゃなくて、自分のことをなんとかするときだよ、亜子。いったい亜子はどうしたいのか、よく考えてみて」

　いや、違う。真子のことを解決しないと、私も前に進めないんだ。

「真子、待って。お願い……」

　私の声が聞こえないかのように、真子はくるりと背を向け、小走りで階段を上がる。

　生まれて初めて感じた、完全な拒絶。

「じゃあね」

　アパートのドアの中に真子が入ってしまった。そして、ドアは二度と開く気配がしなかった。

　初めて私は真子に突き放された。

　一番近くで理解し合えていると思っていたのに、実は私は、彼女の事情を何も知らなかった。

「好きな人がいるなら、相談してくれればよかったのに……」

　膨大な寂しさに押しつぶされそうになりながら、靴を履く。ストッキングが破れているのにも構わず、タクシーを呼び出す。

　もう、走る力は残っていなかった。




　マンションの前に着くと、七時を回っていた。今さら足の裏にヒリヒリとした痛みを感じ、ゆっくり歩いてエレベーターへ。

　ああ、疲れた……。

　ロックを解除して、家の中になだれ込むように入る。玄関先で座った私に、光が降り注いだ。

　人を感知すると自動でつくライトのせいだと思い、顔を上げて、固まる。

　そこには、裕ちゃんが立っていた。

「おかえり」

　声の低さが、いつもと違う。不穏な雰囲気に息を呑んだ。

「早かったんだね」

　まだ彼は帰ってきていないと思い込んでいた私は、狼狽していた。

「……そっちは遅かったな。どこで何をしていたんだ？」

　立ち上がる私に手も貸さず、裕ちゃんは冷たく見下ろす。咄嗟にうまい言い訳が見つからず、うつむいた。

「健太郎と会ってたのか」

「え……」

　どうしていきなり健ちゃんの名前が出てくるのか。

　質問するより前に、裕ちゃんが話を継いだ。

「最近、様子がおかしかったからな。頻繁に健太郎と連絡を取り合ったり、お茶をしたりしているようじゃないか」

　人を使って調べさせたんだ。

　責めるような口調の裕ちゃんを、信じられない思いで見つめる。体が震えていた。

「いいか、お前は俺のものだ」

　スリッパのまま下りてきて、玄関のドアに手をつく裕ちゃん。追い込まれた私は、背中をドアにくっつけるしかなかった。

「人妻が、夫以外の男とふたりきりで会っていいと思っているのか？」

「違うよ」

「何が違う。俺に隠し事をするのは許さない。全部話せ」

　至近距離に迫った裕ちゃんは、切れ長の目に怒りをみなぎらせていた。こんな彼を見るのは初めてで、怖くて涙が溢れた。

　でも、私はお嬢様の真子じゃない。こんなことで負けてたまるか。

「――じゃない」

「なんだって？」

「裕ちゃんだって、隠し事ばかりじゃない！」

　両手で思いきり突き飛ばすと、裕ちゃんはよろけはしなかったものの、体を離した。

　驚いて丸くなった目が、私を見つめている。

「私、真子に会って聞いたんだよ。裕ちゃんだって、真子の他に好きな人がいるんでしょ。だから真子が失踪しても、ちゃんと捜さなかったんでしょ」

　涙声と同時に、両目から雫しずくがボタボタと落ちた。

「どうしてよ。ふたりとも、こんなふうに周りを裏切るくらいなら、最初から付き合わなければよかったじゃない」

「亜子、ちょっと落ち着いて。話を聞け」

　さっきまで目を吊り上げて怒っていたのに、急に弱った声になる裕ちゃん。

「実家のことも、もうどうでもいい。こんなバカげた茶番に付き合っていられないよ。本当に好きな人と、どうぞお幸せに！」

　帰ってきたばかりなのに、ドアを開けて玄関を出た。駆けだそうとする私の手を、後ろから裕ちゃんがとらえる。

「待て！　話を聞け！」

「やめて！　大声出すわよ！」

「出せばいいじゃないか。俺だって叫んでやる。俺が好きなのは、お前だ!!」

　裕ちゃんの声がマンションの廊下中に響き渡り、一瞬、時間が止まったような気がした。呆あっ気けに取られた私を、彼がぐいっと引き寄せる。

　だけど、私は全力で拒否した。抱きしめられたら、キスされたら、私は裕ちゃんを許してしまう。このわけのわからない生活を、ズルズルと続けてしまう。

　必死で手を振りはらい、叫んだ。

「嘘つきっ！　私がなんの経験もないからって、バカにするのもいい加減にして！」

　裕ちゃんの顔が悲しげに歪み、凍りついていく。

　それを見ないようにして、私は駆けだした。










義両親、来襲




　結局、駆け込んだのは実家だった。他に行ける場所が思いつかなかった。

「どうしたの！」

　夕方から走り回って髪はグチャグチャ、メイクはドロドロ。玄関に上がった足はストッキングが破れ、血がにじんでいる。犯罪にでもあったような娘の姿に、玄関で出迎えた母はうろたえていた。

「……真子から電話がかかってきて、話をしたの。そのことで、裕ちゃんとケンカになった」

　自分よりもうろたえている人間を前にすると、意外に落ち着くものだ。私は家の中でストッキングを脱ぎ捨て、ゴミ箱に放った。

「どうしたんだ。何があった」

　リビングで高級ソファに埋まり、のんびりテレビを観ていたであろう父も、飛び跳ねるようにして立ち上がった。

　真子と直接会ったことは、まだ黙っておこう。

　彼女の幸せを願うなら、このままそっとしておいた方がいいのかもしれないとも思う。どうすればいいのか、まだ判断がつかない。

「真子から連絡があったの。もう、裕ちゃんとはやり直せないって。実家に戻る気もないって」

　両親は驚きで、ふたりそろって目を真ん丸くした。

「どうしてそこまで……」

　崩れ落ちるように、近くにあった椅子に座る母の肩を、父がそっと抱いた。

「真子も裕ちゃんも、他に好きな人がいたの。でも、会社のことを考えたら言い出せなかったんだって。真子は本当に好きな人と一緒にいたくて、家を出たの」

　真っ青になって、うなだれる母。

　残酷なことを言っていると、自分でもわかっている。でももう、どうにもならない。

「真子が戻ってくることはない。それなら、私が偽妻を演じ続ける必要もない……よね？」

　聞こえているはずなのに、両親は押し黙ったままうつむく。

「だって、このままじゃ裕ちゃんも幸せになれない。彼は真子がいなくなって、本当はほっとしたのかもしれない」

　自分の言葉が、自分の胸を切りつける。

　私との偽装結婚を彼はどう思っていたのか、想像もつかない。

「ねえ、お父さん。真子のためにも裕ちゃんのためにも、このことをちゃんと話し合って、ふたりの結婚をなかったことにできないかな」

「うう……」

　父の顔が青くなったり、赤くなったり、白くなったりする。今にも首を吊りそうな様子に、はらはらした。

　やっぱり、父はそう簡単に決断できなさそう。

「お父さん、会社より娘の幸せよ。真子とお相手の間を認めてあげれば、また会えるようになるし」

　折れかけた母に加勢する。

「そうそう。孫を抱きたいでしょ？　可愛い娘が帰ってくるかもだよ？」

「そうか……俺の真子……手塩にかけた娘……」

　泣きそうな父に、母が突っ込む。

「生活も学校も習い事も全部、面倒を見ていたのは私だけどね。手塩にかけたの、私だけどね」

「ああ。ごめんよう、お母さん」

　仕事が忙しく、父は家や子供のことは母に丸投げだった。その逆襲を今されている。

「そうだ。裕典さんがダメなら、健太郎さんがいるじゃない」

「おっ」

「えっ」

　母がひらめき、父と私が声を上げたのが同時だった。

「健太郎さんと亜子を結婚させれば、問題解決よ！　どうしてもっと早く思いつかなかったのかしら！」

「本当だな！　早く健太郎くんにオファーを！」

　両親は希望に目を輝かせ、手を取り合う。今にも踊りだしそう。

「ちょ、ちょっと待って」

　オファーって。不祥事で出演できなくなった芸能人の代わりを探す、テレビ番組のプロデューサーじゃあるまいし。

　健ちゃん、軽く『いいよ！』って承諾しちゃいそうだし。

「ねえ。手塩にかけなかった娘の幸せも、ちょっとは考えてよ」

　両親の肩を叩くと、きょとんと見つめ返された。

「え、お前も彼氏がいるのか？」

「結婚する当てでも？」

　ピュアな目で見つめられ、泣きそうになった。つらい。つらみが深い。

「ないよ。なくてもさあ、今どき政略結婚なんて……」

「ほーら。やっぱり、ないじゃない！　このまま放っておいても当分、縁談は出やしないわよ。健ちゃんと結婚すれば労働をしなくていいし、生活は安泰、老後も安泰」

「結婚って、お金だけで成立するの？」

　実家にお金があっても、あんなふうに家でゴロゴロするだけの旦那、絶対に嫌。いろいろ協力してもらって、なんだけど、健ちゃんだけはない。

「もちろん、夫の教育は大事よ。おだてて育てるの。自分のいいように動いてもらうため、夫とお金をコントロールするの。結婚は恋愛じゃない。現実の生活なのよ」

　母は父に聞こえないよう、小声で耳打ちをしてくる。

　ひどい……。どうせなら、人を愛する大切さを教えてほしかったわ……。

「無理。じゃあ私も家出する！」

　大きな声でがなると、リビングはしいんと静まり返った。

「……ちょっと。止めてよ！　何、『子供がバカなこと言ってるなあ』みたいな顔してんのよー！」

　うちの家族、どいつもこいつも自分のことばっかり！

「私だって、自分の幸せを追求する権利があるはずでしょ」

「今まで散々、親のすねかじりをしてた人に言われてもねえ」

「いつもお母さんに手助けされて生活してきた分際で、偉そうなことを。お前は誰かに養ってもらわなきゃ生きていけないぞ。家出をしても、すぐ帰ってきて恥を掻くのはお前だぞ？」

「ムキー！」

　子供のように地団駄を踏む。

　大人になって初めて、地団駄を踏んだわ。

「まあまあ。今日は結論を出すのはやめにして、食事にしましょ。何も食べていないんでしょ」

　広いリビングを横切り、母はカウンターキッチンへ。

「うん……」

　気づけば、お腹がぐううと鳴った。

「風呂も沸いてるぞ。先に入ってきたらどうだ」

「あん……」

「替えの下着やパジャマ、まだ真子のが若干、部屋に残ってたわよね？　あるものはなんでも使いましょ」

「お、おおん……」

　父に背を押され、バスルームに連行された。すぐに母が現れ、着替えと絆創膏を脱衣所に置いていく。

「ゆっくりね」

　そう言って、ふたりは消えた。

　ああ。なんだかんだ言っても、私もふたりの子供なんだなあ。

　服を脱いでいると、ぼろぼろと涙が零れた。

　嬉しいのか悲しいのか、なんだかもうよくわからなかった。




　次の日の朝。実家のベッドで目が覚めた。

　秘書室に電話をかけ、体調不良でしばらくお休みすると伝えた。電話が終わると気が抜け、何もする気がなくなった。

　もう洗濯も掃除もしなくていいんだ。苦手な料理をすることも。

「って、あんたねえ、ちょっとは手伝いなさいよー」

　夕方までパジャマのままでいた私を、母は叱った。

「本当に嫁のもらい手がなくなるわ」

「いいじゃんよー、今まで奉公に出てたんだもん」

「私はねえ、結婚してから今まで、〝妻兼お母さん〟を休んだことないわよ！」

　大変ですねえ、結婚って。それなら私は、もう誰とも結婚できなくていいや。子供もいらない。

　こうして親に全部やってもらってダラダラと暮らすの、最高すぎる……！　健ちゃんのこと、おさぼりマンとか言って悪かったな。私も他人のことは言えないや。

　ちなみに、裕ちゃんはあれから何も言ってこない。

　このまま時が止まってしまえばいいや、と思う。もう、自分の力で事態を変えようという気力が湧かない。




　今後のことを母が口に出そうとするたび、私は自室に逃げ込んだ。まるで引きこもりの人のように部屋でうずくまり、ネットやテレビで時間を過ごした。

「ねえ、そろそろ晩ご飯？」

　午後六時頃、自室から出て一階へ下りると、母は盛大なため息をついた。

「まだ同じパジャマ着てる」

「もう寝るだけだもん、いいじゃん。あ、今日はハンバーグ？　いいにおい」

　母をかわし、コンロの上にあるフライパンのふたを開けた。そこには、大好きな煮込みハンバーグが。

　ごくりと唾を飲み込んだ瞬間、玄関のインターホンが鳴った。

「お父さんだわ」

　モニターを見もせず、玄関へ駆けていく母。

　よし、父がそろったら晩ご飯だ。

　ちょっとは手伝おうと、人数分の茶碗を食器棚から出した、そのとき――。

「亜子、亜子ーっ！」

　母の悲鳴が聞こえ、一驚すると同時に振り返り、駆けだす。

　もしや、強盗か。

　手に包丁――ではなく、なぜか一番手近にあったお玉を掴み、玄関に向かうと……。

「……え」

　そこには真っ青になった小柄な父と、玄関で正座をして、今にも土下座をしそうな母がいた。

　そして、父の向こうからふたりを見下ろしている長身の男性は……。

「ゆ、裕ちゃん」

　スーツを着た、仕事帰りっぽい裕ちゃんだった。

「門のところで偶然、お義父さんにお会いしてね。話をしに来たんだ」

　本人は神妙な顔をしている。

　そのつもりが本人になくても、容姿が整いすぎているので、真面目な顔で立っているだけで威圧感を醸し出している。

　ああ……お母さんの言う通りだった。一日中パジャマでいてはいけなかった。

　戸惑いのあまり、わけのわからない後悔が押し寄せる。

「あのう、どうぞ中へ。座ってお話ししましょう」

　突っ立っていた父が言うと、母が弾かれたように立ち上がった。

　来客用スリッパを出された裕ちゃんは、うなずいて家に上がってくる。私は逃げるように自室への階段を駆け上がった。

　超高速で普段着に着替えて戻ると、母はキッチンで、家の中で一番上等な緑茶の筒を取り出していた。

「どうしよう、お母さん」

「冷静に話し合うのよ。冷静に」

　……と言いながら、母の手はぶるぶると震えていた。どうしても、会社の行く末が気になるのだろう。

　お盆にお茶を載せた母の後ろをついていき、客間へ。ドアを開けると、父と裕ちゃんが座っていた。

「どうぞ……」

　お茶とお菓子を出し、母が父の隣に座る。

「お構いなく。亜子、お前がいないと話にならない。ここへ来てくれ」

　裕ちゃんが手招きした。両親が懇願するような視線で、ドアのところからひょっこりしている私を見つめる。

　ついに、この偽装結婚が終わるときが来た。

　長方形のテーブルのお誕生日席に裕ちゃん。左側に両親、右側に私が、ちょこんと座る。

「亜子さんから、どこまで聞かれましたか」

　裕ちゃんに尋ねられ、口ごもる両親の代わりに、私が話す。

「真子が他の人と一緒に暮らしていることと、裕ちゃんも他に好きな人がいること。私が知っているのはそれだけ。だからふたりもそれしか知らない」

　重い空気が張りつめる中、裕ちゃんはうなずいた。

「そうか」

　彼はひとり、出された雁かり金がねをひと口すする。

「真子から直接聞いたのか」

「そうよ」

　うなずくと、沈黙が落ちた。

　少し考えを巡らせているふうだった裕ちゃんが、口を開く。

「……すみませんでした。今、彼女が話したことは、事実です」

　両親は息を呑んだ。

「真子さんが俺を愛していないことを、俺は知っていたし、俺も真子さんではなく、他の女性を見ていた。それは紛れもなく、真実です」

　裕ちゃんの低い声が、余計に空気を重くする。

　胸が握りつぶされそうだ。私が諦め、長年痛みを堪こらえて応援してきたものは、いったいなんだったのか。

「すべてをちゃんとお話しするには、真子さんの了解が必要です。真子さんがいない場所で、彼女の事情を話すことはできません」

「そう……そうですよね、個人情報ですものね」

　母が若干、的外れな相槌を打つ。

「真子さんと俺で、ご両親に説明する機会は近いうちに設けます。今夜はとりあえず、亜子さんを迎えに来ました」

「え？　え？」

　どうして私を迎えに来る必要があるのか、わからない。

「今後も偽装結婚を続けるってこと？」

　聞いた私を射抜くようにまっすぐ見つめ、裕ちゃんは言う。

「言ったよな。俺が好きなのは――」

　言葉の途中で来客を知らせるインターホンが鳴り、裕ちゃんはしかめ面で口を閉ざした。

「私が出るね」

　重い空気から逃れるように部屋から出て、リビングにあるモニターで来訪者の姿を確認した私は、腰を抜かしそうになった。

『こんばんは。開けてくださる？』

　そこに並んでいるのは、裕ちゃんのご両親だった。後ろからついてきた裕ちゃんが画面を覗き込み、眉間に皺を寄せる。

「嫌な予感がするな」

「同感……」

　画面の中のお義母様たちは、決して楽しそうにしていない。

『離して！　離してっ！』

　しかも、なぜか彼らの後ろで甲高い声が叫んでいる。その声に聞き覚えがある私は、玄関まで走っていき、勢いよくドアを開けた。

「ごきげんよう。こちらはちっとも、ご機嫌がよくないのだけど」

　お義母様の横にはお義父様。彼らの背後から、使用人らしき男の人がふたり。

　彼らに抱えられるようにして入ってきたのは、なんと真子だった。

　あのアパートでくつろいでいるところを拉致されたのか、可愛らしい部屋着でノーメイク。髪は無造作に下ろしたままになっていた。完璧だったお嬢様の面影は、そこにはない。

「星野さん！　真子！」

　何事かと様子を見に来た両親は、名前だけ呼んで絶句した。

　一瞬にして人口密度の上がった玄関先で、私たちは凍りついたように動けなくなる。

「裕典、これはどういうことかしら？」

　ＮＡＳＡに連行される宇宙人のような格好で、真子が輪の中心に出される。

「こちらが、真子さんよね？　で、私をもてなしたそちらの方が、亜子さん。そうでしょう」

　誰も何も答えられなくて、玄関に重い沈黙が落ちた。それを破ったのは裕ちゃんだった。

「どうして……。あなたたちは、真子が失踪したことを知らなかったはずだ」

　珍しく戸惑った表情の裕ちゃんの声は、緊迫した空気のせいか、少しかすれていた。

「そうよ。びっくりしたわ」

「健太郎が、余計なことを言ったのか」

「健太郎？　あの子がどうして出てくるの？　ははあ、あの子もグルだったのね」

　腕組みをして、お義母様が眉を吊り上げる。

　どうやら、健ちゃんが情報を売ったわけじゃないらしい。私と裕ちゃんは顔を見合わせた。

「なぜ、真子と亜子が入れ替わっていることに気づいたのです？」

　裕ちゃんの質問に、『筋肉を見たんじゃないかな』と心の中で返す。

「息子の妻の素行調査をするのは当然でしょ」

　ふん、とお義母様は鼻を鳴らした。

「ちゃんと妻の務めを果たしているか、他の男と通じたりしていないか、怪しい団体に寄付などしていないか……しばらく様子を見せていただいたわ」

「えっ」

「そうしたらあなた、あろうことか、うちの嫁がパートで働きだしたり、公園を延々と歩いたり、自転車で買い物をしたりしているじゃない。これは私たちの知っている真子さんじゃないと思ったわけ」

　聞いているうちに背すじが凍りついた。

　まさか、普段の生活を監視されていたとは。

　結婚前に素行調査をされるのはまだわかるけれど、結婚後もこっそり監視となると、同居で干渉されるのと同じくらい性た質ちが悪い。

「裕典と一緒にいるのが本当の真子さんなら、ご実家に亜子さんがいるはず。けれど亜子さんはいなかった。調査結果では、会社を突然休み、田舎に療養しに行ったと」

　会社の誰かが証言したのだろうか。

　私は真子を見つめる。真子はうなだれ、誰とも目線を合わせなかった。

「そのあと、亜子さんがどこに行ったのか消息は掴めなかった」

　そりゃそうだ。ここにいるんだもの。

「今、俺のマンションにいるのが亜子だとしたら、真子はどこにいるのか。あなたたちはそう思って、今度は彼女を捜した」

　低い声で裕ちゃんが言うと、興奮で頬を上気させたお義母様の声が大きくなった。

「ええ。結婚式の少し前からの交友関係、仕事関係、すべて洗わせてもらったわ。徹底的に調べさせ、やっと居所を掴んだと思ったら！」

　今にも殴りかからんばかりの勢いで、お義母様が真子を見下ろす。真子は何も言わず、じっとしていた。

「あなたたちは知っていたんですか!?　この子、他の男と駆け落ちしていたのよ！」

　靴のまま玄関を上がってきそうなお義母様を、お義父様が止める。

「妻がしたことも、常軌を逸していないとは言いきれないが……。どういう事情があれ、あなたたちは私たちを騙していた」

　もはや、ここまでか。言い逃れはできない。

　うちの両親は、がっくりとうなだれた。

「申し訳ありませんでした。私たちは結婚式前日に、真子がいなくなっていることに気づきました。とりあえず亜子に身代わりになってもらい、真子を見つけて連れ戻すつもりでした」

　真実を、間違いのないように噛みしめて話すのは、私の父だ。

「裕典は知っていたの？」

「ええ。俺も身代わりに賛成しました」

　はあああ、と深いため息をつく義両親。

「申し訳ないが、結婚の話はなかったことにしてもらいましょう。真子さんが生まれた頃から見てきて、申し分ない娘さんだと思っていた。なのに、こんな裏切りを受けるとは」

「業務提携だって打ち切りよ！　こんなことを平気でする人たちを信用できるものですか。今後一切、あなたのところに仕事は回しませんからねっ」

　交互に責められ、首が折れそうなほどうなだれる両親。

　そりゃあ、勝手な理由で先に裏切ったのはこっちだよ。騙したのもこっち。星野家に落ち度はない。

「こんなアバズレ娘ふたりしかいなくて、おかわいそうですこと」

　星野家の使用人ふたりが、真子の体から手を離した。真子は人形のように、力なく玄関に倒れ込む。

「真子！」

　私は彼女を抱き止めた。

「……今、なんと言ったのですか」

　ぼそりと父が零す。

「私の娘をふたりとも、アバズレだと、そう言ったのですか」

　震える声に、帰ろうとしていた義両親が振り向いた。

「ええ。二股娘に、恋人でもない男性と一緒に住める節操のない娘。ふたりともアバズレじゃありませんか」

　悪い魔女のようにニッと笑うお義母様に噛みつくように、父は吠ほえた。

「そう……かもしれませんけど！　僕にとって、ふたりはかけがえのない娘です」

　一瞬、お義父様が慄おののく。その隙に父は、息を吸い込んで一気に吐き出した。

「そちらの息子さんだって、真子を愛していなかったんだ！　他に女がいるって……こっちだって、うちの娘たちをバカにするようなことをされて、へこへこしているだけだと思うなよ！　絶対に許さないからな！」

「あなた、よくも私たちにそんな口を……」

　カッと目を剥き、父は溜まっていたものを吐き出すように叫ぶ。

「出ていけっ！　お母さん、塩を持ってこい」

「あ、あなた」

「会社がなんだ！　娘を愚弄されて、黙っていられるか！」

　暴れだしそうな父を母が押さえると、お義母様が鼻を鳴らす音が聞こえた。

「話にならないわ」

　義両親は静かに消えていく。父の怒りの矛先は、裕ちゃんに向いた。

「君も帰れっ。被害者面して、亜子を人質にして、いったいどんなひどいことをしたんだ！　え？」

「お父さん、やめてっ」

「昨日の姿を見ればわかる。泣きはらした娘の姿がどれだけ親の心を痛めるか、お前にわかるか！　帰れ！」

　どんなに怒鳴られても、裕ちゃんは顔色を変えない。ただひたすら、父の怒りを全身で受け止めていた。

「……今日のところは、失礼します」

　ひと通りの暴言を受けたあと、裕ちゃんはくるりと踵きびすを返し、家を出ていく。

「裕ちゃん……」

　思わず声をかけると、彼はかすかに振り向いた。

「また連絡するよ」

　低い声に、胸が痛くなる。

　バタンとドアが閉まったあと、父がキッチンから塩が入った容器を持ってきて、玄関にぶちまけた。

「二度と来るなっ」

　気が済んだのか、ドスドスと廊下を踏み鳴らし、奥に入っていく。

「真子、大丈夫？　とにかく休んでいきなよ」

　私が声をかけると、真子はやっと顔を上げた。

「巻き込んでごめんね、亜子……」

　私や両親が受けた以上の暴言を、彼女は連行される間、受け続けたのだろう。体に傷はなかったけれど、五歳くらい老け込んで見えるほど、疲れているようだった。

「お父さん、これ、砂糖よ……」

　私たちの横で、玄関を掃除し始めた母の消え入るような声が、脱力感を誘った。




　リビングのソファに座る真子に、コーヒーを淹れて出した。母はいまだ玄関の掃除中だ。

「ありがとう」

　小さな声でお礼を言い、真子はゆっくり口をつけた。父は自室にこもって、出てこない。

「お父さん、私たちのために怒ってくれたね」

「うん」

　自分が父の立場を窮地に追いやってしまった自覚があるらしく、真子は痛みを堪えるように苦笑した。でも、私から見たら全然笑えていない。苦笑寸前といった表情だ。

「私のせいで、亜子までひどいことを言われちゃった」

「気にしないで。真子だって、わざわざ捕獲されてここまで連れてこられて、怖かったでしょ」

「びっくりしたよ。インターホンが鳴って出たら、いきなり拉致されたんだもん」

　いや、逃亡中のくせに、相手の確認をせずに出ちゃダメでしょ。どれだけ迂う闊かつなの。

　突っ込みたかったけど、やめた。あの古いアパートには、せいぜい覗き穴くらいしかついていなかったのだろう。

「バレちゃったよ。どうする？」

　聞くと、真子は「彼の元に帰る」と、きっぱり言った。この前会ったときと同様、真子の意志は揺らぐことがない。

　こんなに強く、そばにいたいと思えるくらい愛する人か……。

　一瞬、裕ちゃんの顔が浮かんだ。けれどそれは、儚はかなく消えていく。

　私と裕ちゃんの間には、真子と彼氏のような絆きずなは、ない。

「携帯貸してあげるから、連絡しなよ。きっと心配してる」

「うん、そうだね。ありがとう」

　番号をすっかり暗記しているみたい。真子は迷うことなく画面をタップし、電話をかけながらリビングを出ていく。

　入れ替わりに、母が入ってきた。ため息をつきながら、ちりとりの中の砂糖をゴミ箱に捨てる。

　すぐに電話を終えた真子が戻ってきたのに気づかず、ぼそりと母が呟いた。

「まさか、二股とはねえ……」

　すると真子が、母の背後から静かに抗弁した。

「違うよ。私は裕ちゃんとは何もしてない。キスすら、してないんだよ」

　驚いた母が振り向く。

「キ、キスすら？」

「してない。私、最初からずっと裕ちゃんを好きじゃないって言ったでしょ。友達だもの」

　嘘でしょ。信じられない。

　だって裕ちゃん、私にはあんなに甘いキスをしたのに。

　疑惑の眼差しで見る私と母を無視し、真子は元いたソファに戻る。

「彼が迎えに来るって」

「今から？」

「うん。ひと晩だって離れていたくないの。やっと一緒にいられるようになったんだもの」

　それほど好きな相手って……。

　信じられなくて、真子を見つめる。

　健ちゃんに見せてもらった写真の彼氏は、痩せ型でメガネをかけている、ごく普通の男性だった。おまけに私たちより十歳ほど上に見えた。

　長身イケメンセレブの裕ちゃんに、ひとつでも勝てる要素が彼にあるか？

　人の好みはそれぞれだって言うけれど、真子ほどの女性なら、もっといい男性がいっぱいいるはずなのに。

「帰る前に、亜子にはちゃんと話しておくね。この前はごまかしてごめん」

　私が淹れたコーヒーを飲んで、真子は、ふう、と息を吐いた。

「私、高校生の頃からずっと、先生と付き合ってたの。といっても、卒業するまでは清い関係だったのよ。先生は私に指一本触れなかった」

「へ？」

　母を見ると、ハトが豆鉄砲を食らったような顔をしていた。きっと私も同じ面持ちをしているだろう。

「覚えてない？　私が一年生の頃に担任だった、佐さ竹たけ先生」

「え？　え、ちょっと待って。わかった！　英語の佐竹！　どこかで見覚えがあると思ったら！」

　こくりとうなずく真子。母は後ろにのけ反りながら、キッチンカウンターを掴んで転倒をまぬがれた。

「ずーっと悩んでたの。パパもママも、私を一生懸命に育ててくれた。それはいつか、大企業の息子さんと結婚して、パパの仕事の役に立つためなんだって、うすうす気づいてた」

「そんなこと……」

　言いかけて、母は口をつぐんだ。

　どこにお嫁に出しても恥ずかしくない女の子になりなさい。昔の母は口癖のように、真子に言っていた。

「だけど、私は先生に恋をしてしまった。先生も私を受け入れてくれた。でも、卒業するまでは絶対に秘密にするしかなかった。ううん、卒業しても、パパやママに許してもらえるとは思えなかった」

　箱入り娘の、まさかの発言。母が両手で顔を覆った。

　まさか真子が、教師と生徒との禁断の恋に落ちていたとは。私も気づかなかったのだから、母には想像もつかなかったに違いない。

「そうだったんだ……全然知らなかった」

　そういう恋愛は、漫画や映画の中だけに存在すると思っていた。禁断と呼ばれる恋をする人が、こんなに身近にいたという事実に驚く。

「だって、必死で隠し通してきたもの。学校の関係者にバレたら、先生は辞めさせられちゃうし、ママたちは普通の英語教師と付き合っていると知ったら、どうにかして別れさせようとするだろうし」

　母は何も言わなかった。

　確かに、両親とも昔ながらの古い人間なので、禁断の恋なんて絶対に許さないイメージ。生徒に手を出す教師に嫌悪感を覚え、セレブじゃない相手に娘をやらないよう、根回しをしただろう。

「でもね、裕ちゃんにだけは言えたの。彼は私の親友だから」

　もうひと口、真子はコーヒーを飲んだ。

「生きづらかった。高校生のとき、先生と結ばれないなら死んでしまおうって思った。三階の音楽室の窓から飛び下りちゃおうかなってぼんやり考えていたとき、裕ちゃんが駆けつけて、話を聞いてくれたの」

　私と母は、息を呑んだ。

　そこまで思いつめていたことも知らなかったから。そして、真子の異変に気づけなかった自分たちに失望した。

「裕ちゃんは、私が先生と付き合っていることをカモフラージュするために、自分と付き合っているふりをしようと言ってくれた」

　ふたりが付き合ったのは、真子が頼んだからではなく、裕ちゃんの提案だった。

　彼がどれだけ真子を大切に思っていたのかわかる。

「婚約の話が出たときも、家同士が気まずくならないために、付き合っているふりを続けることにした。今思えば行き当たりばったりだけど、当時は必死だった」

「裕ちゃんと付き合っていれば、当然、佐竹先生はノーマークになる」

「そう。そして裕ちゃんは、いつも私を支えていた。学校の外で先生に会うときも、こっそり途中まで送ってくれた。応援して、話を聞いて……。私は裕ちゃんの前では、ありのままでいられた」

　胸が痛くなった。

　どうしてその存在が、私じゃなかったのか。私に話したら、両親に告げ口するとでも思われたのか。

「亜子はね、近すぎるんだよ。別に、信頼してないとかそういうことじゃない。亜子は私の痛みを自分のことのように受けて、傷ついてしまうから、逆に心配だったんだ」

　私の心の中を読んだかのように、真子は苦笑した。今度はちゃんとした苦笑だった。

「そして卒業して、やっと教師と生徒の関係ではなくなった」

「卒業後も、周りに内緒でずっと付き合ってきたんだね」

「彼は誰より私の気持ちをわかってくれる。一緒にいると、何もしなくても心が満たされるの。静かな強さと優しさを持った人よ」

　まるで花が開いたように、真子の顔中が微笑みで満たされる。

　好きな人のことを語るとき、こんなに笑顔になれる人がいるんだ……。

「大好きなんだね」

　思わず零した私に、「うん、大好き」と真子は深くうなずいた。

「でも、裕ちゃんには悪いことしちゃった。裕ちゃんも好きな人がいたのに、自分の気持ちを封じ込めちゃったの。カモフラージュを続けるために」

　今まで幸福の絶頂にいた顔が、曇る。

「好きな人への想いをこじらせちゃってるの？」

「だいぶこじらせてる。他の人じゃダメみたい」

「じゃあ、その人に会わせてあげないと。このままじゃ裕ちゃん、幸せになれないよ。あの強烈なお義母様に、また勝手に結婚相手を決められちゃう」

　私は立ち上がった。真子は不思議そうに私を見上げる。

「亜子はいいの？　亜子は昔から、裕ちゃんのことが好きだったでしょう？」

　認めたくなかったけれど、きっとそうだった。真子がいなくなって、急激に距離が近づいて、くすぶっていた想いが再燃した。

　好きだよ。大好きだよ。

　でも、私たちは始まってもいないうちに終わったんだ。

「私はいいの。だって裕ちゃんには絶対、幸せになってほしいもの」

　高校生のとき、私を助けた裕ちゃん。大事な姉の命まで、救っていたんだ。

　優しいから、家のことや私たちのことを優先して、自分の幸せを置き去りにしてしまった。

「……鈍感にもほどがある」

　呆れたように、真子がぼそっと呟く。

「え？　何？」

　聞いた瞬間、玄関のインターホンが鳴った。モニターを見ると、懐かしい高校時代の先生で、今は真子の恋人が、不安げにこちらを見ていた。

「なんでもない。じゃあ私、行くね。ママ、元気で。パパも」

　また真子が離れていってしまう。寂しくて、つい手を掴んでしまった。

「またいつでも会えるよね？」

「もちろん。話したらすっきりしたし」

「そっか。じゃあ、帰り道、気をつけて……」

　あまり佐竹先生を待たせてもいけないよね。

　手を離すと、母が真子に駆け寄った。

「いつでも遊びに来ていいからね。お相手のことも、また落ち着いたら紹介して。待ってるから」

「ママ……」

　真子は大きな目をしばたたかせた。

　受け入れられるとは思っていなかったのだろう。母の優しい言葉に、泣きそうになっているのがわかった。

「ありがとう。きっと来るね」

　真子は母の小さな体を抱きしめる。母は子供のように甘える真子の背中をさすった。

「あとは、亜子と裕ちゃんだね。ふたりとも早く幸せになっちゃいなよ」

「裕ちゃんは大丈夫。私は……どうかな。私も初恋をだいぶこじらせちゃったし」

　うなだれると、真子は深いため息をつく。

「裕ちゃんも苦労するわ」

「えっ？」

　首を傾げる私の肩を、真子が強い力で掴んだ。

「気にしないで。きっとすぐあっちから連絡があるから。ふたりで落ち着いて話し合うのよ。もう自分に嘘をつかない。わかった？」

「は、はい」

「よろしい」

　手を離し、真子は部屋を出ていく。

　見送りはそこまでにした。彼氏さんが緊張するだろうから。

「またね！」

　最後に真子が振り向いた。

　白く透き通った顔には、また幸せが咲き誇っていた。










後悔とこれから




　昨日は最悪だった。

　亜子を迎えに行き、真子の了解を取ってから、ちゃんと話をするはずが、まさかの両親にすべてをぶち壊しにされた。

　真実を話すのが遅すぎた？　だって、仕方ないじゃないか。

　校舎の三階から飛び下りようかと思わせるくらい悩んでいた真子の問題を、俺が勝手に明るみに出すわけにはいかないじゃないか。

　帰り道、母がわあわあと大声で喚いていたが、俺はそれをすべてシャットアウトし、返事をしなかった。

　俺の反抗的な態度が、余計に彼女のヒステリーに火をつけたようだが、知ったことではない。いくら親でも、俺の大事な人たちを傷つけたことは絶対に許さない。

「副社長、私たちはこれで……」

　秘書室から長瀬さんがやってきて、挨拶をする。

　時計を見ると、もう定時を迎えていた。

「ああ、申し訳ない。俺も帰るから、君たちも上がってくれ」

「はい。失礼します」

　表情ひとつ変えず、長瀬さんは部屋を出ていく。彼女は秘書の鑑かがみだ。仕事中に個人的な感情を露あらわにすることは、滅多にない。

　だけど俺は、ころころと表情を変える女性が好きだった。

　高校生の頃、日焼けした少年のようだった亜子。トラックをのびのびと駆ける彼女の姿を忘れた日は、一日もない。

　いろいろなものに縛られて身動きが取れなくなっていた俺は、自由な鳥のような彼女に、憧れにも似た恋心を抱いていた。明るい日差しの中で汗を流す彼女は、他の誰よりも綺麗だった。

　だが、素直な想いを口には出せなかった。俺がほころびを出せば、真子との関係が崩壊すると思っていたからだ。

　俺の気持ちに気づいていた真子は、何度も俺に謝った。自分は大丈夫だから、亜子に告白してもいい、付き合えばいい、と言った。

　でも、俺はそうしなかった。亜子を手に入れることは、野生動物を檻おりに入れるような罪悪感があった。それに、真子は大事な友だ。彼女を守ることも、自分の使命だと思っていた。

　のっそりと立ち上がり、会社を出て駐車場に向かう。

　車に乗り込み、ハンドルを握るが、エンジンをかけることをためらう。

　どうせ、あの広いマンションには誰も待っていないのだ。暗く寒い部屋に帰るのは、つらい。強く残った亜子の面影を、ずっと探してしまうから。

　彼女を閉じ込めるには、あそこは狭すぎたのかもしれない。

「……ん？」

　携帯が震えた。もしや亜子ではないかと、慌ててポケットから取り出すが、期待外れだった。

「なんだよ。今、俺は機嫌が悪い。くだらないことを言ったら、ぶち殺す」

　一気に言うと、相手は怯んだように息を呑む。そんな音が聞こえた。

『なんだよ、兄貴。ひどいなあ』

　健太郎は情けない声を出す。

『兄貴と真子ちゃんとの共犯疑惑をかけられて、めちゃくちゃ怒られたよ。いつの間に親父たちにバレたのさ』

「昨夜だよ。お前のことなんか知るか」

　通話を切ってやろうとするが、『待って待って待って』と必死な声が呼び止める。

『親父たち、もう兄貴を亜子ちゃんに会わせないつもりだ。彼女の実家に行かないよう、徳井宅付近に使用人が張りついてる』

「なんだって？」

　亜子の実家が、両親の息がかかった者たちに囲まれている、だと。これじゃ亜子は、茨に囲まれた塔に幽閉されたお姫様じゃないか。

「俺が実家に近づけば、すぐ両親にバレると」

『で、また修羅場になる』

「勘弁してくれよ」

　昨夜の悪夢を思い出すと、頭痛がした。

　亜子を傷つけないためには、このまま会わない方が賢明なのか。

『とにかく、今日はマンションに帰った方がいい。母さんを刺激しない方がいいよ』

「あまり刺激すると、何をするかわからない、か」

『その通り』

　呑気な健太郎の顔を思い浮かべると、やっぱりイラついた。期待されて、すべてを背負わされた俺の苦労も知らず、いつも被害者ぶりやがって。

「わかったよ。じゃあな」

　通話を切り、携帯をバッグの中に放った。

　健太郎の言うことに、一理ないとは言えない。

　うちの両親だけでなく、向こうの親も気が立っている。特にお義父さんは、母のことを許さないだろう。

　どうしたら許してもらえるか。もう一度、亜子に会いたい。

　携帯でこっそり呼び出したとして、彼女は来るか。彼女が家を出た瞬間から、両親の妨害があるかもしれないが。

『俺が好きなのはお前だ』と、はっきり言ったのに、嘘つき呼ばわりして信じなかった亜子が会いに来るわけないか。

　思わず苦笑が漏れた。

　お前はバカだよ、亜子。好きじゃなければ、一緒に暮らせるわけないじゃないか。キスや添い寝を強要したりもしない。

　どうしてお前は、俺がお前のことを想っているかもしれないと、ほんの少しでも考えてくれないんだろう。

　もうひとつため息を落とし、ハンドルを握り直してエンジンをかけ、マンションに向かい、車を発進させた。

　昨夜は全然眠れなかったから、今夜は無理にでも寝て、頭をすっきりさせるか……。

　玄関のドアを開けると、中から明かりが漏れてきた。

　なぜだと思う前に、目を見開く。

　玄関に、見覚えのあるパンプスがそろえて置いてあった。










身代わりではなくなりましたが、溺愛されています




　すぐに裕ちゃんから連絡がある、と真子は言った。

　そのときが来たら、何を聞こう。何を確かめよう。

　頭の中を整理しようと思うほど、こんがらがっていく。なかなか眠れなくて、明け方になってやっと、まどろみが訪れた。

　気がつけば、私はまた夢の中にいた。

　懐かしい、高校の校舎だ。

　男らしかった私は部活に打ち込み、クラスにも友達がたくさんいた。毎日、ささいなことで笑い合っていた。今考えればくだらなさすぎることにも、真剣になっていた。真子が死にたいと思うほど悩んでいるなんて、想像もしていなかった。

　ただ、苦手だったのは勉強だ。いつも赤点ギリギリの低空飛行を続けていた私は、期末テストの前にさすがにヤバイと思い、図書室で勉強することにした。

　塾に通ったり、家庭教師をつけていたりする子が多いせいか、図書室は空いていた。

　勉強面に関しては、中学で完全に両親にも教師にも見切られていた。

　それなのに私が真子と同じ高校に通えたのは、スポーツ推薦枠で合格したから。

『うう～。意味がわからない～』

　数学の問題集を開いて見つめる。残念なことに解答どころか、問題の意味がわからない。

　家に帰れば、成績優秀な真子がいる。だけど、私がテスト週間ってことは、真子だって同じ。邪魔をしてはいけない。

『やめよ。無駄な努力だったわ』

　たった数分で諦め、問題集を閉じかけた、そのとき――。

『こんなところで会うの、珍しいな』

『ゆ、裕ちゃん！』

　目の前に立った人を見上げると、裕ちゃんがバッグを持って立っていた。

『俺もここでやろう』

　彼は私に了解を取らず、勝手に正面に座り、教科書とノートを広げる。

『裕ちゃんもテスト勉強？』

『そうだよ』

　裕ちゃんは一流大学進学を目指していると、真子から聞いていた。

　皺ひとつないブレザー。シャツの間から覗く鎖骨。額にさらりとかかる前髪。清潔なシャンプーの香り。ますます勉強に身が入らなくなる。

　そわそわしているのを裕ちゃんに気づかれないように、なんとなく問題集を開き直した。

『真子は？　一緒じゃないの？』

『今日は茶道の日だろ』

『そうだっけ』

　真子の習い事は膨大で、何が何曜日にあるか、把握しきれない。

　裕ちゃんの手がさらさらとノートに難しい式を書き込んでいくのを、感心して見つめる。見ているだけで、こっちも頭がよくなっていくような錯覚に惑わされた。

　よし、最初から問題集を解き直そう。頑張ればできるかもしれない。

　意気込んでシャーペンを持ったけれど、やっぱりわからない。現実は厳しい。

『ん～』

　下唇を噛んで、泣きそうになるのを堪える。すると、裕ちゃんの目がこちらをとらえた。

『どうした』

『私、バカだから……ははっ、全然わからない』

　頭を掻くと、裕ちゃんが手を止め、私の問題集を取り上げた。

『この最初の問題から、わからないのか？』

『えへ……』

　ごまかして笑う私を、裕ちゃんは渋面を作って睨む。

『どこでつまずいたんだ。まだ一年生だろ』

『どこでって……たぶん中学の数学から？』

『……つらいな』

　ふう、とため息をつく裕ちゃん。

　呆れられちゃった。少し心が重くなる。

『いいか。今回の範囲は、ここからここだな。じゃあ、過去のことは忘れろ』

『はい？』

『今から俺が話すことだけ覚えておけ。こういう場合は、全部この公式に当てはめればいいんだ』

　裕ちゃんが私の問題集に、達筆で書き込む。

　これって……個別指導じゃない。

　周りに人がいないか再確認する。こんなシーンを見られたら、また何を言われるか。

　しかし幸運にも、周りには誰もいなかった。

『ほら、やってみろ』

　ゆっくり、何度でも、私がわかるまで説明する裕ちゃん。私は彼に認められたくて、必死に話を聞き、手を動かす。

『そう、そういうこと。もうわかっただろ』

　やっと問題集を二ページやり終えたとき、裕ちゃんが優しく笑って、頭を撫でた。

　時計を見ると、裕ちゃんが来てから一時間も過ぎている。

『ごめんね、裕ちゃん。私に付き合っていて、自分の勉強ができていないよね』

『ん？　大丈夫だよ。俺は頭がいいから』

　冗談っぽく笑い、裕ちゃんは自分の勉強に戻った。

　さらさらと、ノートの上を滑るシャーペンの音だけが響く。私はこのまま、時が止まればいいと思っていた。

　このまま、裕ちゃんを独占していたいと……。




　目覚めると、頬が濡れていた。

　泣いていたのだと理解するまで、数秒。起き上がり、パジャマの袖でごしごしと顔を拭く。

「これじゃいけない」

　今日こそはちゃんと着替えて、洗顔をして、メイクをするんだ！

　ぐだぐだと家の中に閉じこもっているのは、私らしくない。真子が家を飛び出したように、私も勇気を出さなきゃ。

「あら、亜子。もうお昼よ」

　洗面所に行き、洗面台を使っていると、通りかかった母に声をかけられた。

　私は明け方に寝て、昼に目覚めたらしい。偽装結婚で培った生活リズムは、いったいどこへ。

「ねえ、お母さん。結婚って大変だったよ。実家に住んで仕事に行っている方が、よっぽど楽だった」

　顔をタオルで拭きつつ言うと、母は笑った。

「やっと私のありがたみがわかったわね」

　素直に私はうなずく。ちゃんと生活するって、思っていたよりも大変だった。

「でも、楽しかった」

　裕ちゃんとの日々を思い出す。

　いってらっしゃいと、おかえりなさいのキス。

　食事を一緒にする。裕ちゃんがおいしそうに食べてくれると、もっと頑張ろうと思えた。

　お風呂は別々だったけれど、いつも同じベッドで寄り添って眠った。

　大変なことも、裕ちゃんが一緒だったから乗り越えられた。毎日が楽しかった。

「そう。そんなふうに思える相手と、いつか本当の結婚ができるといいね」

　そう言って、母は忙しそうに去っていった。いつも通り、父は仕事に行ったらしい。

　昨夜、真子が帰ったあと、『これからは、星野グループに見限られてもやっていけるようにしなくては』と今までより闘志を燃やしていた。そういうところが私の父だよなあと、ぼんやり思った。

　さあ、私はどうする。

　自室で化粧をしようと思ったら、メイク道具がないことに気づいた。

　そうだ、私の少ない道具は全部、裕ちゃんの家に置いてあるんだ。

　気を取り直し、真子の部屋に残されたものを有効活用する。

　美容オタクでもあった真子が残していった、何段もあるケースに入った色とりどりの化粧品やアクセサリー。

　クローゼットにかけてある、ひらひらした走りにくそうな服たち。

　これまで私は、キラキラしたものを避けてきた。頑張ってキラキラしたところで、真子と比べられてディスられるのはわかりきっている。自分が女性として劣っているのを思い知るのが、つらかったからだ。

　でも、もともとは同じ遺伝子の私たち。努力した者が人生に勝つんだ。もう誰に気兼ねすることもない。自己否定している場合でもない。知らん顔で勝てばいいんだ。

　結婚生活中の暇な時間に携帯で集めた知識を集結させ、私はメイクを施す。

　真子のマネをする必要はない。私は、自分が好きだと思える自分になりたい。




　三十分後、鏡の前に映った自分を覗き込む。

「いい感じじゃない？」

　派手すぎない、手をかけたナチュラルメイクが完成した。

　服もゆったりしたニットと、タイトスカート。今まで避けてきた脚を出すスタイル。

　だって、私のシシャモみたいなふくらはぎを、彼は綺麗だと言ったんだもの。

「よし！　行こう！」

　いつもなら、『おっし、行くぞ！』なのだけど、格好を綺麗にすると、言葉遣いも引っ張られるようだ。

　緊張を深呼吸で緩和し、思いきって部屋を出る。

「お母さん、いってきます」

「あらっ、いきなりどうしたの。婚活でも始めるの？」

　本気で怪け訝げんそうな顔をしている母が面白くて、笑った。

「ちょっと、ね」

「嫌だわあ、雨が降るのかしら。ああ、失踪しないでよ」

「わかってるよ」

　真子のシューズクロークから拝借したパンプスを履き、外へ出た。

　裕ちゃんと一緒に過ごしたマンションを目指す。突然帰ったら、彼はどんなリアクションをするだろう。

　少しの不安が芽生えるけれど、頭を強く横に振った。

　とにかく、自分の想いを伝えなきゃ。




　一時間後、マンションに着いた私は、持っていた鍵で玄関のドアを開ける。昼間なので当然、裕ちゃんは仕事に出かけている。

　不法侵入みたいだけど、仕方ない。勝手に上がり込み、まっすぐキッチンへ向かうと、両手に持った荷物をどさりと下ろした。

「さて、やるか」

　腕まくりをし、まずお米をとぐ。

　前に裕ちゃんに教えてもらったおもてなし料理を、私は再現しようとしていた。

　裕ちゃんのことを思い出しながら、ひとつひとつ、誰の手も借りず、ひとりで用意する。

　無心で料理を作り終えたら、ソファに座って裕ちゃんを待つ。さすがに今日は、緊張してうたた寝もできない。

「そうだ、まっすぐ帰ってきてもらえるようにしなきゃ」

　直接連絡をしたら、意味がない。これはサプライズなんだから、喜んでもらえるかわからないけれど。

　健ちゃんに電話をする。おさぼりマンの健ちゃんは、すぐ電話に出た。

「もしもし、健ちゃん？」

『亜子ちゃん、昨日は大変だったらしいね。俺も共犯扱いされたよ』

　義両親は健ちゃんも共犯だと思い、彼を質問攻めにしたらしい。

「ごめんね、巻き込んで。ついでに、もうちょっとだけ巻き込まれてくれない？」

『えー。まあいいか。乗りかかった船だ』

　健ちゃんが了承したのをいいことに、私は都合のいいお願いをした。




　そわそわしているうちに、午後六時になった。

　玄関のロックが解除される電子音に気づき、私は飛び跳ねる。

「お、おかえりなさい！」

　廊下を走っていくと、帰ってきた裕ちゃんがぽかんと口を開けていた。

　レアな表情、ゲット。……じゃなくて。

「亜子……どうして」

　ちゃんと着飾った私でも、真子と間違えない裕ちゃんが好き。

　へへ、と私は笑った。最大級に頑張って、笑顔を作る。

「こっち、来て」

　初めて自分から裕ちゃんの手を取った。

　靴を脱いだ裕ちゃんを引っ張り、リビングに連れていく。

「これは……」

　ダイニングテーブルに並んだ料理を見て、裕ちゃんは目を丸くした。

「私が、作ったの」

「そうか……。でも、どうして？」

　戸惑いを隠さず、彼が私を見る。

「ちゃんと話したかったから、来ちゃった。でも途中で、裕ちゃんがまっすぐ帰ってこなかったらどうしようってなって、健ちゃんに協力してもらったの」

　健ちゃんに、裕ちゃんに電話をしてくれるように頼み込むと、しぶしぶ承知してくれた。

『俺が亜子ちゃんを好きだったの、忘れてない？　ひどいなあ』

　ぶーぶー言っていたけど、きっと健ちゃんは、私の気持ちをわかってくれたんだと思う。

「それであいつ、意味不明な電話をしてきたのか。いくら俺の両親でも、お前の実家を雇った人間で囲い込むなんてどうかしていると思ったよ」

　裕ちゃんの額に皺が寄る。

「あの……迷惑だった？」

　おそるおそる尋ねると、裕ちゃんは床にバッグを投げ捨て、両手を伸ばした。

「迷惑なわけないだろ」

　ぎゅっと抱きしめられる。

　ああ、裕ちゃんのにおいだ。

　いつの間にか、このにおいに抱かれていないと眠れない体になっていた。

「裕ちゃん。裕ちゃんの好きな人って……」

「お前に決まってるだろ。聞かなくてもわかれよ」

　すがりつくように抱きしめてくる裕ちゃんの背中を撫でる。胸の中で、歓喜が開けたての炭酸ジュースみたいに弾けた。

　信じられない。裕ちゃんが、私のことを好きだって。

「わからなかったんだもん……」

　だって私は所詮、真子の身代わりなんだと考えていたから。裕ちゃんが優しくするのは、私を真子だと思っているからだ、と。

「ずっと好きだった。ずっと、ずっと」

　真子と先生が付き合っていることをひた隠しにするうちに、周囲がどんどん後戻りできない状況に、真子と裕ちゃんを追い込んでいった。

　ふたりとも、つらかっただろう。

「私も」

　やっと、素直になれた。

　ぎゅっと抱きつくと、裕ちゃんに引っぱがされた。ショックを受けていると、じっと覗き込まれる。

「ちゃんと言えよ」

「え？」

「私も、じゃなくて」

　最初、裕ちゃんの言っている意味がわからなかった。やっと理解すると、顔から火が出そうになる。

「……大好きだよ、裕ちゃん」

　声が震えた。人生で最初の愛の告白。

　聞いた裕ちゃんは、ニッコリと笑った。目が糸みたいに細くなる。

「知ってる？　亜子。この身代わり結婚は、最初から俺と真子が仕組んだことだったんだ」

「え？　どういうこと？」

「鈍感さんに、俺のことを無理やりでも意識してもらおうって、真子が言いだした。俺は彼女の失踪の手助けをし、探偵を遠ざけた」

　鈍感さんって、もしかしなくても私のことか。まさか真子が私のために、身代わり結婚を仕組んでいたとは。

　びっくりして言葉を失う。

　裕ちゃんは最初から、真子の居場所を知っていた。そして、うちの両親が雇った探偵の調査を妨害した。

　裕ちゃんの両親が差し向けた探偵は、おそらく、まったく別の情報ルートから真子にたどり着いたのだろう。さすがの裕ちゃんも、すべての追手を遠ざけることはできなかったんだ。

「永遠に続くわけがないことくらい、わかっていた。でも、どこかで偽装が真実になればいいと願っていた」

　私の左手を優しく取り、結婚指輪にキスをする裕ちゃん。その熱さに胸が焦がれる。

「裕ちゃん……」

「遅くなってごめん。俺と結婚してくれ、亜子」

　たちまち涙の膜が張る。

　裕ちゃんがぼやけたと思ったら、堪えきれずに、雫が頬を滑り落ちた。

　彼からプロポーズの言葉を聞けるとは、過去の私は考えもしなかった。

「お義母様たち、許してくれるかな」

「説得するよ。無理だったら、縁を切ってもいい」

　濡れた頬を優しく撫でられる。

　覗き込んだ顔が近づいて、鼻が触れた。次に、唇。

「お前さえいればいい」

　低い声が胸に響いて、余計に涙が溢れる。

「……私、私も、裕ちゃんのお嫁さんになりたい。頑張るからっ、よろしく、お願いします」

　私たちの前には、苦難が待ち受けている。正確には、義両親という壁が立ちふさがっている。

　それでも私たちは、一緒にいると決めた。

　返事の代わりに裕ちゃんは微笑み、キスをした。

　何度も、何度も。

　今までのとは違い、熱く、深く。

「なあ、亜子。覚えてるか？」

　キスが一段落したところで裕ちゃんが言った。息を整え、返事をする。

「何？」

「明後日から、新婚旅行だってこと」

「あっ！」

　怒ど涛とうの展開すぎて、忘れていた。

　そういえば私、自分の名前でハワイに行くことになっていたんだっけ。

「俺もいろいろありすぎて、キャンセルするのも忘れていたんだが、行くよな？」

　ニッと裕ちゃんが笑った。

　新婚旅行。行き先は常夏の島・ハワイ。

　青い空。白い雲。透き通った海。そして生クリームたっぷりのパンケーキ。

「行く！」

　何より、この国から離れて裕ちゃんとふたりきりになりたい。私は即答していた。

「よし、行こう。その前に」

　裕ちゃんは私をお姫様抱っこし、せっかく用意した食事から離れていく。

「あ、あの、ご飯……」

「いや、飯より先にやることがある」

　連れていかれたのは、いつも添い寝をしていた寝室。ベッドの上に優しく下ろされると、裕ちゃんの大きな手が私の頬を撫でる。

「今までどれだけ我慢してきたと思っているんだ。今日こそ、俺のものになってもらうからな」

　熱を含んだ視線に、溶かされそうになった。

　返事に困っていると、せっかく着てきた真子の綺麗な服が、鮮やかな手つきで脱がされていく。

「食事はあとで温めて、ありがたくいただく。先にお前を食う」

　そう宣言すると、裕ちゃんは私にキスをした。

　熱く深いキスを繰り返し、唇は首すじ、胸元へと滑り落ちていく。

　こうして私は、とうとう裕ちゃんにおいしくいただかれてしまったのだった。




　二日後、私たちは一緒に空港に向かった。

　飛行機に乗って八時間後、ホノルルに到着。

「アコ、ハワイ、キター！」

「お前は真ん丸お腹の女の子の魚人か」

　現地は早朝なので、うるさくしないように裕ちゃんに注意された。

　専用車でホテルに行く間、実は飛行機の中でも、いや、家を出た瞬間から、私たちはずっと手を繋いでいた。しかも恋人繋ぎ。

　ホノルルに着いてからずっと、私のテンションは上がりっぱなし。宿泊者専用プールを備えた、ビーチからすぐのホテルを見たときも、ずっと胸が高鳴っていた。

　異国の空気は、どうしてか裕ちゃんをより魅力的に見せる。何より、ここでは誰も私たちを知っている人がいないというのが大きかった。義両親も会社の人も、真子も健ちゃんもいない。

　ああ……これで、やっと……やっと、誰にも気兼ねせずに……。

「やっと大っぴらにイチャイチャできるな」

　ストレートに、私が思っていたことを裕ちゃんが口に出すから、照れながらも笑ってしまった。

　ハワイではベタなことだけしようと決めていた私たちは早速、海に繰り出す。

「どう？」

　現地で選んだ水着を披露すると、裕ちゃんは笑顔で拍手した。

「いいね。眩しすぎる」

　花柄ビキニはセクシーすぎず、子供すぎず、ちょうどよかった。ただ、フリルやスカートがついていないので、心もとない。

　胸は大きい方じゃないけれど、全身の引きしまり具合には自信がある。普段から走っていて、よかった。若い頃に陸上で鍛えて正解だった。

　今まで自分がやってきたことは無駄ではなかったのだと、しみじみ思った。

「やっぱり俺は、亜子の脚が好きだ」

　臆面もなく恥ずかしいことを言ってのける裕ちゃんこそ、ビーチの女性の視線を集めている。

　無駄な肉が一切なく、しかし痩せているわけではない。うっすらと線が見えるくらいの理想的な筋肉に覆われた肢体は、私をうっとりとさせた。

「さ、さあ行くよ！」

　我に返って、恥ずかしさをごまかすように、海に向かって走りだした。




　そのあとも有名な観光地を渡り歩き、人気のパンケーキ店やステーキ店で、カロリーを恐れることなく摂取。

「はい。裕ちゃん、あーん」

　ノリでふざけてみる。フォークにまあまあ大きく切ったステーキをぶっ刺し、裕ちゃんに向ける。

　すると彼は、見たこともないほど大きな口を開け、ぱくりと食べた。びっくりする私に、ドヤ顔をする裕ちゃん。

　こうして滞在期間は、刻々と過ぎていった。




「今日が、ゆっくりできる最後の日だね」

　五日目の朝、ベッドの上で目覚めた私は裕ちゃんにくっついた。

　ふたりとも素肌なのは……うん、察してほしい。新婚旅行だし、両想いになったばかりだし。

「今日は自由行動じゃないんだ。予約しているところがあってね」

「えっ、聞いてないよ」

「驚かせようと思って、黙ってた」

　いたずらっぽく笑う裕ちゃん。彼のこんな顔、私以外に見られない。




　ホテルで朝食をとったあと、裕ちゃんについていく。私はこっちの店で買った、いかにも観光地風の花柄ワンピースにサンダル。完全に油断していた。

　ホテルの中を散歩でもするのだろうと思っていたら、敷地の外れにある建物に入っていく。

「ここ、何？」

　きょろきょろするうちに、裕ちゃんは受付のお姉さんと話していた。お姉さんは愛想のいい日本人だ。

「どうぞ、こちらへ」

　案内だけで、今から何をするのか説明はしてくれない。

「ねえ、裕ちゃん。そろそろ種明かしをして……」

　彼の腕をつつくと、目の前のドアが開けられた。中には、真っ白なウエディングドレスが。驚いた私は、目をぱちくりさせるしかできない。

「真子が計画したんだ。ハワイで、自然な表情の写真を撮るといいよって」

「真子が……？」

「最初から、自分が行く気はなかったんだ。あいつは、俺とお前とで行かせるつもりだった」

　中に入ると、真子が選んだというドレスの前に、鏡や化粧品が置いてある。

「結婚式は緊張で引きつっているだろうからって。思い出に、ふたりのいい写真が欲しいだろってさ」

　聞いているだけで、泣きそうになってきた。両親に従順なふりをして、実は今回一番わがままを通した真子が、私のためにそこまで計画をしていただなんて。

「だから、無理にでも新婚旅行は行くつもりだったんだ」

　最初の頃、どうして真子がいないのに、身代わりの私とわざわざハワイに行こうとするのか不思議だった。

　泣きそうになった私の頭を、裕ちゃんが引き寄せる。

「ダメだって。今泣いたら、記念写真のまぶたが……」

「それは嫌！」

「だろ。一番綺麗なお前を見せてくれよ」

　柔らかく笑った裕ちゃんが、部屋を出ていった。




　着替えを済ませた私を待っていたのは、タキシード姿の裕ちゃんだった。

「ねえ！　どうしてタキシードがそんなに似合うの！　さては日本人じゃないね？」

　照れ隠しで突っかかると、裕ちゃんは笑った。

「今頃、俺の国籍を疑うなよ」

　言い終わると、急に真顔で私を見つめる。

「……うん、綺麗だ。本当に」

　何も言い返せない私の手を取り、歩きだす。

　文句なしに快晴の空の下、写真撮影は始まった。

　最初の結婚式は、緊張しかなかった。だけど、今は思う。

　結婚証明書の署名、自分の名前で書きたかった。

　誓いの言葉のあとの返事、もっと真剣に言えばよかった。

　後悔は胸の奥にしまい、私は空の下で思いっきり笑う。

　裕ちゃんが笑えば、私もつられて笑顔になる。裕ちゃんの方も、そう思ってくれているといいな。

　私が裕ちゃんを支えて、つらいときも、明るい気持ちにしてあげられたら。




　束縛から逃れた私たちは、本当の笑顔で写真撮影を終えた。

「でき上がり、楽しみだな」

「うん。ねえ、裕ちゃん」

「ん？」

　ぎゅっと私は裕ちゃんの手を握った。

「私、今日のこと、ずっと忘れないよ」

　きっと今日が、私たちの本当の結婚式だったね。

「うん。俺も」

　裕ちゃんが強く私の手を握り返す。どこまでも青い空が、私たちを見守っていた。

　ここまでこじれたら、周りに簡単に許されるとは思えない。

　でも、たとえ正式な結婚ができなくても、戸籍上の夫婦になれなくても、そんなものは誰かが決めた、ただの制度だ。私たちは関係なく、ずっと一緒にいる。

　苦労や悩むことがあっても、私は裕ちゃんを支え続ける。きっと裕ちゃんが、私を守ってくれるはずだ。

　ホテルに帰り、海に溶けていく夕日を見ていたら、涙が溢れた。

　嗚お咽えつする私を、裕ちゃんが黙って抱きしめる。それだけで、これからの現実も頑張っていこうと思えた。




　半年後。

　街中の小さな教会で、ウエディングベルが鳴り響く。

「ああああ……」

　新郎新婦が教会から出てきた途端、泣けてきた。……っていうか、朝からずっと泣きっぱなしだ。花嫁は私と同じ顔をしている。

　そう、今日は真子の結婚式。もちろん佐竹先生との、だ。

「真子、綺麗だねええええ」

「お前も式のときは、負けないくらい綺麗だったよ」

「嘘おおお」

　母は真子のことを受け入れた笑顔で、父はようやく政略結婚をさせることを諦めたような気の抜けた面持ちで、それぞれ式に参列していた。結局は、父も真子の幸せを願う気持ちは同じなのだろう。

　十年以上、愛を育んだふたりはやっと、みんなの前で神様に永遠の愛を誓うことができた。

　生まれたときから一緒にいて、ずっと隣で見てきた中で、本当に今日が一番綺麗だよ、真子。

「よかった、よかった……」

　感極まって泣きじゃくる私の手を、裕ちゃんがずっと握っていた。

　本当に小さな式だったけれど、幸せそうな真子を見られただけで、胸がいっぱいだ。

　披露宴とは名ばかりの食事会のあと、最後に新郎新婦がゲストを見送る際、真子が私を見て吹き出す。

「メイクが流れてる。泣きすぎだよ」

「うう……だって……」

　先生と結ばれない未来に一度は絶望し、死を選ぼうとまでした真子が、想いを貫き通して無事に幸せになれたから……。

　ダメだ、また泣けてきた。

「これあげるから、笑いなさい。ほら」

　持っていたブーケを、真子は私に差し出した。

「え……」

「亜子しか若い女の子がいないから」

　確かに相手の方のゲストも、ご両親と男友達、職場の上司くらいで、若い女の子はいないみたい。

「ありがとう」

「今度は、亜子だからね」

　ウインクされて、曖昧に微笑んだ。

　そう、私と裕ちゃんは、まだ正式には夫婦になれていない。今回の事の次第を、裕ちゃんから彼の両親に説明し、説得を繰り返しているが、ご両親はまだ星野家を裏切った徳井家のことを許してくれないという。

　ちなみに父の会社は、まだ星野グループの末端と取引を続けている。裕ちゃんが父の会社の技術力を高く評価し、社内外で一生懸命に宣伝してくれたおかげだ。

　以前より仕事は少なくなったようだけど、海外の工場をいくつか閉めたり、規模縮小をしたりしつつ頑張っている。

　それはさておき、義両親はうちの技術は認めても、人柄は認めてくれない。裕ちゃんが何度も話しているけれど、私との結婚を認めてくれる様子はない。

『親族に、駆け落ちの末に結婚した子がいるなんて恥ずかしいわ』

　お義母様は、そんなことまで言ったらしい。永遠にわかり合える気がしない……。

　彼らと縁を切って結婚すればいい、と裕ちゃんは言うが、私はその申し出には首を縦に振れないでいる。

　だって、家族がバラバラになってしまうのは、見ているだけでもつらいから。




　十時半頃に始まった式は午後二時には終わり、主役のふたりも撤収し、帰っていった。私はぼんやりと、泣きはらした目で教会を見上げる。

　真子たちはいいなあ。なんだかんだ最後には想いが報われ、周りに祝福されて……。

「さあ、帰ろう」

「うん」

　礼服を着た裕ちゃんは、いつものスーツ姿とちょっと違う。やっぱり格好いい。

　車に乗り込みマンションへ帰る途中、私が胸に抱いたブーケを見て、裕ちゃんが言った。

「俺たちもそろそろ、けじめをつけたいよな」

「ん？　うん……」

「前にも言ったが、俺は実家と縁を切ってもいいと思ってる」

　同じ話が出るたび、胃が痛くなる。重くなった空気を取りなすように、彼は明るい声で提案する。

「疲れたから、どこかで休憩して帰ろう」

「そうだね。じゃあ、お茶でもしようか」

　なぜか今、無性にフライドポテトが食べたい。有名なファストフード店の名前を挙げると、裕ちゃんは何度もまばたきをした。

「珍しいな。亜子、油っこいものはあまり食べないのに」

「うん……泣きすぎてカロリー消費したのかな。体がカロリーを求めてる」

「へえ。まあ、たまにはいいか」

　裕ちゃんは私の希望を却下せず、有名チェーン店よりは少しオシャレな、ハンバーガーも置いてあるカフェに連れていってくれた。

　しかし、さすが日曜日。店内は若い女性やカップルでにぎわっている。

　さあ、ポテト食べるぞ。

　意気込んで、案内された席に向かうも、突然気分が悪くなった。

「あ、あれ……」

　胃からせり上がる不快感に、思わず口元を押さえた。

　近くの席にいる、派手なお姉さんたちの香水と化粧品の香りが、ぷんぷんとにおっている。甘ったるいにおいが、不快感の原因のようだった。

「大丈夫か」

「ん……ごめん、外でもいいかな」

　テラス席がちょうど空いたので、そっちに移動した。

「寒くないか？」

「いや、こっちの方が楽。こんなこと、初めて……」

　水を飲んで落ち着く。今までは、他人の香水や化粧品のにおいが強くても我慢できた。吐き気を催したのは初めてだ。

「……ポテトは食べられそう？」

「うん。そうだ、ポテトポテト」

　ハンバーガーよりポテトをメインで食べたい。メニューをめくってポテトを探していると、裕ちゃんがハッとひらめいたような顔をした。

「ちょっと待て。秘書課の長瀬さんが最近、寿退社したんだ」

「え、そうなの。おめでたいね！」

　私がマンションから飛び出して実家に帰ったあと、裕ちゃんが私の退職の手続きをしてくれていた。会社への挨拶は少し落ち着いてから行ったのだ。数日しかお世話にならなかったけれど、今となってはいい経験をさせてもらったと思う。

　ちなみにそのあとは、休職していた元の職場に復帰した。今も同じ職場で仕事をしている。

　しかし、あの堅物そうな長瀬さんかあ。相手はどんな人だろう。

　妄想している私の頬を、裕ちゃんがつまむ。

「できちゃったんだよ、長瀬さん」

「でき……つまり、赤ちゃんが？」

　神妙な面持ちで彼はうなずく。

「長瀬さんが、同じようなことを言っていたんだ。香水のにおいがダメとか、トイレの芳香剤を無香料にしたいとか。無性にフライドポテトが食べたくなって、昼休憩にファストフード店まで走ったとか」

「妊婦さんが走っちゃダメでしょ」

「もっともだが、気になるところはそこか」

　頭の中で、裕ちゃんの言ったことを反はん芻すうする。

　急に、強いにおいのするものがダメになり、油っこいものが欲しくなった。

　それ、すなわち……。

「まさか」

　自分の生理周期を考えてみる。前に生理が来たのは、いつだったっけ……。

「帰るぞ！」

　何もオーダーしていないのに、裕ちゃんが立ち上がった。

「ひええっ。どうして」

「どうして、じゃない。ゆっくりポテトを食っている場合か！」

　店員さんに謝り、店を出ることにする。

　手を引かれた私は、周りの客の目線を気にしつつ、鼻を押さえて店から退出するしかなかった。




　一時間後。

　薬局に寄って帰ってきた私は、途方に暮れていた。

　トイレのあと、妊娠検査薬に、陽性反応を示す縦線が現れたからだ。

「どうしよう……」

「迷うことはない。産んでくれ。他の選択肢はない」

　すぐに裕ちゃんは少し離れて、どこかに電話をかけ始めた。星野グループの情報網で、評判のいい産院でも探しているのか。

　私のお腹に、裕ちゃんとの赤ちゃんが……。

　それ以上は何も考えられず、ぼーっと待っていると、通話を終えて戻ってきた裕ちゃんが言った。

「今から両親がここに来る」

「えっ」

「亜子が妊娠したって言ったら、『すぐに行く』だと」

　まさか、おろせって言いに来るんじゃないでしょうね。体中の産毛が逆立つようだ。

　警戒心を剥き出しにする私に、裕ちゃんは笑顔を見せた。

「妊娠したなら、仕方がないってさ」

「え？　何が？」

「やっと俺たちの結婚を認めるんだと。世間体を気にする人たちだからな。なんだ、最初からこうすればよかったのか」

　やけにすっきりした裕ちゃんの方こそ、赤ちゃんを産み落としたあとのような顔をしている。

「待って。なんだって？」

「よく聞け。やっと結婚できるんだよ、俺たち」

　ゆっくり言ってもらって、やっと理解した。

　私、ようやく正式に裕ちゃんのお嫁さんになれるんだ。

　そして、そのうち、新しい家族が増える。

「双子だったらすごいな。忙しくなるぞ」

　破顔して、裕ちゃんはソファに座った私を抱きしめる。悲しくもないのに、私の目から涙がぼろぼろと零れた。

「ああ、また泣いてる」

「だって、だって……」

　嬉しさが何重にもなって、言葉が出ない。

「愛してるよ。俺の花嫁さん」

　優しく私を抱き寄せ、裕ちゃんは指で涙を拭う。そして、触れるだけのキスをした。

　子供の頃から、あなただけを見てきた。

　私はずっとずっと、あなたの花嫁になりたかった。

　叶わない願いを閉じ込めて、見ないようにし、忘れたふりをしていた。

　でも、本当はずっと、心があなたを追いかけていた。

　叶うことなどないのだと諦めていた夢が、今、現実になる。

　温かく広い胸で、声を出して泣く。

　裕ちゃん。私の大事な旦那様。

　私は紛れもなく、世界中で一番幸福な花嫁だよ。

　心から「愛してる！」と叫んだ私は、お腹を潰さないよう気をつけつつ、ぎゅっと裕ちゃんに抱きついた。
















特別書き下ろし番外編










双子が生まれまして




　妊娠が発覚してすぐに入籍した私は、半年後にはもう出産していた。

　妊娠三ヵ月で発覚、半年後に出産では、ちょっと早いんじゃないかと気づく人もいると思う。

　そう、私と裕ちゃんの赤ちゃんは、十月十日お腹の中にいることはできなかった。

　なぜなら、赤ちゃんが双子だったから。

　ひとり千五百グラムくらいまで育ったら、ふたりで三千グラム。普通の赤ちゃん約ひとり分。

　というわけで、双子は早産が多いのだそうだ。九ヵ月程度で予定帝王切開手術をすることがよくある。

　逆に、小柄な母親だとあまり持たずに、八ヵ月ほどで切迫早産、緊急帝王切開となることもザラだという。

　運よく、私は九ヵ月の予定手術にこぎ着けた。

　生まれたのは双子の赤ちゃんだった。一卵性双生児の女の子。私と真子と同じだ。

「これから大変だな」

　並んだ保育器の中で寝ている双子の前で、裕ちゃんが私の肩を抱いた。

　そうね。母は双子育児が本当に大変だったって言っていたけれど、くじけないで頑張らないと。こんなに可愛い赤ちゃんを、奇跡的に授かったんだもの。




　……と思ったのは、双子が退院してくるまでの一瞬だった。

　幸運にもなんの疾患もなかった双子は、出産から一週間後、予定通り退院した。そこから私の地獄が始まった。

「待って。待ってったら。ママの体はひとつなの。全部一気にはできないのー！」

　真夜中にひとりを授乳していたら、もうひとりが起きた。仕方なく大胆にあぐらをかき、腰に差したクッションに双子を乗せ、両乳を吸わせる。セッティングまでは裕ちゃんが手伝ってくれるけれど、母乳を出す体は私ひとり。

「裕ちゃん、明日も仕事だから寝た方がいいよ。次に起きたら、腕立てポジションで吸わせるし」

　そう言っている間に、ひとりが母乳を飲みながら寝てしまった。

「腕立てはキツイよ。無理だって」

　寝てしまった子を裕ちゃんは縦に抱っこし、自分の肩に小さな顎を載せ、ゲップをさせようとした。ところが背中をさすった瞬間、赤ちゃんはゲップではなく、母乳をリバースしてしまう。

「うわ……ははは、やりやがったな」

　背中に広がるぬくもりと湿り気を感じたのか、裕ちゃんは顔を引きつらせながら赤ちゃんをベッドに置いた。

　自分の服はそのままに、赤ちゃんを着替えさせようとするが、リバースして再びお腹が空いたのか、ギャーギャー泣いて手足をバタバタされる。

　すると、いい気持ちで母乳を飲んでいた方が呼応するように、むずがり始めた。

「あーん」

「いや、あなたは泣く必要ないでしょうが」

　優しく背中をさすると、上手にゲップをした。でも、もうひとりの泣き声がうるさくて眠れず、イライラしているみたい。オムツを変えたけれど効果なし。

　やめて、夜中の二重奏。防音加工がしてあるマンションでも、メンタルが削られるから。

「ねえ、裕ちゃん。やっぱり私、実家に帰るよ。これじゃ裕ちゃんが眠れない」

　昼間に働いている裕ちゃんを寝かせてあげられないのは、心苦しい。裕ちゃんが育児に協力的で献身的な分、余計に申し訳なくなる。

「ダメだ。家族が離れるなんて、ありえない」

　絶対に裕ちゃんは首を縦に振らなかった。

「羽を伸ばすために、何日か帰るのはいい。昼間に遊びに行くのもいい。でも、育児を全部、亜子とお義母さんに押しつけるわけにはいかない。この子たちは俺の子なんだから」

　てきぱきと赤ちゃんを着替えさせ、「ちょっと泣かせたって構わないさ」と言い残し、部屋の外に消えた。

　すぐ戻ってきた彼の手には、哺乳瓶に入ったミルクが握られている。それをもらった赤ちゃんは、勢いよく吸いだした。

「ここは俺に任せて寝るんだ、亜子」

　裕ちゃんの頼もしい背中に、クラリとした。そうでなくても、昼間もずっとこんな調子で、疲労が溜まっている。

「ごめん……ごめんね、裕ちゃん。私がダメなばっかりに」

　思わず涙が出た。双子が生まれてからというもの、食事は出前か、裕ちゃんが買うか作ったもので、掃除も洗濯も適当極まりない。

　片付ける暇もない部屋の中を片付けるのも、ゴミ出しも、全部裕ちゃんに任せきり。

　ちなみに、一番の敵になりそうだったお義母様は、双子の顔を見た途端、それまでの頑なな態度を一変させた。

　可愛い洋服やミルク、オムツ、お尻拭きなどをどっさり送ってくれるので、非常に助かっている。

　それにとどまらず、たまにマンションに来て双子の面倒を見たり、差し入れまで持ってきたりして、『亜子さんは寝ていなさい』と笑顔で言うようになった。

　孫の姿を一丸レフで撮りまくり、赤ちゃん言葉で『今日も可愛いでちゅね～』と囁き……とにかく孫バカ炸裂中。

　人間って、変わろうと思えば変われるものなんだなあ……と、最近しみじみ感じている。

「ダメなもんか。夫婦は助け合って当然だ」

　優しく娘を抱いて言う裕ちゃんを見たら、余計に泣けてきた。

「俺も母乳が出たらなあ」

「やだ。何言ってんの、もう」

　至極真面目な調子だから、泣きながら笑ってしまった。

　これからしばらくドタバタで、自分の外見を気遣う余裕もないだろう。

　でも、きっと大丈夫。裕ちゃんがいれば乗り越えられる。

　彼は、頑張れとは言わない。だから私も頑張るのはやめた。

　子供の世話さえちゃんとやっていれば、あとはどうでもいいんだ！

　でも、もう少し落ち着いたら、そのときには――。

　思いきりオシャレをして、デートしたいね、裕ちゃん。

　いつまでも、あなたに恋をしている私でいたい。あなたにときめく気持ちだけは、なくしたくない。

　裕ちゃんが双子の寝顔を見て微笑む。

　幸せすぎて、私はまた泣きそうになった。
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あとがき




　このたびは、本作をお手に取っていただき、ありがとうございます。真彩-mahya-です。

　本作は、双子、幼なじみ、初恋など、自分の好きなものの詰め合わせのような作品になっております。

　実は自分自身、双子の出産育児（現在進行中）経験者でありまして、ずっと双子が主人公のお話を書きたいと思っていたので、今回はその夢が叶いました。

　ずっと「双子って面白いなあ。でも周りにいろいろ比べられて、大きくなったら悩むこともあるだろうなあ」と常々思っております。

　また、双子でも性格や得意分野がまったく違ったりするので、誕生日占いは信じないようになりました。

　今回は亜子が主役でしたが、真子目線のお話も書けたら面白そうです。

　姉のせいで偽装結婚をさせられ、周りに振り回され、とても苦労する役回りの亜子ですが、彼女がどういう結末を迎えるか、最後まで見守っていただけたら幸いです。

　一方、ヒーローの裕ちゃんは、身代わりの亜子にキスしたり、添い寝を要求したりと、序盤から俺様っぷりを発揮。

　ちょっと変わったところもあるヒーローですが、料理が得意だったり、周りに気遣いができる男性です。番外編まで読んでくださると、私の理想をすべて彼に託したのがわかっていただけるかと思います。

　私の理想の旦那様である裕ちゃんと亜子の物語を、皆様に楽しんでいただけたら嬉しいです。




　最後になりましたが、編集をしてくださった三好様、矢郷様。可愛らしいカバーイラストを描いてくださった龍本みお様。この作品に関わってくださったすべての方々にお礼申し上げます。

　そして、この作品を読んでくださった読者の皆様。ちょっとでも幸せになってくださっていたら嬉しいです。本当にありがとうございました！




真ま彩あや-mahya-
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